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本日の委員会に付された案件は次のとおりである。 
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開会 午前９時３０分 

 

○委員長（寺脇直子君） 

  皆様、おはようございます。 

  昨日に引き続きまして、これより予算特

別委員会を開会いたします。 

  ２０２２年が始まりましたが、ロシアに

よるウクライナへの軍事侵攻や新型コロナ

ウイルスの感染症、オミクロン株の拡大な

ど世界や日本は不安定な情勢が続いており

ます。 

  また、本町におきましては、超高齢化社

会の到来、生産年齢人口の減少など高齢者

施策や子育て支援対策、さらに防災対策な

ど様々な課題が山積しております。 

  本日の予算特別委員会では、委員の皆様

から様々な御意見をいただき、令和４年度

予算の内容と目的がしっかりと議論される

ことと、公平公正、効率的な運営に努める

所存でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

  それでは、座らせていただきます。 

  ただいまの出席委員は６名であります。

定足数に達しておりますので、予算特別委

員会を開会いたします。 

  昨日に引き続きまして「第１７号議案 

令和４年度豊能町一般会計予算」の１２５

ページの環境課まで終了いたしましたので、

本日は１２６ページの建設課から審査を始

めたいと思います。 

  それでは、提案理由の説明を求めます。 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  おはようございます。建設課の仲村でご

ざいます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

  それでは、令和４年度予算についてお配

りしました主要工事の予定箇所図、Ａ３の

図面お配りしてると思います。それと予算

書、それから予算説明資料、建設課が所管

しておりますのは、１２６ページから１３

６ページまででございます。これについて

説明させていただきます。 

  まず、予算書１１７ページ、それから予

算説明資料１２９ページ、款８・土木費、

項２・道路橋梁費、目１・道路維持費の小

事業名２・町道等維持補修事業2,３５０万9,

０００円の主なものでございます。 

  予算図面を御覧いただきまして、右側１

－１、１－①の木代地区水路等補修工事で

ございます。この工事は、町道平野線、そ

れから町道平野戸知山線の道路に埋設して

おります暗渠排水用の管に不具合が出てお

りますので、その部分を改修するものでご

ざいます。 

  その他、図面には記載しておりませんが、

町内全域で町道に不具合があった場合に、

緊急に対応する年間維持補修工事や、予算

の範囲内で根上がり対策等を含めた道路の

維持補修工事を行う予定でございます。 

  この事業についての特定財源５７１万3,

０００円につきましては、町道維持補修事

業にかかる国庫補助金２３１万3,０００円

と土木債、町債でございます。３４０万円

でございます。 

  次に、小事業名３、法定外公共物維持管

理補助事業３６０万円の主なものは、３図

面右側の１－②、木代浅田水路補修工事で

ございます。この工事は、老人センター・

永寿荘前の水路でございますが、水路の擁

壁を補強する工事を行うものでございます。 

  次に、予算書１１８ページ、予算説明資

料１３２ページの目２・道路舗装費、小事

業名は道路舗装事業3,１９０万円、これの

主なものにつきましては、図面右上２－①、

町道希望ケ丘中央線の舗装工事でございま

す。希望ケ丘２丁目のバス停付近から新木

代橋、信号のところまでの車道部分の舗装
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の塗り替えを予定しております。 

  次に図面左側、２－②これのときわ台東

２号線舗装工事でございますが、東ときわ

台小学校付近から東ときわ台９丁目バス停

付近までの歩道を中心として塗り替え工事

を行う予定でございます。この事業におけ

る特定財源の2,８５０万円につきましては、

国庫補助金６３０万円、土木債2,２２０万

円でございます。 

  同じく予算書１１８ページの予算説明資

料は１３３ページ、目３・道路改良費の小

事業名、橋梁長寿命化等事業9,２５５万4,

０００円の主なものは、図面左下３－①、

光風台大橋修繕工事でございます。平成２

９年度の点検において健全度判定で劣化あ

りとの判定が出されたため、予防保全とし

て改修するものでございます。 

  工事内容としては、点検において４本の

けたのうち両端の２本の外面、雨風が一番

当たる部分に程度の軽い腐食が見られまし

たので、その部分の塗装の塗り替えを予定

しております。 

  次に、図面右側中央寄りの３―②、小玉

橋修繕工事につきましては、木代川にかか

る橋でございますが、こちらにつきまして

は、２本の橋げたのそれぞれの端部、橋台

に接している部分でございます。に経年劣

化による腐食がございましたので、その腐

食した部分の補強工事を行うものでござい

ます。 

  橋梁長寿命化事業にかかる特定財源の8,

００９万5,０００円につきましては、国庫

補助金4,００９万5,０００円、土木債4,０

００万円でございます。 

  同じく予算書１１８ページの予算説明資

料は１３４ページ、目４・交通安全施設整

備費の小事業名、通学路等交通安全整備事

業３６１万1,０００円の主なものは、図面

には記載しておりませんけれども、カーブ

ミラーの取替えや路面標示設置工事、道路

側溝のふたがけなど、予算範囲内で優先順

位をつけて整備していきたいと考えていま

す。 

  建設課からは以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課の田中です。おはようござい

ます。 

  それでは、都市計画課のほうより、予算

書９７ページから１２３ページまでと、予

算説明資料１３７ページから１４７ページ

までについて、内容等に変更があったとこ

ろを御説明させていただきます。 

  それでは、予算書１０３ページ、予算説

明資料は１３８ページを合わせて御覧くだ

さい。 

  款４・衛生費、項１・保健衛生費、目

７・上水道費でございます。これは上水道

事業補助事業といたしまして、簡易水道事

業の起債償還金に対します特別交付税分、

一庫ダムの都市用水施設税にかかる負担金

分、そして企業団統合時に締結しました協

定書に基づく供給単価抑制のための繰入金

でございますが、主な理由としましては、

前年度より簡易水道起債元利償還金が減額

となったため７５８万1,０００円の減とな

っております。 

  次に、予算説明資料１３９から１４１ペ

ージにつきましては、内容等に特に変更は

ございません。 

  次に、予算書１２１ページ、それから予

算説明資料１４２ページでございます。 

  款８・土木費、項５・都市計画費、目

２・都市計画費になります。 

  予算説明資料の２、構成事務事業、小事

業名のところですが、１、都市計画策定運

用事業と２、空き家対策推進事業につきま
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しては、内容等に変更はございません。３、

豊能町都市計画マスタープラン改定事業に

つきましては、今年度に町の上位計画であ

る豊能町総合まちづくり計画が策定される

ことに伴いまして、上位計画と整合が図れ

るよう分野別計画である都市計画マスター

プランの改訂を予定しております。 

  次に、予算書１２１ページ、予算説明資

料では１４３ページでございます。 

  款８・土木費、項５・都市計画費、目

３・公園費になります。 

  予算説明資料の２、構成事務事業、小事

業名のところですが、１、公園・緑地・街

路等管理事業につきましては、内容等に変

更はございません。 

  ２、公園管理備品買替事業につきまして

は、チェーンソー１台とヘッジトリマー１

台を買い替えするためのものでございます。 

  ３から５につきましては、内容等に変更

はございません。 

  ６、緑地擁壁改修事業につきましては、

先ほど建設課のほうにて説明資料として使

用した主要工事予定箇所図の左側の上から

２番目に、５－１としておりますときわ台

７号緑地擁壁改修工事でございます。これ

は、令和２年度及び３年度に施工いたしま

した擁壁改修工事の続きとしまして、約１

４.３メートル同じく施工するものでござい

ます。財源としては、予算書１９ページの

とおり起債となります。 

  続いて、予算説明資料１４４ページにつ

きましては、内容等に特に変更はございま

せん。 

  次に、予算書１２３ページ、予算説明資

料１４５ページでございます。 

  款８・土木費、項５・都市計画費、目

３・交通安全対策費になります。前年度と

比べまして５５万円の減額となっておりま

すが、主な理由としまして、令和３年度に

交通安全協会の施設に便所を更新するため

に補助金として５０万円交付しております。

令和４年度につきましては、この補助金が

必要ないため減となっております。 

  続いて、予算説明資料１４６ページにつ

きましては、内容の変更は特にございませ

ん。 

  続いて、予算書１２３ページ、予算説明

資料１４７ページでございます。 

  款８・土木費、項５・都市計画費、目

３・自転車駐車場運営費になります。前年

度と比べまして１２８万5,０００円の減額

となっておりますが、主な理由としまして、

令和元年度から令和２年にかけてシルバー

人材センターへ駐車台数の確認や駐車場の

見回りなど、業務委託していたものを取り

やめたのが減額の理由となります。 

  都市計画課からは以上でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  おはようございます。農林商工課、中谷

です。 

  農林商工課の令和４年度当初予算の内容

について予算説明資料順で御説明させてい

ただきます。 

  農林商工課で所管するものは、予算説明

資料の１４８ページ、労働支援事業から１

６３ページ、観光事務事業、予算書で言い

ますと１０５ページの労働費から１１４ペ

ージの商工費までとなります。 

  順次説明いたしますが、例年と大きく変

更がある事業を中心に説明させていただき

ます。 

  まず、予算説明資料の１４８ページ、労

働支援事業から１５１ページ、農業関係団

体等支援事業、予算書で言いますと１０５

ページから１０７ページになります。こち

らは内容等に特に変更はございません。 
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  次に、予算説明資料１５２ページ、農業

振興事業、予算書は１０８ページ、款６・

農林水産業費、項１・農業費、目３・農業

振興費の３になります。 

  予算説明資料の２の構成事務事業、小事

業名のところですが、１、農業振興事業、

２、機構集積協力金交付事業、３、青年就

農給付金交付事業、それと４、とよの就農

支援事業は内容等に変更はございません。 

  ４のとよの就農支援塾事業は、本町の課

題である農業担い手育成や遊休農地解消に

効果があることから、継続実施させていた

だく予定です。財源は、受講料６０万円と

あとは新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金、こちら２４０万円を充て

ます。 

  次に５、新規就農促進安定支援事業です

が、本格的に就農するには農業機械等の購

入ということで、初期投資が多額に必要に

なります。このことが新規就農の障壁の１

つになっているという実態もありますので、

このようなことから、新規就農予定者に対

しまして農業用機械等の購入費の一部を助

成する事業を実施いたします。財源は、先

ほどと同じく新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金、こちらを充てます。 

  続いて６、小事業６の農業法人設立支援

事業は、直売所志野の里の運営支援に要す

る経費で内容等変更はございません。 

  その次の７番、農業用園芸ハウス設置補

助事業ですが、安定した農産物の生産と品

質向上を図るため、農業用園芸ハウスの設

置にかかる費用、こちらの費用の一部助成

するものです。 

  小事業４から７は、農業担い手育成、そ

して新規就農への支援、安定した生産品質

向上で販売ルーツ、ルートの確保というよ

うな形で、一連のものとして事業を展開し

ていく予定にしております。 

  続きまして、予算説明資料の１５３ペー

ジ、棚田ふるさと保全事業、その次の１５

４ページ、農空間保全事業、こちらは内容

等の変更はございません。 

  次に、予算説明資料１５５ページ、ほ場

整備事業でございます。予算書で言います

と１０９ページ、款６・農業水産業費、項

１・農業費、目４・農地費の５に当たりま

す。こちら牧地区と高山地区で、いずれも

府営事業として実施いたします。 

  予算説明資料の小事業１の牧地区ほ場整

備事業におきましては、令和４年度より工

事に入ります。その事業費の町の負担分１

割ですが、こちらを計上しております。今

のところ、３年間で事業は完了すると予定

しております。 

  次の２、高山地区ほ場整備につきまして

は、令和５年度の工事着工に向けまして、

令和４年度におきましては測量実施設計、

換地計画の作成、文化財試堀調査、こちら

を実施される予定でして、その事業費の町

負担分を計上しております。 

  続いて、予算説明資料１５６ページ、経

営所得安定対策等推進事業、予算書で言い

ますと１０９ページ、款６・農業水産業費、

項１・農業費、目５・経営所得安定対策等

推進事業費、これの２ですが、こちら事務

自体の内容に変更はございませんが、令和

４年度におきましては、例年の事務費に加

えまして農林水産省共通申請サービス、ｅ

ＭＡＦＦというんですけれども、こちらの

導入に伴いまして水田台帳、これは何かと

いいますと、営農計画書が入ってるんです

けれども、そちらのシステムのデータを移

行、国のほうでは一括で、農地関係のこと

につきまして一括管理するということで、

こちらのデータを移行する作業の委託料１

６５万円、こちらを計上しております。 

  この農林水産省共通申請サービスは、国
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において進められております行政手続のオ

ンライン化の１つでございます。全額補助

金で賄われるものでございます。 

  続きまして、予算説明資料１５７ページ、

コミュニティセンター管理事業、予算書１

１０ページの款６・農業水産業費、項１・

農業費、目６・コミュニティセンター運営

費の１でございます。 

  全員協議会のほうで報告しましたとおり、

高山コミュニティセンターの部分休館をさ

せていただきます。運営は当面町の直営で

行いたいと思っております。昨年まで計上

していました指定管理料を皆減し、光熱水

量費や業務委託料と施設の管理運営上必要

な経費を運営規模縮小に見合わせて計上さ

せていただいております。 

  次の予算説明書１５８ページ、森林管理

事業は内容等変更はございません。当課で

この事業で管理してます公用車の車検が来

年度ありますので、若干増えております。 

  続いて、予算説明資料の１５９ページ、

森林整備事業です。予算書は１１１ページ

の款６・農林水産業費、項２・林業費、目、

林業総務費の３にあります。こちらは森林

環境譲与税を財源としまして森林整備を進

めていくものでございます。 

  予算説明資料１６０ページ、野生鹿、イ

ノシシ等、農林業被害防止事業から、最後

の１６３ページ、環境事務事業、予算書は

１１１ページの一番下のところから１１４

ページになりますが、こちらは特に変更は

ございません。 

  農林商工課の所管については以上となり

ます。御審議賜りますようよろしくお願い

いたします。 

  説明は以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、これより質疑を行います。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。おはようございます。 

  説明資料１５９ページ、お願いいたしま

す。 

  先ほど森林整備事業ということで、整備

していきますというふうな御説明ございま

したけれども、令和３年と比べまして、約

２倍ぐらいの費用が今回計上されておりま

すが、多分伐採かな、その数がそれ相応に

多いんかな、今回は多く切るんかなと、こ

ういうふうに思いますが、その点は、まず

どうでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  令和３年度の内容ですが、まず、令和３

年度は、森林整備基本方針というものをつ

くるので、その委託料と、それに沿いまし

た間伐のほうを４ヘクタールほど実施して

おります。 

  令和４年度につきましては、その森林整

備基本方針にのっとりまして、これから間

伐を中心に進めていく予定なんですけれど

も、まず、その作業をするのに地番参考図

というのをつくりたい。５００筆程度予定

しております。 

  地番参考図というものは、最近も境界が

どこか分からへんというような形で、所有

者が分かりにくいというところで、地籍図

ではないんですけれども参考になるような、

林相といいまして、今まだ植林したとこと

そのままのとことか、植林しましても、い

つ植林したかで木の成長の度合いが違いま

すので、そこが多分境界やろうなというこ

とで、所有者を特定していくような参考の

図面になります。こちらをまずつくりまし

て、所有者を特定した上でそこの対処の森

林を整備していくということで、作業を効
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率化するために、そういう地番参考図をつ

くって間伐をするというような形で、今年

作成しております森林整備基本方針にのっ

とりまして、順次整備していく予定になっ

ております。 

  今後、令和５年度以降も、地番参考図全

部で所有者、山林の所有者は大体7,０００

筆というような形で聞いておりますが、こ

れ全部するんではなくて、一遍にできない

のでかなり作業に時間がかかりますので、

それと整備しないところはつくる必要ござ

いませんので、今後、毎年５００筆ずつぐ

らいそういう参考図をつくっていって、そ

れに従いまして森林整備も進めていくとい

うような形で今計画しております。 

  なので、令和３年度と４年度、事業内容

は違いますので、ちょっと金額のほうも倍

ほどになっておるんですけれども、その増

額の要因というのは、ちょっと今令和３年

度と委託する内容が違うということで、よ

ろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  もう一度確認ですが、令和３年度は方針

をつくりましたと、あと４ヘクタールにつ

いては間伐かな、しましたという。令和４

年については、間伐そのものは工事として

はしないんやけれども、５００筆のその地

番の参考図かな、それをつくることに全て

充当いたしますと、そういうふうな意味で

すかね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  説明がちょっと不足といいますか、令和

３年度は、まず森林整備基本方針をつくって

いただくというのと、間伐、こちら地番参考

図はつくってないんですけれども、間伐のほ

う実施していきます。 

 ただ、やっぱり事務、間伐するに当たって、

そこの対象の山を今、まだ分かりやすいとこ

ろから進めているというところで、今後進め

ていくには、所有者がまず誰やということを

特定していかなあきません。今年はその地番

参考図というのはつくってないんですけれど

も、やっぱりちょっと作業がスムーズに進ま

ないということもありますので、来年度から、

地番参考図プラス間伐、今年は基本方針の作

成と、やりやすいところからというか、所有

者が比較的はっきりしているところの４ヘク

タールを間伐するというような内容です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  結局、去年はやりやすいところから４ヘ

クタールやりましたと、今年も、これから

は非常にこの境界線が分かりにくいような

ところばっかりやねんけれども、できる限

りやりやすいところがあったら、そこも当

然何ヘクタールになるのか知らんけれども、

やっていくことになるでしょうねという、

そんな感覚ですかね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  令和３年度に森林整備基本方針というの

ができますので、そちらに沿って今後整備

していく、やりやすい、やりにくいはある

んですけれども、まず考えてますのは、人

里に近いところから、また、人が結構通ら

はるところから徐々に整備していく予定に

しております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 
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  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  境界線がちょっと分かりづらいとか、何

かそんなふうな話もございましたが、これ

とはまた別かも分からないけれども、地籍

調査も今年度ぐらいからかな、去年ちょっ

と準備とかして、今年ぐらいから何かスタ

ートしてるんかなと思うんですけれども、

何となく、あれとよく似た感覚なのかなと

思うんですけれども、それとは全然また別

もんですか、それとも同じようなものです

か。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  地籍調査というのは、その関係する方が

立ち会ってちゃんと境界を決めていくとい

うもんなんですが、山の場合は、そこまで

は求めておりません。先ほど説明しました

とおり、林相とか谷筋とか尾根筋、公図と

かも見ますけれども、航空写真というか、

最近レーザー測量とかって、それでちょっ

と見まして、大体ここが境界やなという検

討をつけるものでして、ここから境界やと

いうようなしっかりした線引き、その所有

者の方を山に連れて行って境界杭を打つと

か、そういうようなことはしないです。あ

くまでも作業するための参考になるための

ものでございます。 

  したがいまして、地籍調査とはまた異な

るものでございます。やってるような内容、

所有者が誰やとかっていうところは似たよ

うなところはありますけれども、地籍調査

ほど正確に境界を決めていくというもんで

はございません。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ちょっとその位置づけが違ういうような、

レベルが違うみたいな話がありましたけれ

ども、何かせっかくそこまでやるんやった

ら、もう一緒に地籍調査もまとめてやった

ら効率よく何かはかどるん違うかなと。地

籍調査そのものは住宅地から始めますとい

うことやったけれども、結構そういう山あ

いの地域というのは、結構これから時間か

かるん違うかとおっしゃってましたけれど

も、せっかくこんなんやんねやったら一緒

にやったらどないやと、私は素人考えでそ

う言うてるんやけれども、そんなふうにし

たらどないかなと思うんですが、いかがな

んですかね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  一緒にできれば都合がいいかと思うんで

すけれども、ただ、地籍調査というのは、

国と府から補助金を受けて事業を進めてま

して、今、人口集中地区については国から

の補助金が頂けるんですけれども、山林に

ついては国ももう地盤も混乱してますし、

お年もいかれている方が多いということで、

どのような方法がいいのか、安価に済むよ

うな地籍調査に代わるものが何かないかな

というのは国のほうで今検討されてますの

で、その検討結果を今待ってる状態でござ

います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  先ほどの全体で7,０００筆とおっしゃっ

てましたね。これっていうのは森林基本方

針かな、そこのところが7,０００筆出てき

ているというふうな理解でいいですか。 

○委員長（寺脇直子君） 
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  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  税の情報から、山林というところで7,４

００筆程度です。7,０００と言いましたけ

れども、7,４００筆程度ということで上げ

てます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  今回のこのつくられた基本計画ですけれ

ども、これっていうのは、全体どのぐらい

の広さなんですか。何ヘクタールぐらいな

んですかね。要するに、考えなくちゃいけ

ない地域の広さのうち去年は４ヘクタール

ということなんだと思いますけれども。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  ちょっと今手元に資料ございませんので、

また後でということで。 

○委員長（寺脇直子君） 

  そしたら、後ほど答弁していただいてよ

ろしいですか。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  それと農林整備基本方針というほうなん

ですけれども、ちょっと納品が今月のあと

１週間、２週間ぐらいなので、まだ成果物

が上がっておりません。４ヘクタールのや

つは令和３年度も実施しますけれども、そ

の計画をつくる段階で、どこしようという

ので、こういう方針でというのはあらかた

打合せはしておりまして、そこにのっとっ

たところを協議しているところを一応４ヘ

クタール、今回、寺田のほうで間伐のほう

を実施、令和３年度にしております。今現

状。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  支障木伐採とか計画してますよね。あれ

はこの中とは関係ないんですね。 

  分かりました、関係ない、はい、分かり

ました。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  高尾です。おはようございます。 

  これは大変な作業だと思うんですけれど

も、この間伐された材料ですけれども、チ

ップとか、それと大きな木はどのように使

われるということになるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  今は間伐材は山林のほうで現地で処分、

残置処分というんですけれども、そちらの

ほうで処分しております。 

  次の利用というようなお話なんですけれ

ども、やはり運搬とかその量とかによりま

して、結局採算が見合わへんということで、

そういうような処分の仕方で今ずっとやっ

ております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  それは現地に切って置いたままにするい

うことですか。分かりました。チップにさ

れているのもあるんですね。ないんですか、

全く。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 
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  農林商工課、中谷です。 

  今のところ、町がやっているところ以外

で経営が成り立つところは、民間でそうい

うのはやってますけれども、基本的に、町

が森林環境譲与税を使って整備せなあかん

ところというのは、採算が合わへんところ

をやりますので、今はチップ化するとか搬

出しているということはございません。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  何かもったいないような気がしましてね、

間伐材は今各家庭で、結構まきの暖炉なん

かに欲しいという方結構いてはるんですけ

れども、そういうのに利用できるようなこ

とができないかなというふうに思ってるん

ですけれども、そういうのは、欲しければ

どうするというような、そんなことはでき

ないのかなと思って、あそこに行ったらあ

りますという、そういうのは危ないことな

のかもしれないですけれども、それはどう

なんでしょうか。希望者にはというような

ことでは考えられませんか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  高尾委員様がおっしゃられる気持ちは

我々も分からんでもないんですけれども、

やはり山の中ですし、搬出が困難なところ

とかもありますので、その人力で持ち運べ

るかというところもありますので、なかな

かそこまではいってないような状況になり

ます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  資源がもったいないなということになる

と思うんですけれども、切った長いままを

そのままもう倒したままになってるという

ことですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  ある一定の長さに切りまして、そのまま

放置するんじゃなくて、山の斜面が崩れへ

んように、ちゃんと斜面に対して横にある

程度かためて置いていくというような、言

葉忘れましたけれども、そういうような形

で施業のほうはしております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  私も、高尾委員と一緒でもったいないな

いなというそういう気がいたしまして、ち

ょっとここ１、２年かな、コロナで世界が

いろいろ厄介なことになりましたけれども、

そのおかげいうたらおかしいけれども、影

響でウッドショックいいますかね、木材の

価格が物すごく高騰したという、そういう

ふうなニュースも目にいたしましたけれど

も、そういった意味で、その切った木が使

える木かどうかは別に、コストの絡みもあ

るんかも分からんけれども、そのような材

木の木材需要が不足している。だから、高

騰しているということで、そういったもの

をある意味うまく活用できないのかなと私

は思うんですけれども、こんな木切りまし

たよ、使いませんかみたいな形で言うたら、

ほんならもらっていきましょうかみたいな

ところが現れたりせえへんのかなと、私は

そんなふうに思うんやけれども、そのあた

りはどうなんですかね。 

○委員長（寺脇直子君） 
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  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  採算が見合うところは林業事業者が入っ

ていってやってるというところで、やっぱ

り採算が合えへんところというのは、林道

がちょっと通ってないとか、作業にやっぱ

り効率が悪いようなところ、そこでもって

一般住民さんがお持ち帰りいただくという

のもちょっと難しいかなと思いますし、も

ともとがその民有林でございますので、所

有者さんも手が入れられへんから出してき

はらへんのですけれども、所有の関係もご

ざいますし、やっぱりそういう搬出が困難

な状況、気持ちとしては利用せなあかん、

利用したほうがいいというのは、我々もも

ちろん持っておるんですけれども、そこが

町民の方々が欲しいから持っていくという

のと、なかなかその多分、これまた町であ

る程度のところまでは出してこなあかんと

いうか、そういうことになってきますと、

その費用対効果がどうかなと。かなりの作

業やと思いますので、そこはちょっと難し

いかな。できないことはないですけれども、

やっぱり費用がかさばってくる問題ですの

で、そこまで効果があるものかなと。 

  そこを判断しましたら、やっぱり難しい

んかなというような、なので日本国内のこ

の林業は衰退しているというところもあり

ますので、一般の町民の方々にしたら、や

っぱりそういうの利用、私もちょっと使い

たいわというのはあるかもしれないですけ

れども、そこの採算が、自分でほんなら取

ってきてくださいと言っても、なかなかそ

こって難しいところやと思いますので、そ

ういう町民さんの利用につなげるというの

は、なかなか簡単ではないかなと思ってお

ります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ちなみに、その町道なり何か道があって、

そこからどれぐらい奥まったところまでの

木を対象として今回の伐採というのは考え

て、それは１０メートルなのか２０メート

ルなのか、何かそういうふうな規定という

か考え、方針的なものはあるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  今のところ、林道整備までは今ある現有

する林道だけでして、林道整備までは考え

ていません。計画の中にも、今回森林の整

備方針の中にもうたっておりません。道か

ら何メートルというのは、特にその山の状

況によりまして全然、斜度がきついところ

と緩いところというので、全然作業効率が

違いますので、一概には定めていないとこ

ろでございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  １５２ページの農業振興事業の小事業名

の３と４なんです。青年就業給付金交付事

業等、４番、豊能就農支援事業なんですけ

れども、これは新規就農者は大体今何人ぐ

らいで、どこから来られて、お住まいとか

ちょっとその辺詳しくちょっと教えていた

だけますか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  とよの支援塾の来られている方というよ

うな形で御回答させてもらってよろしいで
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すか。 

  これまで５年間やってきております。今

回も、令和３年度も１４名、１４人の卒塾

が見込まれておりまして、その方も入れま

して過去５年で卒塾は４６名になります。

予定も含めまして。その中で今就農、５期

生は除きまして、４期生までが就農にして

いるものはおるんですけれども、ごめんな

さい、５期生ちょっと抜きますね。４期生

までで３２名の塾生の卒塾がありまして、

就農しているのは１４名、４割程度の方が

就農されております。 

  出身地、住所ですが、就農済みの方は町

内在住が３名、そのほか１１名は町外から

となります。 

  以上でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  ３番の４５０万円、この振り分けをちょ

っと教えていただけますか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  新規就農の、これは就農に当たって認定

農業者というものになった場合です。年間

所得もあるんですけれども、年間のその御

家庭での収入が６００万円以下の方が対象

となって、国のほうで新規就農から５年間、

年に１５０万円交付金がもらえるというよ

うな、交付されるというような事業でござ

いまして、３名の方を見込んでおります。 

  それの１５０万円掛ける３名の方の給付

に当たっての授業料４５０万円になってお

ります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  では、この３名の方は専業で農家されて

るんですか。じゃなくて、兼業なんですね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  今受給を予定しているものに関しまして

は、皆さん、３名様とも兼業でということ

でなっております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  新規就農者のこのフォローを行うという

のは、どういったフォローを行うんでしょ

うか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  とよの就農支援塾に対してのフォローと

いうところでよろしいですかね。 

  新規就農者のほう、希望者農地のあっせ

んとか紹介とか、そういった支援とか、あ

と、その上の先ほどの４５０万円の話です

けれども、成年就農の給付金に当たっての

サポートとか、あと認定農業者の認定され

るときのサポートとか、そういったような

いろいろな助言とか、今後、豊能町内で営

農される様々な、先ほどの機械の購入費で

あるとかいろいろありますけれども、そう

いった相談も受けるという意味合いで、フ

ォローをさせていただく予定にしておりま

す。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 
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○委員（才脇明美君） 

  機械の購入の事後補助は、この下の５番

ですよね。３００万円のことなんですけれ

ども、これをもうちょっと詳しく、もう一

度お願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  小事業の５番、新規就農促進安定支援事

業３００万円とおっしゃられてましたが、

２４０万円です。これは、農作業用の機械

と購入する費用、それの購入費の２分の１

補助で、上限額が３０万円までということ

で助成をする制度でございます。こちらの

ほうは８名の方、マックスで使われて、８

名の方を予算化しているところでございま

す。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  私のほうからも、同じその説明資料１５

２ページの小事業７番目ですね。農業用園

芸ハウス設置補助事業ということで２００

万円を今回計上されておりますが、これっ

てハウス何基分か、何台分いうか、それぐ

らいの量なんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  ハウスは何棟といいますか、規模によっ

て全然値段が変わってきます。この事業で

補助の対象としましては、設置するそのハ

ウスですけれども、５０平米以上のものを

見込んでまして、かかった費用の３０％で

交付するものでございまして、上限額が４

０万円というような事業でございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  ハウスなんですけれども、豊能町は寒冷

地でありまして、もっともっとビニールハ

ウスをもう少し、２４メートル、１７メー

トルぐらいやったら８０万円ぐらいかかる

んですよね。それの半分の補助でしたら４

０万円、３０万円程度。 

  かなりのやっぱり負担がかかるんです。

それをもうちょっと考慮していただいて、

寒冷地区でも、ビニールハウスで年間通し

て野菜をつくれるようにしてほしいなと思

います。 

  そして、農機具なんですけれども、ここ

２４０万円ですか、それで８名の方、これ

何を買われたんでしょう。文句言うてるの

違いますよ。本当にすごくお金がかかるか

ら、何を買われたんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  今回の予算、これ予算なんで、まだ執行

これから執行するやつなんで、買われたと

いうのはないです。 

  参考に、昨年、もうこの事業実施してお

りまして、こちらのほうで買われたもので

すが、参考までに噴霧器とか草刈り機で小

型の耕運機、こういったものを御購入され

ております。 

  また、ビニールハウスのほうですが、私

どもも、やはり冬、志野の里とかに出てく

る出荷物がやっぱり少ないということで、

ビニールハウスのほうも皆さんやっていた

だきたいなということで、一旦この事業、

令和３年度途中で切れてました。事業自体

が廃止、一旦予算の都合もありまして、廃
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止したところもあったんですけれども、や

っぱり就農させて、支援塾で就農させて、

その後のフォローがどこかで途切れてしま

うと、支援塾も意味なくなっちゃうよとい

うことで、機械の購入、ハウス、その流通

ルートの志野の里というような形で、これ

全部一連のものですよという説明で、今回

予算また復活させていただいたというもの

でございます。 

  今ハウスのほうは、これは新規だけじゃ

なくて、今実際に従事されてる方、もちろ

ん品質向上とか生産性の向上というところ

もございますので、そちらも対象にしてい

こうかなというような形で考えております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  ３名の方が残っておられたということで

すよね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  町外は１１名ですね。町内３名ですね。 

○委員（才脇明美君） 

  町外の方は、やっぱり大阪市内からやっ

たら遠いからということで、その居住のこ

となんですけれども、その辺はリンクされ

て考えておられるのでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課長です。 

  ５年前にこの事業立ち上げた経緯という

か、そこら辺の狙いというのは、豊能町の

ほうに就農していただいて、できれば移住

していただいてというところも視野に入れ

て始まったものなんですけれども、やはり

皆さん兼業、専業でってなかなか難しいと

ころがございますので、どうしても兼業と

いうことで、今まちのほうでお働きになら

れてて、そういうベースがあってなので、

なかなか移住まではつながっていないとい

うようなところが現状でございます。 

  そういう視野はないわけではないんです

けれども、なかなか、比較的やっぱり３０

分、遠いと言いながらも３０分、１時間で

来られるようなところですので、そういう

のもあって、なかなか移住まではつながっ

てないというのが現状かと思います。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  １年間就農の学校に通われてて、とても

残念やと思います。もっともっと豊能町を

アピールして、こんな空き家あるよとかそ

ういう話を持っていって、人口増加に持っ

ていってほしいなと思いました。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  ちょっと確認ですけれども、現在、ハウ

スを何年か前に利用されておりまして、そ

れをまた再度、この企画で、事業でやりた

いということで申請は再度できるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  ちょっと制度のほう、ちょっと今持ち合

わせてないんで、ちゃんと確認した上で、

後ほど御説明させていただきたいなと思い

ます。すみません。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、先ほどの質問と合わせて後ほ

ど答弁お願いします。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 
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  ５番の新規就農促進安定支援事業ですね、

これは国の事業で育成、人材育成いうこと

でやっている分だと思うんですが、それで

はないんですか、５番の分は。 

  国、これ違うのかもしれない。昨日調べ

てみましたらね、国が、人材育成で４９歳

以下の人を対象にというようなこと書いて

あったんですけれども、これは、この事業

とは違うということでよろしいですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  ここで上げてます新規就農促進安定支援

事業というのは、これは町の施策でござい

まして、国のやつはまた別で、認定農業者

に対してそういう大規模、専業農家という

ような形で、大規模なそういう起業される

ような方への助成は、また別途あります。

そこまではなかなか、豊能町ではそういう

農地の加減もありまして、できませんので、

豊能町独自でやってる事業でございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  別のページ行ってよろしいですか。説明

資料１５５ページ、お願いいたします。 

  これはほ場整備事業ですね。小事業名１

は、牧地区のほ場整備、２は、高山地区の

ほ場整備ということでなっておりますが、

まず、面積ちょっとお伺いしたいんですが、

牧地区は令和４年からもう実際工事かかっ

ていくということでしたけれども、牧地区

の面積はどれぐらいの面積でしたっけね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  長谷都市建設部理事。 

○都市建設部理事（長谷典彦君） 

  牧地区につきましては、地区面積全体の

外周の面積が２０.８ヘクタールで、中の受

益の農地面積のほうは１６.８ヘクタールの

ほうになります。 

  高山地区につきましては、全体の地区の

外周面積のほうが１２.２ヘクタールで、受

益の農地面積は９.２ヘクタールのほうにな

ります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  この高山地区、これから整備するための

測量とか実施設計とかしますということで

すけれども、高山地区のこの今言うてはる

面積のほ場整備するエリアっていうのは、

どこら辺のエリアと考えておったらいいん

ですかね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  長谷都市建設部理事。 

○都市建設部理事（長谷典彦君） 

  すみません。ちょうど高山のコミュニテ

ィセンターのすぐ手前のちょうど住吉神社

のところから、ちょっと下流のほうは北摂

霊園のあの入り口付近のところまでの区間。

ですので、棚田の部分は入ってないです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ということは、ここから行くとしたら、

金石橋の交差点を左に曲がったら、高山の

ほうに入っていきますよね。あれ府道です

よね。あの府道の左側、左側をずっと奥ま

で霊園のあたりまで、だーときれいにしは

るということなんですね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  長谷都市建設部理事。 

○都市建設部理事（長谷典彦君） 

  議員のおっしゃるとおり、府道沿いの沿

道地のところを改修する対象になっており

ます。 
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○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  今回も牧地区同様に、文化財の試掘調査

いいますか、そんなんも書かれております。

あれ結局、牧地区では結局何もえらいもん

出てきいひんかったということでよかった

んですかね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  長谷都市建設部理事。 

○都市建設部理事（長谷典彦君） 

  牧地区の文化財調査につきましては、昨

年の稲刈り終わってから、府の文化財保護

課のほうと試掘調査ということで、ちょう

ど１メートル間隔ぐらいのつぼというビッ

トという地面を掘りまして、そこで文化財

出てこないかという調査のほうをやりまし

た。 

  牧地区のほうにつきましては、１地区だ

け一部ちょっと中世時代の井戸の跡が出て

きまして、そこにちょっと生活雑器の破片

が出てきたんで、そこを本格調査をすると

いうだけで、あと、それ以外のところにつ

きましては、重要な遺物は出なかったとい

う結果になっております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  あとは、実際牧地区については、工事か

かっていくということですけれども、工事

の最中は、当然農作物作れないのかなと思

いますが、予定では、いつぐらいから農作

物作れるように牧地区についてはなるんで

しょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  長谷都市建設部理事。 

○都市建設部理事（長谷典彦君） 

  牧地区につきましては、今年度取りかか

る箇所につきましては、ちょうど府道から

亀岡側に向きまして、大歳神社のちょうど

下のあるブロックのところと、それにちょ

っと反対側、道路挟んで反対側のところも

含めまして５.５ヘクタールの事業箇所の着

手を予定してます。 

  ちょっと冬場はちょっとかなり豊能町寒

いので、なかなか冬場の工事の進捗は上が

らないので、通年施工ということで、事前

にその休耕していただくところについては

地元の役員会通じて説明のほうさせていた

だいております。 

  営農の再開のほうにつきましては、４年

度に今言いました５.５ヘクタールの工事の

ほうを完了しまして、その新しくできた新

区画については、令和５年度から営農のほ

うが再開される予定です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  あと、高山地区につきましては、今年度

はいろいろな調査ですね、測量実施という

ことで、実際は高山地区も同様にこれから

工事かかっていくと思いますが、実際の工

事はいつからと考えておいたらいいんです

か。 

○委員長（寺脇直子君） 

  長谷都市建設部理事。 

○都市建設部理事（長谷典彦君） 

  高山地区につきましては、ちょっと先ほ

ども説明もさせていただいたんですけれど

も、４年度に実施設計と、あと区画整備に

必要な換地計画のほうの策定のほう予定し

ておりまして、早ければ５年に工事のほう

着手しまして、６年に同様にちょっと１年

ずれて営農のほうが再開されるという見込

みです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 
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  戻って申し訳ないですけれども、１５９

ページ、さっき広さ聞いてますけれども、

今回の予算の内訳ですね。それ以前に、基

本設計と地番参考図作成、それぞれどのく

らいかかるもんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  地番参考図のほうが予定してますのが４

９０万６,０００円です。対しまして間伐の

ほうは２２０万円ということで、結構地番

参考図つくるのが結構手間がかかります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  その前に、森林整備計画どのぐらいかか

りましたという質問も併せてしたんだけれ

ども、これは大体３００万円ぐらいと見た

らいいのかな。 

○委員長（寺脇直子君） 

  後で、これも後でまとめて答弁をお願い

します。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  国のほうから補助金出てくるということ

ですが、この２つの図面をつくったら、あ

とはもう作業するだけなのかなと、そこの

確認をしたいんですね。大体、今回は５０

０筆が２２０万円なのかな。山の傾斜によ

って金額も違ってくるかもしれないけれど

も、そのあたりをお聞かせください。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  地番参考図はつくりますけれども、それ

で終わりというわけではなくて、今度、間

伐実施するときに、所有者さんに同意を取

らなあきませんので、はい、そういう作業

はあります。 

  地番参考図ができて、それどおりにいけ

るかどうかというのが、また所有者さんと

の協議になりますので、承諾を得られない

ところは事業が実施できないというような

ことになります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  私確認したかったのは、この事業でつく

る設計図はこの２点でおしまいですか。あ

とはもう、その同意によっては件数が違っ

てくるかもしれないけれども、あとここに

上がってくるのは、全部工事費という認識

でいいのかなと、結果はともあれ。 

  じゃなくて、また途中でまた新たな設計

図をつくる作業が生まれてくるのかどうか、

ちょっとお聞きしたかった。そういうこと

はないんですね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  今回作成させていただきます森林基本方

針のほうは、当面１０年ぐらいを見込んで

おります。必要になれば１０年後ぐらいに、

またその状況によって方針のほうを立てて

いく予定にしております。 

  地番参考図というのも、これ一気にでき

ないものでして、５００筆ずつを各年分け

て１つずつやっていこうと、整備をしてい

こうというところから、全然山の人が入ら

んようなところというのは、その基本方針

に載せてませんので、そういうところは地

番参考図って必要ないので、そういうとこ

ろはつくらない。整備をしていくのとリン
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クさせて少しずつ整備していこうというも

のでございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  １６０ページの野生鹿、イノシシとの件

なんですけれども、この事業、これの５７

９万円の内訳をお知らせください。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  まず、報奨金のほうです。これは、おり

とかを２０か所ぐらい町内に設置してるん

ですけれども、それの毎月見回り、月１回

ということではないですけれども、見回り

と、場合によってはその場所を変えるとい

うようなこともします。 

  こちらのほうの委託の報奨で４３２万円、

あと消耗品費とか事務手数料もありますけ

れども、あと業務委託料３０万円ほどです

が、こちらのほうはアライグマの処理を委

託しております。そちらのほうの経費が３

０万8,０００円で、あと電気柵とか、そう

いうような町民の方が設置された防護柵等

の補助、こちらが１０４万6,０００円、内

訳はそういうような形になっております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  報奨金というのは、１頭捕ったら何ぼと

かそんなんなんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  １頭捕って幾らというのもありますが、

先ほども、毎月見回り、入ってるか入って

へんかというのをずっと回らなあかんので、

そちらの報奨金も含まれております。当然

１頭につきお幾ら、処分するとか運搬とか

もせなあきませんので、そちらのほうも１

頭7,０００円でやらせてもらってます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  説明資料の１４３ページです。予算書の

１２１ページになります。 

  この小事業名の１番なんです。公園緑地

の街路樹の剪定などの事業ですね。ここに

は５千２３８万４千円、これが大きい数字

なんですけれども、前年度とほぼ少し減額

されておりますけれども、この業者は何社

でやっておられるのか。これは町独自でや

ってる事業は別なのか、その点お聞きいた

します。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  一応造園、直営ではなくて、委託業者で

町内の業者さん３名頭になって、各地区縄

張を持って業務にやってもらっております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  大体、毎年、お顔見受ける町内の業者の

方を３社いうことでしょうかね。地域によ

っては、これは歩道の草なんかも処理して

はりますね。ちょっとそれ確認です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  一応、都市計画課のほうが窓口になりま
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して、歩道なりますと、本来は建設課のほ

うが所管している縄張になります。ですけ

れども、建設課の所有と都市計画課の所有

と、それから教育委員会とか吉川支所にも

植え込みがありますので、そのあたりは一

括して都市計画課のほうが面倒見てるとい

いますか、窓口となって発注するような形

になります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  年２回されていると思うんですけれども、

町並みがきれいになるということです。歩

道のところを草刈り機がらがらと回してお

られるときがあったんですが、全く草ほと

んどないところもがらがらとずっとやって

はるの、そういう何かすごい不思議に思え

て、それでもやはりしないといけない仕事

なんだろうなと、委託だから。 

  それはそれでちょっとおかしな話なんで

すけれども、そういうのを見かけて、これ

でお仕事やっぱりされてるということで、

委託されてるということの業務を遂行して

はるいうことになるのかなと思います。そ

このところが、それで見過ごしていいと思

っておりますけれども、ちょっとその辺不

思議な感じがしましたが、確認しておられ

ますかしら。その草が生えてるとかそうい

う。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  委員おっしゃられているように、何も草

が生えてないところを草刈り機で回すと、

逆に小石が飛んだりとか、そういった事故

につながりますので、恐らく１回通して２

回目念入れてるのかどうか、あとは、舗装

とふち石との間にやっぱりうっすらこの雑

草が生えてますので、そこを刈ってるんで

はないかなと思われます。 

  工事の完了と着工前と完了につきまして

は、こちらのほうで監督員のほうが確認し

ておりますので。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  以前、中谷課長にも相談したんですけれ

ども、ときわ台のときわ台駅の駅前の花壇、

水道はつかないんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  ときわ台の駅前の送迎ゾーンを設けると

きに、もともとあそこに花壇を設置する予

定がなかったものですから、以前あった水

道の管をもう切断してしまってまして、愛

花会さんにお願いしまして、何とか今きれ

いにしていただいてるんですけれども、水

道のほうが全くなかったんですけれども、

ときわ台分団の詰所のほうから、お手数か

けてるんですけれども、ホースリールでつ

ないで水を運んでいただいているところで

ございまして、現在のところは、そのよう

な水道を設置する予定はございません。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  それも承知してるんですけれども、毎回

１３０メートルのホースをひっぱり出して、

苦労して水やられてるそうです。その辺御

承知の上、お願いいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 
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  今１４３ページですかね、説明資料の１

４３ページですので、同じところでちょっ

と確認をしたいと思います。 

  先ほどの小事業名の１ですね、公園・緑

地・街路樹等管理事業ということで、いろ

いろな場所の除草ですね、そういったこと

でこの費用計上されておりますが、住宅地

には公園がたくさんどの地域にもございま

す。 

  この公園につきましては、私は東ときわ

台ですけれども、年に２回かな、春と秋や

ったかな。ちょっとコロナの関係でできて

なかった時期もありますけれども、地域ぐ

るみで自治会というかで一斉清掃みたいな

感じで、皆出てきていただいて草刈りを、

草刈りというか落ち葉を拾ったりとか、何

かそんなふうなことを毎年年２回やっては

おるんですけれども、あれをやる直前か何

かに、ざーと草を刈った後、そこを我々が

出てきて、何か最後の草をつまんでやるよ

うな、いつも何かそんなふうな流れやった

のかなと思ってるんですけれども、もしも、

私思うには、どうせ住民さんに草引きとか

ね、されるんやったら、１回その分はもう

町の費用で草刈りをするというのをなくす

ことによって、もう少しちょっと費用減額

できたりするんちゃうかと私は思ったりも

するんやけれども、そのあたりちょっとど

んなもんなんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  委員おっしゃるとおりです。本来私ども

が考えておりますのは、年２回、公園草刈

りします。町が草刈りをして、２か月後ぐ

らいに地元自治会がきれいに草刈りをして、

また２か月後ぐらいに町が草刈りして、ま

た２か月後ぐらいに自治会さんがきれいに

していただけるということをしていただけ

ると、一定ずっときれいな公園が続くんで

すけれども。 

  一応、地元自治会の要望でですけれども、

地元自治会さんが掃除する前、私たちが何

月何日に掃除するように決まったので、そ

のちょっと前にきれいにしてくださいと、

でないと私たちが集まったときに、住民さ

んが集まったときに、数日前に町がきれい

にしてなければ、やった感がないといいま

すか、達成感が、住民たちの力ではやっぱ

り限界があるのか、町が草刈りしていなか

ったら、きれいに見えないというところの

御意見がありまして、いや、私たち町がす

ぐ草刈りに入って、その後すぐ地元自治会

が美化活動されるというところに行きます

ので、実際のところ、年２回しか、ほぼほ

ぼ年２回しか公園きれいにしてないような

状況になってしまいまして、それ本来、そ

もそもおかしいんじゃないですかというこ

とで、私どもも再三お願いはした経緯はご

ざいます。 

  だけれども、中には歴代熱い役員さんが

おられまして、私たちの言い分に賛同して

もらって、本来はそうだよねと、じゃあ、

私が役のときにはそのようにやるからとい

うことで、やっていただいた経緯もあるん

ですけれども、やっぱり反発のほうが強か

ったみたいです。 

  ですけれども、私たちはその美化活動の

報奨金という形でもお支払いはしてる経過

がございますので、町が刈った後、２か月

ぐらいあけてから美化活動してほしいなと

いう思いはあるんですけれども、必ず新年

度の役員さんが決まりますと、過去からの

引き継ぎで、いつ草刈り入るのと、その草

刈りの日が決まったら、自治会の美化活動

の日も決めるわとか、また、いついつ決ま

ったらその前にしてねとかいう、ちょっと
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圧力があります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  やっぱり私はちょっと無駄いう言い方し

たらあかんけれども、何かもったいないな

という感じがいたします。同じ豊能町の町

内にも、住宅地もあれば旧村の山あいの地

域もあるけれども、ああいうところって、

実際豊能町で草刈りをして、そこの後を住

民さんが集まってやるようなことは多分さ

れてないと思うんですよね。非常に旧村地

域の方は、皆さん地域ぐるみで草刈り機と

か持ってきて、みんなで一斉にがーとやり

ますよね。 

  だから、ああいう地域については、草刈

り費用みたいなものは多分その地域には多

分いかないと思うし、行ってるのかもしれ

ませんけれども、行ってるんかな。いずれ

にしてもそういう無駄なことにはなってな

い。そういった比較をすると、やはり住宅

地においては、ある意味私は無駄かなと思

うんで、そこは毎年毎年新しくなった会長

さんいうか役員さんたちが、いやいや、も

う皆さんが刈ってから、その後にしたいわ

みたいなことおっしゃるんかもしれないけ

れども、やはり私はちょっとおかしいん違

うかなと思うんで、本来あるべき姿はこう

ですよということは、納得いただけるかど

うか分からないけれども、それはやっぱり

言い続けてもらったほうがええのん違うか

なと思いますが、どうでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  今後も引き続き、本来のあるべき姿で町

がすぐ刈って、すぐ美化活動入るんであれ

ば、本来のその報奨金というのももう必要

ないのではないかなというところまでは、

課としては思っておりますので。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  私も中川委員と同じ意見です。最初は、

自治会やってるときは逆にね、住民が草取

った後に町が来て何なのという、そういう

ことありました、確かに。だけど、今は本

当に手持無沙汰です。はっきり言って。 

  こないだも、いつもは１時間以上かかる

ところ３０分で終わったりしますので、木

の整備と、それと下の草とは違うし、やっ

ぱり今、中川委員おっしゃったように、住

民と交代交代の時間を空けていくように、

申し訳ないですけれども、いろいろ自治会

に働きかけていただきたいと思います。お

願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  要望でよろしいですか。 

○委員（秋元美智子君） 

  要望でいいです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  旧村地帯に来てます、草刈りに。来てま

せんよね。来てないと思います。年２回、

道づくりといって、１軒に１人出てますよ

ね、池田さんね、草刈りに。それで報奨金

いただいてるんですか。いただいてるの。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  都市計画のほうでは、公園の美化活動に

対します報奨金というのをお支払いしてい

るんですけれども、道路、町道ですね、の
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ほうの美化活動のほうにつきましては、建

設課のほうで道路の清掃の報奨金という形

で東地区、新興住宅地ではないところにつ

いては、その報奨金を支払っております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  すみません。同じことなんですけれども、

多分クリーン作戦２回してるんですけれど

も、そのときにも草刈りしていただいた後

でね、逆にやりがいがないというか、大体

皆さんも高齢化してきてるということもあ

るので、そのほうがいいのかもしれません。

自治会が計画してはるのに。 

  だから、あまり文句言うわけにはいかな

いと思うんですけれども、たしか報奨金は

６０万円ほど払っておられるんじゃないか

と思うんですね。年間のクリーン作戦で。

いろいろ含めてかも分かりませんけれども、

それぐらいたしか入ってたと思うんです。 

  そういうことで、先にきれいにしていた

だいて、熊手でざーとはいて、確かに落ち

葉だけを拾う感じで、あまり抜いたりする

ことしなくてもいいような作業は本当に簡

単に済ませられるという、そういうことで

すけれども、何かいつも私ももったいない

なと、もうちょっと草が生えててやりがい

があるほうが、やったという住民としては

そう思ってたんですけれども、そういうと

ころで財政難ということからも含めて、少

し皆さんおっしゃったような交渉も必要か

なと思います。その点含めておいてくださ

い。 

○委員長（寺脇直子君） 

  今のは要望でしょうか。要望でよろしい

ですか。金額とか報奨金の金額とかはいい

ですか。 

  ほかに質疑ございますでしょうか。 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  いくらぐらいいただいてますでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課、仲村です。 

  全体の東地区とあと吉川の町道清掃の報

奨金は今回の予算で９５万円枠であります。

それを９地区で、道路の延長に合わせて分

配しておるところでございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  もし、こちらの、ここのときに説明して

いたら申し訳ないんだけれども、１３４ペ

ージの通学路の安全整備ですね、この事業。

どこですか、これ、ときわ台、さっき言っ

たときわ台なのか、ちょっと金額が違うよ

うなので確認したいので、お願いします。

私のメモが悪かったのかもしれないですけ

れども、お願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  通学路につきましては、場所等がまだ決

まっておりませんで、その図面には表示し

ておりません。通学路交通安全プログラム

というのがございまして、町内の各学校で

すとか、教育委員会、それから道路管理者

である池田土木さんとか、町の建設課、そ

れから豊能警察などでそれを構成しておる

んですけれども、毎年、通学路の危険と思

われる箇所を実際歩いてみて、ここだとい

うことで決めておりまして、今回、吉川小

学校付近の通学路で溝蓋をかけたほうがい

いんじゃないかという指摘もいただいてま

すので、ちょっとこれをどうしていくかと

いうのを今後検討していきたいなと思って
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おります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  毎年１回、２回集まって、皆さんで持ち

寄ってこの辺を変えましょうというふうな

そういう会議を経て、この予算が使われる

ということですね。その確認だけです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  じゃあ、同じ１３４ページの通学路等交

通安全整備事業の内容でもう少しお伺いし

たいんですけれども、予算的には１.５倍か

な、ぐらいになってますけれども、そのあ

たりの違いというのは何があるんですかね。

大体毎年カーブミラーとかいうのは聞いて

おるんですけれども。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  先ほど少し申し上げました吉川小学校の

通学路の蓋掛けをもしした場合に、その費

用が２００万円弱必要になることから、そ

れをするとした場合に枠が欲しいというこ

とで予算要求させていただいて、工事計画

させていただいているということです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  あと、カーブミラー関係については、令

和３年と令和４年かな、令和３年はこうや

ったけれども、令和４年はこんなふうにし

ますみたいなの何かあるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  これは、今後のそのカーブミラー傷み具

合で、うちのほうが把握しまして、即その

取替えが必要ですとか、補強が必要である

ということで、こちらの予算を使わせてい

ただきたいと思っております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ここで１時間以上経過しておりますので、

まだ質問続きますでしょうか。 

  そしたら、ここで１０分暫時休憩を取り

ます。再開は１１時１５分とします。 

（午前１１時０５分 休憩） 

（午前１１時１５分 再開） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、休憩前に引き続き、会議を開

きます。 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  休憩前に御回答できなかった分の回答を

させていただきます。 

  まず、パイプハウスのほうの補助のほう

ですが、１年、お一人１棟、補助はお願い

したいと思っております。 

  次に、豊能町の森林の関係です。豊能町

の森林面積は2,１８８ヘクタール、そのう

ち民有林、人工林の面積ですが、1,１１７

ヘクタール、今回間伐ということで、基本

的には人工林の面積、人工林のほう対象に

していきます。1,１１７ヘクタールござい

ます。 

  次、３番目ですが、森林、今年度、令和

３年度やってます森林整備方針のほうの計

画のほうの策定の委託金額ですが、１５３

万7,８００円となっております。 

  御質問は以上３点ですが、訂正を２点ほ

どお願いします。 

  有害鳥獣の捕獲に関しての報奨金ですが、

私7,０００円と言ってましたが、１頭当た

り6,０００円でさせていただいております。 
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  訂正の２点目ですが、とよの支援塾の卒

塾生の今就農に当たっているのが１４人、

町内が３名ということで御回答しておった

んですが、すみません。休憩の間にちょっ

ともう一度確認しましたら、町内は１４人

中４名の方が町内で、１０名が町外という

ことで、すみません、訂正させていただき

ます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますでしょうか。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 

  そうしましたら、説明資料の１２７ペー

ジに行ってもらっていいですか、１２７。 

  お待たせしました。小事業名ナンバー２

の地籍調査推進事業ということで、先ほど

も森林関係のときにちょっとちらっと地籍

調査のことも話をさせてもらいましたけれ

ども、今現状どうですか。順調に進んでそ

うなんで、まず、そこからお伺いいたしま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  地籍調査でございますが、ときわ台５丁

目に入らせていただいてまして、令和３年

度、１年目につきましては地元の説明会と

あと境界確認、１筆ごとに境界を確認させ

ていただきました。全件境界の確認は完了

いたしました。今年についてはそこまで、

あと、そこの境界にくいを打つんですけれ

ども、そこの測量までは令和３年度で終わ

る予定をしております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  そうしましたら、今度は令和４年につい

てはどこの地域をするとか、何か計画はあ

るんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  今度は、ときわ台５丁目は５丁目なんで

すけれども、そこのときわ台５丁目の１筆

ごとに囲った中の測量をします。あと、地

籍簿、どなたが所有しておられるかという

のを地籍簿というのを作成します。 

  あと、地籍調査が過ぎましたら、それを

閲覧していただくという作業までが、令和

５年度の予定になっております。すみませ

ん、令和４年度の間違いです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ということは、令和３年と令和４年をか

けてときわ台５丁目が全部終わると、そう

いうふうな感覚ですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  あと登記書、法務局との調整がございま

すので、そちらのほうが令和５年の予定に

なっております。ですから、３年間かかる

ということです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ３年かけて、結局ときわ台５丁目が終わ

りますということで、ときわ台５丁目その

ものには何筆いうんですか、あることに、

何筆のおうちがこれで完了する、３年間で

完了するというふうなことになるんでしょ

うか。 
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○委員長（寺脇直子君） 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村でございます。 

  資料持ち合わせておりませんので、後ほ

どお答えさせていただきます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  後ほどお答えいたします。 

  ほかに質疑ございますでしょうか。 

  池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

  もう、何度か質問終わってるんですけれ

ども、１５２ページですかね。 

  まず、農業支援塾卒塾生には、特例で土

地の購入ができるということを農業委員会

との覚書というか、何か約束があって土地

が購入できるということを聞いております

が、土地の購入をされた方というのはおら

れるんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  今年で５年目、５年を終わろうとしてま

すが、購入については、就農支援塾修塾生

について土地を購入されたということはご

ざいません。 

○委員長（寺脇直子君） 

  池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

  ということは、就農されている方々は、

豊能町内の土地についてどこかを借りられ

てるという形だと思うんですけれども、切

畑地区多分多いとは思うんですが、どの地

区に借りられてるとかというのは、どの辺

まで把握されているんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  すみません。支援塾の方が借りられてる

というところまで、面積までは出しており

ますが、ちょっと今すぐに出てこないです。

場所も調べたら分かるんですけれども、今、

どこの場所で、何ヘクタール借りたはると

いうのは今手持ちでありませんので、時間

いただきたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、後ほど答弁お願いいたします。 

  池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

  その中で、これ支援塾で就農されてる中

で、志野の里のほうに実際農作物を出して

おられる方というのは、どれぐらいおられ

るんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  支援塾の方には、就農いただいて、それ

が出荷できる状態になれば、必ず志野の里

のほうの会員さんになっていただいて、そ

ちらのほうに出していただくということに

しております。よって、今就農していただ

いている方が１４名いてますので、基本的

には、生産ができている方に関しましては

出荷いただいているというような認識でお

ります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

  それとですね、この中にいろいろ書いて

ある中に、新規の就農者という規定がある

んですけれども、この新規の就農者の規定

というか、何をもって、何をすれば新規就

農者になるのかというのをちょっと教えて
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いただきたい。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  いろいろ講習の期間はございます。豊能

町の場合は、この支援塾というので準農家

という扱いで農地も借りられるという、売

買できるというような規定を設けておりま

す。これは、あくまでも豊能町内の話でご

ざいまして、あと、大阪府でも同じ、呼び

方は一緒ですけれども、準農家さんとかと

いう、その資格は農家さんのところにある

期間修行されるとか、大阪府の農業のそう

いう研修の場所があります。 

  そういうような一定研修された方が、豊

能町に来られて、田畑を借りられて、耕作

される、そういった方々を新規就農者と呼

んでおります。必ずしも、豊能就農支援塾

の塾生だけに限るものではございません。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

  ということは、支援塾以外の方でも、例

えば今、農家されているところでお手伝い

等されたり何かで、農業を目指しておられ

る方に関しても、何か条件が合えば新規就

農者扱いがされて、この補助金等も下りる

という形でよろしいんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  あくまでも、その判定に当たりましては、

就農できるかできひんかという判定に当た

りましては、農業委員会のほうでかけて、

こういう講習、こういう見習いというか、

修行を積まれてきてますというのを農業者、

準農家として認めるかどうかというのが判

断されます。それがなければ、土地の農地

の売買とか借りるということはできません

ので、そちらのほうで判断していただいて

おります。 

  就農の給付金につきましては、これはま

た別の国の制度でございまして、給付の、

先ほど申しましたが、世帯の所得が６００

万円以下とか、就農されて５年間だけです

が１５０万円ずつ、それには認定農業者に

なってもらわなあきませんし、もちろん営

農計画というのを出して、認められた方に

対しての給付ですので、そういうのが承認

された方のみということになります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  １４７ページの自転車駐車場の件ですが、

１５０万円、１５１万1,０００円ね、で見

ると４万4,０００円消耗品で、その他の１

４６万7,０００円になってるんですが、こ

のその他というのは、金額、消耗品よりか

なり多いので、この中身を教えてください。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  内訳ですが、シルバー人材センターさん

のほうに委託してた分が１２８万1,０００

円、あとは、能勢電鉄さんのほうにときわ

台駅前の駐輪場、駐車場のところの土地を

借地しておりますので、そこの土地代とし

て１４６万7,０００円、消耗品として４万4,

０００円という内訳になっております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ４年度は、シルバーに委託しなくなった
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から１２８万円減りましたと、だから１５

０万1,０００円ですよね。そのうちの４万4,

０００円が消耗品で、その他というのは賃

借料ということですね、借地料、丸々借地

料。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  ときわ台の土地の賃借料になります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  バイクか何か置いてある場所かな。あの

土地ですよね。どのぐらいの広さがあるか

分からないんだけれども、ざっと見て、年

間１００何万円ですよね。これってどうい

うふうな、何を基盤にして基準にしてこの

金額が出てくるんですか。不動産屋さんに

ちょっとお願いしたとかそういうふうなも

んなんですか。金額の根拠を教えてくださ

い。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  その賃借料の根拠につきましては、当時、

企画部局のほうが能勢電鉄と交渉して金額

設定をしましたので、今ちょっと資料のほ

う持ち合わせておりませんので。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それは、後ほど調べることはできるんで

しょうか。では、後ほど合わせてお願いし

ます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  早い話、もっと値切ってちょうだいとい

うとこなんですけれどもね。 

  それと、この場合は賃借料というのはそ

の他で出るんですか。そこがちょっとどう

しても、金額の割にその他で上げてきたの

はどうなのかなと思ったので、もし、これ

でお答えできるんならばお願いいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  おはようございます。総務部の仙波です。 

  ここの予算書の１２３ページのところで、

１３、その他と書いてあるかと思うんです

けれども、この１３が何かというと、その

左手にあります使用料及び賃借料、この１

３のうちのその他という形になっておりま

す。使用料及び賃借料の中には、例えば機

械器具の使用料であるとか、物件使用料と

かそういう細かい項目、駐車場使用料とか

そういったものもあるんですけれども、そ

の中のどれにも当てはまらないということ

で、その他という書き方をしております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  同じその自転車駐車場運営のここの内容

でお伺いします。１４７ページです、説明

資料。 

  説明のときに、シルバー人材センターの

見守りが入ってませんというようなことで

したけれども、あれもともと、朝やったか

時間的に見守りがチェックをしてくださる

というふうな、そういうふうな内容のこと

を聞いておりましたが、それが完全になく

なって、もうやらないという、そういうふ

うなことになったということですかね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  シルバーさんのほうに委託しておりまし
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たのは、ときわ台駅地下にあった駐輪スペ

ースが屋外のほうに出てきましたので、こ

こは自転車を止める場所だよ、ここはバイ

クを止める場所だよというのを明記してる

んですけれども、どうしてもテレコになっ

て止めてしまわれる方とかがいてましたの

で、シルバーさんのほうで、そういう違う

とめ方をされてると、ちょっとタグをつけ

てもらって、ここは自転車専用ですとかい

うような指導のほうしてもらっておりまし

た。 

  それと合わせて、光風台駅前に、この来

月一応オープン予定なんですけれども、新

しく第２駐輪場と第３駐輪場をつくってお

ります。そこの台数の確認ということで、

シルバーさんのほうに、令和元年から２年

かけて１日の平均台数、それから最大で何

ぼあるかというところのちょっと調査をし

ていただきましたので、今回、それを基に

光風台の駐輪場のほうを計画しました。 

  ですので、一定シルバーさんの役割は終

わったのかなという判断で、令和４年度か

らは、シルバーさんのほう切らせてもらっ

てるようなところでございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  １３９ページの町営住宅なんですけれど

も、今回ここに上げられてるのは、多分野

間口のところだと思うんですが、まず、そ

こ、確認お願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  町営住宅のほうなんですけれども、この

予算のほうにつきましては、公営住宅の家

賃を算定する際に必要な書籍とかいうよう

な、書籍代のほうになります。 

  あと、野間口住宅の貯水槽のほうですね。

清掃業務と消毒業務というのがあります。

あとは、余野と吉川にもまだ１戸ずつ入居

者がおられますので、そのあたりの維持管

理のための修繕料になります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  町営住宅の修繕、貯水槽の清掃と書いて

あるから、てっきり野間口の貯水槽か何か

の全金額かと思ったけれども、実は違うと

なったら、申し訳ないけれども、内訳教え

てください。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  ４０２の内訳としまして、消耗品で１万8,

０００円、光熱水量費で８万4,０００円で、

修繕料のほうの費用としまして２２万3,０

００円、それから清掃委託料として、これ

が消毒と清掃の業務になるんですけれども、

７万7,０００円というふうな内訳になりま

す。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  これ、前から余野、吉川１件ずつありま

すね。野間口のほうはその建物として、た

しか耐震化しているからよう分かるんです

けれども、この余野と吉川に実質的にかか

っている経費は何通りですか。光熱費、修

繕費、どれですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  余野と吉川のほうで対象になりますのは
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２２万3,０００円、これは野間口も含めて

なんですけれども、３住宅で本来管理人が

やらなきゃいけない修繕の区分ですね。そ

ちらのほうで対応するのが２２万3,０００

円、何もなければ使うお金ではないんです

けれども、余野、吉川と野間口合わせて２

２万3,０００円ということになります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  余野と吉川、いつまで町抱えてるのかな。

特に吉川の場合は、大分あった住宅を時間

かけてずっと最後の１件までというふうな

過去の努力があったと思います。今回、余

野、吉川、いつまでも置いとけば置いとく

ほど経費かかる。特に吉川なんか、あそこ

の土地なんて売ってもいいような土地かな

というふうに思うんでね、町として、この

あたりはどういうふうな計画になってるの

かな。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  一応、入居者が余野、吉川共に女性の高

齢の方が今現在お一人で住まわれておりま

す。町のほうの働きかけとしましては、野

間口住宅のほうが耐震改修工事を終わって

おりますので耐震化ができてます。余野と

吉川住宅につきましては、昭和２９年に建

築されている木造の平家建て住宅になりま

す。法定耐用年数、公営住宅法ですと木造

住宅は３０年になります。野間口住宅は鉄

筋コンクリート造になりますので、７０年

になります。 

  ですので、相当前から野間口が耐震改修

が終わってからですね、余野と吉川の入居

者に対しましては、耐震化が済んでいる野

間口住宅のほうに引っ越しのほうお願いで

きないかというような働きかけをさせてい

ただいたんですけれども、ここの余野の方

は余野の方、吉川は吉川で、ここの集落か

らは出たくないというところでした。です

ので、毎年ですけれども、４月に家賃の納

付書を持参するときに、担当者のほうから

その旨、あまりしつこく言うのもあれなん

で、引っ越しのほうをお願いしているよう

な経過はございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  １つはね、今お住みの方はお二人、高齢

者の方、この方がもしもお亡くなりになっ

た場合に、その後の身内の方が暮らすとい

うことは、これは絶対にもう禁止されてい

るかどうか、それがまず１点です。 

  それと、築昭和２９年、相当ですね。こ

れは万が一何かあったときに、町の責任と

いうのは問われるんですか。このあたりを

ちょっと。この２点確認させてもらいます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  住宅の継承の件につきましては、今現在

お一人でお住まいですので、例えば配偶者

の方とか、御家族の方が今現在同居されて

いる場合ですと、継承が可能な部分ではあ

るんですけれども、今お一人住まいですの

で、同居は認めますけれども、届出が出れ

ば、ただし、今の世帯主さん、町と契約を

されてる御本人さんがお亡くなり、何らか

の理由で住宅を退去された場合には、残さ

れた御家族の方に継承することがないとい

う取決めで同居を認めるということになり

ます。 

  それから、もし、何らかの経緯で住宅が
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倒壊等して入居者がけがをした場合ですと、

町の責任のことにつきましては、一応法務

相談のほうに行きまして、町のほうがどう

いう対応してるのかというのは、先ほどお

答えしたとおり、耐震化が済んでいる住宅

のほうに引っ越ししてほしいというところ

はお願いしているということと、あとは、

それを例えば書面で町がこう言うてるけど

私は引っ越しません。何かあっても町に責

任は追及しませんとか一筆もらってたほう

がいいのかとかいう御相談もさせてもらっ

たんですけれども、結局、裁判というか法

廷の争い事になったとき、書面というのは

何の意味もなさないと。 

  ですので、今までどおり、町が入居者に

対して引っ越しを促すというところをちゃ

んとメモして残しておくようにという御指

示を受けましたので、今後もその対応を続

けていこうというふうに考えております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  １５６ページの説明資料ですが、この農

業経営セーフティネット対策、助成事業の

事務２５０万円、これ何ですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  これは、今まで過去でいうと転作にかか

る事務です。一番最初の説明でも申し上げ

ましたとおり、今年に限っては、農林水産

省の共通申請サービス、こちらのほうのデ

ータの移行の作業が入りまして、１６５万

円例年よりかその事務の委託料が増えてる

ということになっております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  委託してるんですか。ちょっと分からな

いです。もう少し詳しく。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  まずは、その営農計画書というのを農家

の方から取りまとめたりするのに、例年の

これは、今説明させていただいてるのは例

年の事務になりますが、農家の方へのその

制度の説明とか、改修とかというのを実行

組合のほうにお願いしてます。それの報奨

金のほうが６３万円組んでます。 

  あとは、もう細々した消耗品とかになり

ます。あとシステムのライセンスの使用料

とか、今システム導入して、そちらのほう

に入れてるんですけれども、それの使用料、

物件の使用料が１０万2,０００円、主なも

のはそういったところで、一番大きいのは、

例年と違うところは、先ほど説明させてい

ただきます農林水産省の共通申請サービス、

こちらのほうが国のほうで農業関係のほう

も全部行政手続の電子化しようというよう

なことが進められておりまして、そこの１

つとして、今回うちが持ってます水田台帳

のデータとあるんです。その営農計画とか

が入ってるようなデータがあるんですけれ

ども、それを農地関係のやつを国でまとめ

て一元管理しようというのが、この行政手

続のサービス以外でもそういうのに利用し

ようというのが今回進められてまして、う

ちの持ってるデータを国のほうにデータを

移行する、その費用が１６５万円例年とは

別途今回要求してまして、額が昨年に比べ

ますとその分増えてるということになりま

す。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 
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  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  その仕事はどなたがされてるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  データの入力、先ほども言いましたけれ

ども、取りまとめは実行組合のほうにお願

いしてまして、うちのほうで入力している

ということになります。それを申請書は大

阪府のほうに出してるというような形にな

っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  実行組合というのは何ですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  実行組合自体は農協さん、農業協同組合

さんの中の組織になります。営農されてる

方が地区ごとというか、ある一定の地区ご

とで、そういう実行組合というのをつくら

れてまして、農業に基本的には農協さんが

つくられてる組織なので、農業に関係する

ような共済であるとか、もろもろの連絡と

かをやっていただいているんですけれども、

そこをこちらの実行組合さんの組織ありま

すので、そういう転作とかの御案内もさせ

ていただいて回収もそういう、回収とかの

事務を実行組合さんにやっていただいてる

ということで、農協の中の農家様の組織、

下部組織になっております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  それは必要なことなんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  今、農協さんのほうで組織されてるんで

すけれども、やはりその必要なのでありま

すし、そういう方々がおられるので、我々

の事務もそこでお任せして、地元の集まり

なので、事業の説明なりそういう改修もス

ムーズに行く。その実行組合さんに委託し

なければ役所が全てやるということ、細部

までやはり広報とか、そういう取りまとめ

のこととか、相談とかというところまで、

役場の職員ではマンパワー的に全然足りま

せんので、そういう組織を利用させていた

だいている、必要な組織やと認識しており

ます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  農業委員会とはまた別なんですね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農業委員会とは別になります。農業委員

会は各自治体ごとに設置されておりまして、

農地のほうのどちらかというと、基本的に

農地の転用であったり、売買であったり、

その辺、農地の利用についての審査すると

ころでございますので、全く趣旨もやって

る内容も異なります。別組織になっており

ます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 
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  農地委員のメンバーと実行委員のメンバ

ーは、重複したりしてますか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  ２９実行組合ありまして、そちらの名簿

今手元にございませんが、農業委員さんも

選挙制度の委員さんになっていただいてる

んですけれども、実態としましては、地区

から一番精通した方を推薦していただくよ

うな感じになっておりますので、重複され

ている可能性はあるかと思います。ちょっ

と今名簿がございませんので、明確なお答

えはできないです。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  それで報奨金が出てますよね。これは、

ちょっと私は多いんじゃないかと思うんで

すね。思うんですが、ちょっとその辺をま

た。 

○委員長（寺脇直子君） 

  要望ですか。 

○委員（才脇明美君） 

  要望というか、もし重複してましたら、

これ委員長でも１２万5,０００円。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  委員長の１２万何ぼというのは、多分農

業委員会のほうの報奨で、町の報奨の規定

にございます。年額でして決して高いとい

う感覚はないです。月に１回もちろん農業

委員会の総会は開かれてますし、各地区ご

とにそれぞれいろいろな事案が出てきまし

たら、本人さん等の聞き取りとかそういう

のも一緒に立ち会っていただいたり、また

会長に関しましては、大阪の農業会議との

そちらのほうの会議もございますし、決し

て年間の１２万何がしが高いというような

認識はございません。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  そうですか、私は、ちょっと仕事の割に

は高いかなと思った具合なんです。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  １５７ページのコミュニティセンターに

ついてお聞きします。 

  ２６８万2,０００円、こちらの１１０ペ

ージを見ますとその内訳書いてますけれど

も、これは幼稚園のところのかかる経費で

すね。まず１点。 

  このときの業務委託料というのは、何を、

どこに委託するのかということと、ここの

１年間は、コミュニティセンターは幼稚園

のところのあのまま、例えば増築するとか

そういったところは動きがないというふう

な理解でよろしいですか。３点お尋ねしま

す。２点かな。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  まず、１点目のかかる費用のところです

が、今委員おっしゃられましたとおり、旧

の幼稚園の管理と、あとグラウンドもやり

ますのでグラウンドの管理、管理人さんの

ほうにつきまして、２点目どこにというと

ころですが、一応今考えておりますのが、

地元のほうで管理をお願いできないか、も
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しくはそこが調整できなければ、シルバー

さんにお願いできないかというところを考

えております。 

  ３点目ですが、早急に前、全協のほうで

お話させていただきましたとおり、必要な

増改築をさせていただこうと思っておりま

す。ちょっと時期が今未定ですが、できる

限り早急にやらせていただいて、令和４年

度には全て工事も完了させていただくつも

りで進めております。 

  以上です。 

  まだ補正予算が通ってませんので、今ち

ょっと言い過ぎました。補正のほう出させ

ていただいて、そういう形で進めさせてい

ただきたいなと思っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  １点確認します。 

  １６０ページ、これ項目が１点あります。

この中で、狩猟免許の講習会の費用を補助

して資格を取得するということを費用に入

っておりますが、これは何名予定しておら

れるのか。若い人とか問わず受けられると

いうことで行われるのか、その点お聞きい

たします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  補助金のほうで、そういう免許の講習を

組んでおります。一応今５名分、１万2,０

００円の５名分を補助金のほうで、その中

に１０４万6,０００円の中に入れておりま

す。年齢のほうは特に今定めは設けており

ませんが、体力的にできる人が免許取らは

るということですので、そこら辺の年齢制

限は特に設けておりません。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  野生鹿とかイノシシ、いろいろ獣害で困

っている方がおられるんですけれども、こ

の方たちは、取得されたらもうすぐに狩猟

の会かな、その方たちと合流して行動を起

こされるというようなことがあるんですか

ね、これからは。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  今おっしゃられましたとおり、地元の猟

友会のほうに入っていただいて、駆除のほ

うの活動をやっていただくというような形

で、そのための補助というような形、基本

的にはそういうような形で考えております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  箕面市、箕面森町との関連で、よく鹿が

とにかく行き来して大変だというようなこ

とも聞いておりますけれども、そういうの

は町内だけでの猟友会の活動であるのかど

うか、その点だけお聞きします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  基本的に有害に対しての駆除ですので、

森町の斜面によう見ますけれども、そこら

辺まで、それでまた、あの辺で銃を撃つと

いうのはかなり危険ですので、そんなこと

はしません。どちらかというと、山林側と

か田畑に近いところで、被害が出てるとこ

ろを中心に活動していただいているという
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ところでございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑ございますか。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 

  説明資料１６３ページをお願いいたしま

す。 

  観光関係かな、観光事業となってます。

その中の小事業名、観光事務事業というこ

とで令和３年と比べて額がちょっと減って

おりますけれども、このあたりはどういう

部分が減ってるということになるんでしょ

うか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  観光協会の減の大きな要因は、観光協会

への補助金こちらのほうがシーリングの１

０％カットということなので、そちらが大

きな要因になっております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  観光いうたら、結構やっぱり豊能町も観

光でやっぱり交流人口とかを増やしていく

という、そういうふうなことも必要なのか

なと思いますが、そういった中で、観光分

野におけるカットというのはどうなのかな

と思ったんですけれども、致し方ない部分

なんでしょうかね、これ。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  総務部の仙波です。 

  今回の予算編成につきましては、厳しい

財政状況を鑑みまして経常経費の義務的経

費を除いて１０％カット、その中には補助

金も含まれておりますので、そういった形

で予算編成をしております。 

  観光協会につきましては、いろいろ観光

の面で御尽力をいただいているかと思うん

ですけれども、その分補助金は減ってるん

ですけれども、引き続き観光に向けて、ま

た御協力のほういただけたらと考えており

ます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  観光協会かな、たしか町内に案内板が欲

しいみたいな話してたんだけれども、お耳

に入ってるかどうか別として、そういった

行政のほうがそういった予算取ってくださ

るんですか。そういったものも観光協会の

中で予算措置しろという、どちらのお考え

なのかだけ確認させてもらいます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  基本は、今の補助金の予算で、あと観光

協会さんのほうで収益がそんなにないと思

うんですけれども、会費ぐらいやと思うん

ですけれども、その中でやっていただきた

いなと思っております。やっぱり、ただ大

きい事業、補助金の中でできひんやつは別

途御相談いただいて、その辺はこちらのほ

うでも協議させていただきたいなと思いま

すが、基本は、今現状の補助金なりの運営

費の中で賄っていただきたいなと思ってお

ります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 



 

34 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  思い出した。観光協会いうたら、ここの

国道沿いの箕面との境目のところに「よう

こそ豊能町へ」という黄色い看板があって、

結構汚れてるなみたいなことを前言わせて

もらったと思うんやけれども、あれは観光

協会そのものがきれいに清掃しないかんと

は思うんですけれども、あれって、例えば

今回令和４年度のお金減らされたら、ちょ

っと掃除できへんわということにもなった

りもするんですか。それ大丈夫ですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  前の議会、ちょっといつか不明確ですけ

れども、御質問いただきまして、その後観

光協会さんのほうにも投げかけさせていた

だきました。確かに汚れてまして、清掃必

要やなということなんですけれども、それ

よりか、立つ位置も見にくいので、そこら

辺も含めて新たなところにできたらなとい

う、ただ、予算の関係もあって、ほか観光

協会さん、今観光パンフレットもちょっと

古いので、そちらのほうを今更新考えてお

られまして、優先順位が低いといったらお

かしいんですけれども、ほかに優先してや

りたいところがあるのでということで、ち

ょっと保留のような状態になってると聞い

ております。 

  説明は以上になります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

  先ほどの答弁、よろしいですか。 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課、田中です。 

  先ほどのお答えできなかったときわ台駅

の駐輪スペースの面積と金額の根拠の情報

が入りましたので、面積は、駐輪場の面積

は３４３平米あります。令和元年７月に能

勢電さんと契約を締結しているわけなんで

すけれども、土地の価格の考え方につきま

しては、大阪府の基準を使いまして概算の

試算をしております。あそこの場所が近隣

商業地域という用途地域になりますので、

そのあたりの近傍の価格を出しまして、そ

れの平均で料金設定をしております。 

  令和元年に契約をしているわけなんです

けれども、この契約は自動更新になってお

りまして、一定額最初に決めたこの額が、

ずっと賃借料で続くというような契約を締

結していることになります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  仲村建設課長。 

○建設課長（仲村晴好君） 

  建設課の仲村です。 

  先ほど、中川委員の地籍調査のときわ台

５丁目の筆の数は幾らやという御質問に対

して答えられませんでしたので、調べまし

たら１８７筆でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

  農林商工課、中谷です。 

  池田委員からありました新規就農者、支

援塾出た者に限っての地区別の今の田畑の

借りている状況ですが、まず、吉川地区が

３筆、2,７３２平米、余野地区１筆で1,３

５４平米、切畑地区６筆で9,８９３平米、

木代地区１筆で1,５７０平米、高山地区２

筆で1,７４６平米、寺田地区１筆で3,２０

０平米、合計して面積が２万４９５平米に

なります。 
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  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、質疑はほかにございませんか。 

  ないようですので、ここで暫時休憩を取

ります。 

  再開は１３時とします。 

（午後 ０時０７分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、休憩前に引き続き、会議を開

きます。 

  次に、予算説明資料の１６７ページから

１８４ページまでの教育総務課、１８５ペ

ージから１９０ページまでの義務教育課、

１９１ページから１９７ページまでのこど

も育成課、１９８ページから２０１ページ

までの生涯学習課が所管する事業について

御説明願います。 

  順次説明を求めます。 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事（入江太志君） 

  こんにちは。こども未来部、入江でござ

います。 

  それでは、「１７号議案 令和４年度一

般会計補正予算」の件でございます。 

  教育総務課の関連部分から御説明いたし

ます。 

  まず最初に、説明資料以外で債務負担行

為のほうから説明させていただきたいと存

じます。 

  予算説明資料には記載はございませんの

で、予算書の１８ページを御覧ください。 

  よろしいでしょうか。 

  そこの一覧の下から３番目の小学校等給

食調理委託業務でございます。これは、町

内小学校４校とひかり幼稚園の給食調理を

委託するものでございます。 

  ひかり幼稚園につきましては、現在と同

様に光風台小学校で一括調理を予定してお

りますので、まとめて計上しているもので

ございます。 

  期間は令和４年度から令和７年度までで

ございます。現在の給食調理委託業務が年

度末で終了するのに伴いまして、令和５年

度から令和７年度までの給食調理を更新す

るものでございます。 

  なお、令和４年度からとしておりますの

は契約行為、あるいは準備行為が前年度に

契約だけいたしまして、実際調理するのは

令和５年度から令和７年度までということ

で予定をしております。 

  なお、給食の提供方法については、現在

と同じ自校方式を予定しております。 

  なお、令和８年度からは、学校再編によ

り西地区の小中一貫校におきまして、小中

学校の全ての給食を一括調理する想定をし

ております。それまでは、現在と同じ給食

の提供方法を予定しているものでございま

す。 

  その次の債務負担でございます。中学校

給食調理業務委託事業でございます。期間

は、小学校と同様に令和４年度から令和７

年度までとしております。期間の設定の考

えは、先ほどの小学校と同様でございます。 

  給食の提供方法につきましては、現行の

デリバリー方式を予定しているものでござ

います。 

  それでは、次に歳出の説明をさせていた

だきます。 

  予算説明資料は１６９ページ、予算書は

１２７ページをお開きください。 

  款１０・教育費、項１・教育総務費、目

２・事務局費でございます。説明欄は２の

学校園管理事業でございます。 

  この事業の予算は、前年度は令和３年度

と比較して6,７４２万3,０００円、率にし

て７9.５％の減でございます。 

  減の主な要因といたしましては、令和３
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年度の業務委託料で、小中一貫校施設整備

事業の継続費の令和３年度割、6,６９９万8,

０００を計上しておりましたが、令和４年

度の年割額は計上していないため、大幅な

減となっております。 

  なお、この件は今議会の３月１１日の福

祉教育常任委員会で、第１２号議案、令和

３年度一般会計補正予算の継続費補正のと

ころで御説明をしているものでございます。 

  次に、予算説明資料の構成事務事業の２．

ＧＩＧＡスクール端末保守事業でございま

すが、これは令和２年度に整備いたしまし

た小中学校の児童生徒のタブレット端末に

つきまして、有害サイトを見られないよう

にするフィルタリングソフトの使用に係る

予算でございます。 

  次に、構成事務事業の３．学校保健特別

対策事業でございますが、新型コロナウイ

ルス感染症対策として、国、府の補助を受

けまして、小中学校における感染防止対策

での保健衛生備品や学習保障に係る教材備

品等の購入等に係る予算を計上しているも

のでございます。 

  次の事業でございますが、次に、予算説

明資料は１７３ページ、予算書は１３２ペ

ージを御覧ください。 

  款１０・教育費、項２・小学校費、目

１・学校管理費でございます。説明欄は２．

小学校管理事業でございます。 

  この事業の予算は、令和３年度と比較し

ましてマイナスの7,５３３万7,０００円、

率にして５4.９％の減でございます。 

  減の主な要因は、令和３年度の工事請負

費において、東ときわ台小学校の屋上防水

工事7,７００万9,０００円の予算が減とな

ったことによるものでございます。 

  また、予算説明資料の構成事務事業の２．

小学校施設整備事業でございますが、これ

は、光風台小学校の校舎の階段の一部と給

食調理室付近の外壁を補修するものでござ

います。 

  次の事業でございますが、予算説明資料

１７９ページ、予算書は１３５ページをお

開きください。 

  款１０・教育費、項３・中学校費、目

１・学校管理費、説明欄は２．中学校管理

事業でございます。 

  予算説明資料の構成事務事業の２．中学

校施設整備事業でございますが、これは東

能勢中学校の校舎南館に設置しているエレ

ベーターにつきまして、経年劣化等により

消耗している機材を交換するための修繕工

事を行う予算を計上しているものでござい

ます。 

  次に、予算説明資料の２の構成事務事業

３．中学校給食支援事業でございますが、

これは令和４年度より東能勢小学校の５、

６年生が東能勢中学校でデリバリー給食を

提供する予定でございますが、小学校５、

６年生の保護者が負担するデリバリー給食

１食当たりの給食単価が現在の小学校給食

での保護者負担額より５０円程度高くなり

ますので、保護者負担が増えないように給

食費の一部を支援するものでございます。 

  次の事業でございますが、予算説明資料

１８４ページ、予算書は１３９ページをお

開きください。 

  款１０・教育費、項４・幼稚園費、目

１・幼稚園管理費、説明欄は４．ふたば園

管理事業でございます。 

  この事業の予算は、令和３年度と比較し

まして９１５万2,０００円、率にして８5.

３％の減でございます。 

  減の主な要因は、令和３年度に業務委託

料でふたば園の屋上防水工事に係る実施設

計予算８７０万8,０００円が減となったこ

とによるものでございます。 

  教育総務課の説明は以上でございます。 
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○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課、吉澤です、こんにちは、皆

さん、よろしくお願いいたします。 

  私のほうからは、義務教育課の所管の予

算について、今年度と大きく変更がありま

した項目につきまして説明させていただき

ます。 

  予算説明資料１８５ページ、予算書は１

２９ページを御覧ください。 

  款１０・教育費、項１・教育総務費、目

２・事務局費の説明欄５．学校教育充実事

業の関連です。当初予算説明資料では１８

６ページの欄を御覧ください。 

  ６番、小・中学校学力等調査事業です。 

  この事業は令和３年度から実施しました、

とよのチャレンジという小学校１年生から

中学３年生までの児童生徒に対し、学力、

体力、生活状況の調査をすることにより、

児童生徒の一人一人の成果と課題を把握し、

今後の学習指導に活用し、本町全体の学力

向上を目指すものです。 

  今年度と予算が大幅に上回っている分は、

対象児童生徒が増えている分と、単独で事

業をするためにかかる費用とかです。 

  同じく小事業名、７．スクールサポート

スタッフ配置事業です。 

  この事業は、令和３年度の年度途中に補

正予算によりお認めいただいた事業で、新

型コロナウイルス感染症対策の一環として、

各小中学校の教室等の消毒、清掃作業をサ

ポートするもの、今年度につきましてはシ

ルバー人材センターのほうにお願いをした

んですけれども、派遣をしまして、教職員

の作業負担を軽減し、教職員の本来業務で

ある子どもたちへの学習活動や教材研究に

集中していただく環境をつくり出すために

取り入れた事業です。 

  同じく小事業名、８．ＧＩＧＡスクール

サポーター配置促進事業です。 

  この事業につきましても、令和３年度の

年度途中に補正予算によりお認めいただい

た事業です。 

  １人１台のタブレット端末が導入されま

して、コロナ禍での臨時休校等により登校

できない児童生徒とタブレットを活用し、

日常生活の確認や課題の収受を行えるよう、

学校内のＩＣＴ化を推進するための技術者

を各小中学校へ派遣するための費用です。 

  続きまして、同じく小事業名、９．こと

ばの力向上推進事業です。 

  この事業は、町内の中学１年生から３年

生までを対象に実用英語技能検定を補助す

るものです。町内で受験できるよう、配慮

することにより、中学生に学びに対する意

欲の醸成を図るものです。 

  同じく小事業名、１０．ＧＩＧＡスクー

ル教育支援システム配備事業です。 

  この事業も令和３年度の年度途中に補正

予算によりお認めいただいた事業です。１

人１台のタブレット端末を活用した授業や

通信を行う際に、担任と児童生徒の間で課

題の提供や回答の集約など、リアルタイム

での情報共有やウェブ会議システムと連携

し、オンライン学習を支援するシステムの

配備事業となっております。 

  次に、予算説明資料の１９０ページ、予

算書は１３１ページを御覧ください。 

  款１０・教育費、項１・教育総務費、目

２・事務局費の説明欄１２．保幼小中一貫

教育推進事業です。当初予算説明資料の１

９０ページの１．保幼小中一貫教育推進事

業という項目になります。 

  この事業は、令和８年に義務教育学校の

開校を目指し、地域とともにある学校づく

りを進めていくために、中学校区ごとに設

立する学校運営協議会の活動にかかる費用
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になっております。 

  私からの説明は以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。よろしくお願

いいたします。 

  続きまして、まず、債務負担行為から御

説明させていただきます。 

  教育総務課と同様、予算説明資料にはご

ざいませんので、予算書１８ページをお開

きください。 

  第３表、債務負担行為でございます。 

  この表の一番下、保育所及び認定こども

園給食調理業務委託事業でございます。 

  吉川保育所と認定こども園、ふたば園の

給食調理を委託するものです。現在の契約

が令和４年度までですので更新をいたしま

す。現在と同じ保育所等での自園所での一

括調理を行います。期間の設定が令和４年

度となっておりますのは、令和５年４月か

ら給食調理を行っていただくため、契約を

前年度に行うものです。 

  続きまして、当初予算説明資料１９４ペ

ージ、予算書は１３０ページをお開きくだ

さい。 

  款１０・教育費、項１・教育総務費、目

２・事務局費の説明欄１０．子育て支援環

境の充実事業でございます。 

  当初予算説明資料１９４ページの中ほど

の２．構成事業の４．小事業名、児童虐待

防止対策録音器等機器購入事業３４万4,０

００円でございます。 

  児童虐待やその可能性が予想されるケー

スにおける住民の方からの相談は、家庭生

活や個人情報が多く関わってきます。その

相談等業務の記録作成は通話が長ければ長

いほど膨大になり、その対応に時間が必要

です。また、正確に記録を残すことも必要

です。このため、固定電話に接続し、会話

を録音、文字化を行うことで効率的に業務

を行うことを目的にしています。事業費と

しましては、委託料として固定電話の録音

機の保守年間委託料１年間６万6,０００円

です。これと備品購入費として機械器具費、

固定電話の録音機と通話内容の文字化器具

で２７万8,０００円を予定しております。 

  次に、予算説明資料１９５ページ、予算

書は１３１ページをお開きください。 

  款１０・教育費、項１・教育総務費、目

２・事務局費の説明欄１１．子ども・子育

て支援事業でございます。 

  当初予算説明資料１９５ページの２．構

成事務事業の１．小事業名、子ども・子育

て支援事業2,０２６万2,０００円でござい

ます。 

  令和３年度と比べまして、４２８万6,０

００円増加しております。主なものは予算

書１３１ページの１８．負担金でございま

す。負担金のうち、保育・教育給付費負担

金は町内の子どもが通う町外の私立の幼稚

園、認定こども園への負担金ですが、令和

３年度の実績等から算出し、増額している

ものでございます。 

  次に、当初予算説明資料は１９７ページ、

予算書は１４０ページをお開きください。 

  款１０・教育費、項４・幼稚園費、目

１・幼稚園管理費の説明欄５．ふたば園運

営事業でございます。 

  主なものは、予算書１４０ページの１２．

業務委託料でございます。これは、給食調

理業務を委託します1,３４６万円、運動会

での放送器具操作委託４万4,０００円と、

保育士派遣事業1,０６９万円です。 

  給食調理業務、運動会放送器具操作委託

は令和３年度と金額に変更はございません

が、保育士派遣事業は１名分から２名分に

増やして計上させていただいております。
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この１名分５４５万円が増額しております。 

  説明は以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。よろしくお願い

いたします。 

  それでは、生涯学習課が所管いたします

予算の内容について御説明いたします。 

  また、例年から大きく事業内容、あるい

は金額に変更があったものを中心に御説明

のほうをさせていただきたいと思いますの

でよろしくお願いいたします。 

  当初予算説明資料の２００ページ、予算

書１４３ページ、西公民館管理事業のほう

を御覧ください。 

  当初予算説明資料の小事業の２番目、西

公民館改修事業としまして８６万5,０００

円を計上しております。 

  こちらは館内にございます非常用電気発

電機の修繕工事及び館内の床材の剥離工事

を行うものでございます。 

  金額は大幅に減額になっておるんですけ

れども、令和３年度は館内の柱のタイルの

改修工事及び雨漏り対策としまして、雨ど

いの改修工事を行いましたので、令和３年

度と比べると金額は減っております。 

  続きまして、当初予算説明資料の２０１

ページ、予算書１４３ページ、中央公民館

管理事業のほうを御覧ください。 

  こちらは、当初予算説明資料の小事業の

２番目、中央公民館外壁落下防止対策事業

としまして２９５万7,０００円を計上して

おります。 

  こちらは、剥落が発生しております中央

公民館の外壁タイルについて、ネットを張

ることによって落下防止措置を講じるもの

でございます。 

  続きまして、当初予算説明資料の２０２

ページ、予算書１４３ページ、図書館運営

事業を御覧ください。 

  当初予算説明資料の小事業の５番目、Ｌ

ＥＤ照明灯変換事業としまして２６万2,０

００円を計上しております。 

  こちらは、館内の蛍光灯が海外製という

ことでかなり入手困難となっておりますの

で、入手が可能なＬＥＤ蛍光灯を購入する

ものでございます。 

  続きまして、当初予算説明資料の２０３

ページ、予算書１４４ページを御覧くださ

い。 

  こちら図書館管理事業でございますけれ

ども、当初予算説明資料の小事業の２番目、

図書館施設維持修繕事業としまして９６万8,

０００円を計上させていただいております。 

  こちらは、図書館敷地内の支障木の伐採

及び図書館とユーベル間の通路の土間の修

繕工事を行うものでございます。 

  大変申し訳ございません、こちらの事業

概要に図書館つり天井の改修とございます

けど、こちらは誤りでございます。大変申

し訳ございません。 

  続きまして、当初予算説明資料の２０４

ページ、予算書１４５ページのユーベルホ

ール管理事業を御覧ください。 

  当初予算説明資料の小事業２番目、ユー

ベルホール改修事業としまして５２６万7,

０００円を計上しております。 

  こちらは、ユーベルホールの楽屋の空調

設備が経年劣化により機械設備が停止して

おります。そのために更新工事を行うもの

でございます。 

  続きまして、当初予算説明資料の２０９

ページ、予算書１４７ページを御覧くださ

い。 

  こちら、シートス管理事業でございます

けれども、まず、当初予算説明資料の小事

業の１番目、シートス管理事業につきまし
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ては、令和４年度からスポーツセンター、

シートスの指定管理者が東京ドームから日

本管財共同事業体に変わりました。その指

定管理料でございます。 

  また、小事業の２番目、シートス改修事

業としまして、空調設備の老朽化により不

良状態になっている事務所、会議室、キッ

ズルームの空調更新を６２４万2,０００円

として計上しております。 

  説明は以上です。御審査賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

  すみません、お手元に配らせていただい

ています、中央公民館の館内図、ユーベル

ホールの館内図、シートスの館内図という

ところで、中央公民館、一番上、館内図が

ございますけれども、ネットを張りまして、

タイル落下防止工事は基本的には向かって

右側がふたば園側になりますので、そちら

は余り人が通りませんので設置しませんけ

ども、上の駐車場側、下の施設組合側、左

の道路側にネットを全面的に張るというも

のでございます。 

  ページをめくっていただきまして、ユー

ベルホールの館内図があるかと思うんです

けれども、そちらは工事箇所としましては、

１階の楽屋１、２階の楽屋３、この２つの

部屋が空調が壊れておりますので、そちら

を更新するというものでございます。 

  ３ページ目をめくっていただきます。 

  シートスの館内図になりますけれども、

こちら、シートスの正面玄関を入って左側

が事務所となりますけれども、まず事務所

と、それに附随する会議室、そして、キッ

ズルーム、こちらの３か所の空調改修を行

うものでございます。 

  説明は以上です。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、これより質疑を行います。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。よろしくお願いします。 

  中央公民館からいきましょうかね、何ペ

ージやったかな。中央公民館は、説明資料

は２０１ページですかね、２０１ページや

ね。 

  今、ネットで落下防止に向けますという

ことですけども、実際にこの図も提示いた

だいたんですが、もう一つよく分かりにく

いんですけども、もう少し、この図面のこ

のあたりにネットを敷きますみたいなこと

をもう少しちょっと分かりやすく説明いた

だけないでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  お手元の資料、こちらになるかと思うん

ですけれども、上が２階で下が１階になる

んですが、この右のほうがふたば園になり

ますので、人が通らないようなスペースに

なります。それ以外を上から下までネット

で囲ってしまうと。上と下にアンカーボル

トを打ち込みまして、完全にネットでもう

隙間なく包み込んでしまうイメージです。

ですので、タイルの剥落、剥離は止めるこ

とはできないんですけども、剥離したもの

が下に落ちないように、隙間なくネットで

包み込んでしまうという工法になります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 

  ということは、今の御説明でいきますと、

この平面図、１階、２階とも平面図ですけ

ども、その平面図、四角形と考えると、一

番右端の辺、ここを除いた３辺を全てネッ

トでくるむといったらおかしい、そういう
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ことですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  委員おっしゃるとおり、特に落ちがひど

いところもあります。そうでないところも

あるんですけれども、建物全体的に落ちて

いる箇所がありますので、一部分だけとい

うのはしていないところが落ちる危険性と

いうのも高くありますので、全体的に覆い

包むという工法で考えております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  そのネットはずっともう張りっぱなしと

いうことですかね、この建物、今後どうな

るんか分からんけども、とりあえずはずっ

とネットを張りっ放しで何年間もずっとや

るようなことになるということですかね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  公共施設再編検討委員会で中央公民館が

これからどうなるかということで議論はあ

るんですけども、基本的に張ってすぐに外

すというものではなくて、例えばそれが改

修が入るんだったらそれまでですし、もし、

使用が中止になるんだったらそれまでとい

うことで、使う限りはということになるか

と思います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  その使われるネットというのは結構網の

目が細かいネットですか、それとも、網の

目がこんな大きかったら、その隙間からタ

イルですかね、破片が通過して落ちるとい

うことになるんやけども、結構網の目がこ

まいネットですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  イメージ的には学校のグラウンドにある

防球ネットをイメージしていただいたらい

いのかなと思うんですけれども、かなり網

の目は細かいです。この工法というのは町

なかでも、マンションとか老朽化を今して

います。あるいは高速道路の橋脚なんかも

老朽化していて、なかなかすぐ予算の関係

で修繕ができないところは、マンションで

あったり、特に高速道路の橋脚なんかも緑

のネットなんかで囲っているような工法を

やっております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  そのネットというのは結構耐久性がある

と考えておいたらいいんですか。今後、公

共施設の再編の委員会の結果ですかね、そ

んなのを踏まえて今後どうなるかという方

針が決まると思いますけども、とりあえず

どうなるか分からんけども、もう数年でも

もつような耐久性のあるネットというふう

なことになるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  この工法が使われ出したのが約七、八年

前というふうに聞いております。施工業者、

メーカーのほうにもヒアリングで聞きまし

たら、最低五、六年はもつということで聞

いております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 
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  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  あとそうしましたら、この中央公民館外

壁落下防止対策事業、トータル金額で２９

５万7,０００円という金額があがっていま

すけども、実際内容的にはもう少し細かい

金額が分かるようであったら内訳を説明し

ていただきたいんですけども。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  この工法といいますか、足場を組まない

工法になります。高所作業車で行います。

足場を組みますとどうしても高い金額にな

りますので、高所作業車を使ってというこ

とになりますけども、大まかにはネットを

張ることと、高所作業車のレンタル代とい

いますか、というところになるんですけれ

ども。 

○委員長（寺脇直子君） 

  時間かかりますか。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  すみません、ちょっと整理して後ほどま

た回答させていただきます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  そうしたら、後ほど答弁をお願いします。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  平面図は分かったんですけども、上の屋

上から１階まで全部丸々くるむんですか。

じゃなくて、２階の部分から上とか、ちょ

っとそこが分からないのでお尋ねします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  中央公民館は２階建てですので、まず、

２階部分を上から、バルコニーのあたりま

で、そこから来て、真ん中、２階の下のと

ころから１階までということで、２つに分

ける予定としております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  窓も何も全部くるんじゃうという感じで

すね、窓のところも、上も、それが１個と、

それと実際もう既に表はともかく、裏側は

落ちていますわね、それで、もうコーンを

立てていますわね、あそこに入っていく人

はまずいませんわ。だけど、そこの工事の

必要なのかなというのが１点です。 

  それから、もう一点、道路側のほう、こ

れもまた道路からすぐ１メートルもないで

すわね。あそこを通る人なんて、この間ち

ょっと学生さんが階段の下にうずくまって

いたので、どうしたのかなと思っていたけ

ども、あそこも別に通行禁止にしたら、こ

こもする必要はないんじゃないかなという

疑問を持っているんですけど、お尋ねしま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  まず、御質問の１点目ということで、窓

ガラスのところですけれども、そちらもも

うネットで塞ぐ形にはなります。 

  ２つ目の御質問の駐車場側の、もうカラ

ーコーンを立てて、バーを立てて立入禁止

にしているところ、あるいは、道路側の細

い通路なんですけども、そこには立入禁止

ということで、コーンとかバーを立ててい

ます。できるだけ立ち入らないように看板

等も立てているんですけれども、実際中央

公民館は子どもさんの利用が大変多いです。

気づくとそこへ入ってしまっていたりとか、

そこで職員に注意してもらうんですけれど
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も、なかなかずっと随時監視しているとい

うこともできません。そういったところで、

コーンとか立てているんですけれども、そ

ういったけがのないように対応したいとい

うことで今回予算を計上させていただいて

おります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  子どもさんが入るというのはこの裏のほ

うですか。手前はちょっと十分考えられま

すわね、施設組合側のほうは。裏側もそう

いうふうなことはあるんですか。要はあそ

こ、駐車場から入ってくる、よほど駐車場

を横切ったほうがちょっと危ないな、それ

も危ないなと思っていますのでお尋ねしま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  子どもさんもやはり公民館の機能とは別

ですけれども、習い事の送迎バス待ちとか、

あるいは保護者の方待ちというときに、玄

関にもたくさんいらっしゃいますけれども、

駐車場側のほうに入っている子どもさんを

見かけたことも何度もあります。また、そ

ちらの駐車場側の壁、壁といいますか、部

屋というのは美術室や木工室がございまし

て、そこから利用者の方が、基本的には出

ないでくださいとは言ってあるんですけれ

ども、出入りをされる場合もあったりしま

すので、そういったことでその部分につい

ても落下防止ネットを設置したいと考えて

おります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  出入りしちゃ困るというのに出入りして

いるというのは玄関外、どこですか、まさ

か下足入という非常口のほう裏の、ふたば

のほうの、違いますよね、どこですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  こちら１階の美術室、ここに出入口ある

んですけども、ここからということになり

ます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか、今の質問は。 

  それでは、ほかに質疑はございますか。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  説明資料の１６９かな、１６９ページを

お願いします。 

  この説明資料１６９ページの小事業名、

ＧＩＧＡスクール端末保守事業、２つ目で

すね、ＧＩＧＡスクール端末保守事業とい

うことで、フィルタリングソフトの使用料

ということで６５万9,０００円が計上され

てございますが、このソフトそのものは、

要はこの使用料というのは毎年かかるもの

なのか、それともどんと払ったら何年間か

契約になっているのか、そのあたりちょっ

と確認をお願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  このソフトは毎年かかります、ソフトの

使用料ということで。ただ１年度ごとに更

新を予定しておりますので、例えば債務負

担で複数年設定しているとか、そういうも

のではございません。毎年使用料を支払う

ような利用を考えております。 
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  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  この使用料というのは、台数といいます

か、ライセンスといいますか、実態端末を

使う子どもさん、また先生も含めてやけど

も、その台数が増えれば自動的に使用料も

増えるだろう、それから、子どもさんの数

がぐんと減れば当然この使用料も減ると、

そういうふうな感覚でよろしいんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  中川委員おっしゃるとおりです。この費

用については生徒数とか、教職員数が業者

によって見積り金額は違うんですけど、今

回のは職員数を基礎として使用料の積算を

しております。なので職員数が減ればこの

費用も若干変動はするというようなもので、

毎年職員数の状況を見て、その辺は金額を

定めていきたいとは思っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  すみません、ちょっとよく分からないん

ですけど、子どもの数と職員の数という２

種類の数がありますけども、今回のこれは

職員の数によって変動するような、そうい

うふうな内容というふうな意味合いに私は

受け取ったんですが、そういうことですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  中川委員おっしゃるとおり、職員数が減

になれば、費用も若干下がるだろうという

見込みをしておりますので、職員数の多い

少ないで費用は影響するものと考えており

ます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  そうしたら変な質問になりますけども、

先生の数が減りました、子どもの数は逆に

増えました、でも安くなるということです

か。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  児童数の影響は関係なくということです

ので、中川委員のおっしゃるとおりだと思

います。職員数の増減でということです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  秋元です。 

  予算説明書１７１ページですけども、就

学援助の事業です。小中学校児童生徒を対

象にしているようですが、これは見積りは

何人ぐらいかということと、もう一点、特

定財源はわずかですわね、というのは町独

自の施策かどうか、お尋ねします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  まず、就学援助の支給想定人数ですけど

９０名を予定しております。 

  入学前支給は２５名程度を見積もってお



 

45 

ります。 

  あと特定財源の４万円につきましては、

歳入の４２ページのところで計上している

ものでございますが、今回も補正で２万8,

０００円ほど計上している要保護児童の給

付に係る補助金を計上しているものでござ

います。要保護は人数が少なくございます

ので、補助金の額も少なくございます。こ

この対象経費は、国庫補助の対象経費は生

活保護ではほとんど給付されていますので、

ここは修学旅行等の旅行の経費に対しての

２分の１の補助が当たるという額を計上し

ているものでございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ごめん、理解できていないんです、申し

訳ない。こういった就学援助、国の施策と

してあると。それで、補助金は別のところ

に入っています、ここにはあげていないけ

どあるんですということですか。そこら辺

ちょっと全く理解できなかったのでお願い

します。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  ここの財源については、ここは４万円は

国庫補助金ですが、あと交付税措置、普通

交付税で算定されていると思うんですけど、

これは一般財源扱いですので、特定財源と

しての表示はありませんので、見かけ上、

４万円しか入っておらないような形になり

ますけど、交付税措置はされているという

ことでございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ここでちょっと暫時休憩をとります。事

務局でちょっと確認することがありますの

で。再開は放送をもってお知らせします。 

（午後 １時４３分 休憩） 

（午後 １時５０分 再開） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  １７１ページ、説明資料です。予算は１

２９ページです。 

  就学援助事業なんですけれども、今回国

のほうが要保護者の支援部分を増額してい

ると思うんですが、新入学児童の分につい

ては3,０００円ほど引き上げておりますし、

オンライン学費の通信費なども2,０００円

増額されているようなんですが、本町では

どのように、全く値上げとかしないんです

か、どうですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江です。 

  国のほうで要保護児童生徒の就学援助費

の単価を設定されておると思います。その

件の増額の件かと思いますが、本町も国基

準に沿って支給を算定しておりますので、

国基準が改定されればうちのほうもそれに

準じた額を改定をするという形で考えてい

きたいと思っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  良かったです。 

  先ほど御説明されたんですが、新入生に

とっては年度内に支給というふうにされる

わけですね、これを確認します。 
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○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  入学前支給の件だと思いますが、これは

今も現状実施しております。なので、高尾

委員がおっしゃるように、入学前に申請が

あればこちらで認定した上で給付をすると

いう形で考えております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 

  説明資料の１７７ページをお願いいたし

ます。 

  小事業名、東ときわ台小学校運営事業で、

令和３年と比べて、ほかの小学校と比べる

と、この東ときわ小学校のみが減額になっ

ていると見えるんですけども、その当たり

の理由は何かあるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  減額の主な要因につきましては、まず、

消耗品ですね、これは１０％シーリングが

かかっておりますので、その分は多少影響

はあると思います。あと、光熱水量費、こ

れは使用実績に応じて予算を計上しており

ますが、去年の予算よりは実績で使用料が

落ちているというところが主な減額の要因

だと思っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ということは、私は単純に思ったんです

けど、子どもの数が減ったから、その分減

らしましたよという、そういうふうな減ら

し方じゃないんですね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  子どもに連動する要素は当然ございます。

子どもが増えたらやっぱり消耗品もかかる

というのはありますが、それと、シーリン

グも一定１人当たりの消耗品、そこまで細

かくは積算はできていないんですけど、そ

れも踏まえて予算要求をしますので、例え

ば１０％シーリングがかかっても同じ児童

数でしたらそういう形で減ると思いますが、

例えば子どもが増えているとか、それ以上

に減っているとかいうのは予算査定でそれ

以上も含めて減額、あるいは増えている場

合はそんなに減額しないとかいう状況は

個々の予算要求の中で査定されるものと思

っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ということは、一律どこの小学校も、中

学校もそうかもわからんけども、シーリン

グ１０％というのは一律下げていただくよ

うな形のやり方ではいっているけれども、

ほかの学校は前年よりも予算が上がってい

るということは、ある意味、こんなのちょ

っとお金が必要なんですよというてうまい

こと請求というか、要求をしはったんかな、

そんなふうに受け取ったらいいんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 



 

47 

  中川委員のおっしゃるとおりかもしれま

せん。基本はやはり１０％シーリング、財

政状況は厳しいですので、何も変化がない

場合は当然カットしていかないといけない。

学校としても協力できるところは協力をし

ていただいていると思っております。 

  ただ、光熱水量費の使用料とかは、クラ

ス単位というのは、明かりをつけるのは教

室単位ですから、例えば五、六人減ってい

ようが、教室の明かりは要るわけですから、

当然電気代は減らないとか、そういう場合

が出てきます。電気代の単価も変動はある

と思いますけど、そういうものを踏まえま

して、光熱水量費は余り減っていないのか

なと思っています。逆に実績に応じて、例

えば水道代が改定すればその分影響が出て

きますから、若干そんなに減っている、逆

に増えている学校もございますので、トー

タルでいえばそういう要因も含めての増減

かなと思っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ２０１ページ、中公なんですが、ちょっ

とやっぱりしっくりこないのは、道路側の

ほうですよね、要するに倉庫のある非常階

段、これは通路じゃないですよね、ここ、

しかも、あそこを歩こうと思ったらすぐ落

っこっちゃいますよね、斜めになって。そ

ういうところに網をかける必要があるのか、

経費節減の意味で言っています。 

  それと、もう一個は、さっきおっしゃっ

たように、裏側、駐車場側、既にコーンを

立てているところ、もう誰もが知っていま

すよ、あそこ落ちてきているのは、もうバ

ケツか何かを置いているから。そういった

ところを子どもが通るとか、この裏の通路

を使っているとか、何とか経費節減のほう

に考えられませんか、いかがでしょう。全

面的にやめろという気はないです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  秋元委員が言われたように、道路側なん

ですけれども、通路があるわけじゃない、

植え込みがあたりして細い部分なので、道

路ですので車が走ります。車のほうに落ち

ていくということも、道路からいったら、

大会議室の部分で非常に距離が近いですの

で、車のほうに落ちていくことというのも

考えられます。実際道路にも落ちていたり

はするんですね。風で、タイルですから飛

んでしまう、車を傷つけても当然よくあり

ません。ということもありまして、駐車場

側、カラーコーンを置いているしというと

ころであれなんですけども、それもあの付

近に車も実際止まっています。子どもが出

入りするということもあるんですけれども、

あの付近に車が止まっていて、強風であれ

ばタイルが飛びますので、それで車を傷つ

けるということも避けたいというところで

計上させていただきました。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  豊能町、タイル張りの建物ってここだけ

じゃないよね。これから幾つも落ちてきま

すわな、考えられますよね。そういうとき

に、やっぱりこの工事をしていかなくちゃ

いけないと考えたときに、できるだけ、そ

れは危険だというのは分かりますよ。十分

注意してというのは分かるんだけども、こ

の先ちょっと怖いものがあるなと思いまし

たので、これは意見です。いいです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  答弁よろしいですか。 
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○委員（秋元美智子君） 

  お答えのしようがないもんね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  ほかに質疑はございませんか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  説明資料の１８５ページ、予算書の１２

９ページです。 

  ここの小事業名で２番の教職員研修充実

事業のところです。 

  教員免許の更新というのが廃止されたと

思うんですけど、されるのか、されたよう

に思うんですけれども、その反面に、教員

の官製研修というか、厳しい研修が持たれ

るというふうに聞いておりますが、その点

はどのような、何か計画があるのでしょう

か、お聞きします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課、吉澤です。 

  教職員の免許更新は今年度からなくなり

ます。ただし、去年から引き続き研修を受

けていない方は今年度もまだ受けていただ

かなくてはなりません。その区切り目とい

うのがありますから、まだ若干免許更新に

係る研修等を受講していただかないといけ

ない方もいらっしゃいます。それがなくな

るからというわけではありません。本町で

も教職員向けの研修は夏休みの間に何本か

テーマを決めてやっております。毎年４本

から５本、先生方に力をつけていただきた

いということでやっております。近年支援

の必要な子どもさんがちょっと増えてきて

いますので、支援教育に特化した内容、そ

れから、この４月から東地区では小中一貫

校になりますので、小中一貫に絡めた研修

とか、そういうものをやっております。 

  それ以外に、人事協のほうでも法定研修

というのがあります。初年、２年、５年、

１０年目の研修は必ず受けていただかなけ

ればならないというものをプログラム化し

まして、対象の先生方に年度当初にお知ら

せしております。それ以外にも大阪府の教

育委員会の教育センターのほうでも職員研

修というのをたくさん設けていただいて、

それを案内して、それを受講していただく

と。特にそういう節目の年数の先生方にも

積極的に受けていただくように、こちらか

ら御案内をさせていただいているという状

況です。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  ありがとうございます。むちゃくちゃあ

るんですね。若い先生が研修を受けるのか、

中堅の人が今少ないというふうに、そうい

う方を強力な支援をされていくのかと思う

んですけれども、忙しい先生方なので、日

頃から、この研修を含めていろいろと日常

忙しい生徒指導に、学童、それで先生がや

っていけるのかというのが大方のいろいろ

読んでみたらすごい大変な、先生も辞める

人もいてるんじゃないかという、辞める人

も出てくるんじゃないかというようなこと

までが書いてあります。何冊か読んでいた

らそういう懸念がいっぱい出てきているの

で、その辺余り厳しく外部に出て、研修は

先生はしなければならないんだけど、今お

っしゃったいろんな組織の研修があり過ぎ

て、それに先生が精神的にも耐え得るのか

なというふうなところまで追い込まれる部

分もでてくるんじゃないかというふうに思

うんですけれども、その点は、豊能町とし

て、教育委員会としてどのような手だてと

いうか、ふうに考えておられるのか。今聞
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いただけでも相当な負担があるなと思いま

すので、その点はどうですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課、吉澤です。 

  先生、子どもたちに教育をしているので、

やっぱりそれなりにスキルを高めていただ

かないと、子どもたちにとっていろんな意

味で吸収していくものですから、やはり先

生もそれなりに知識とか、技量を高めてい

ただいて、子どもたちにいろんなものを習

得してもらう力をつけていただかないとい

けませんので、やはり研修は必要だと思い

ます。 

  その分学校のほうで校内体制を整えてい

ただいて、その先生が研修を受けやすいよ

うな取組をしていただいております。代わ

りに担任をしていただくとか、授業を教え

ていただくとか、そういう形はとっていた

だいております。 

  その法定研修という節目の年の先生方と

いうのは、最初の初任者と２年目と５年目

と１０年目です。５年目、１０年目はやは

り中堅ですので、今後自分たちがリーダー

となるべき教員としてのスキルも必要にな

ってきますので、できるだけ受けていただ

くことにはなります。大体月に１回あるか

ないかで、あと夏季に、夏休みとか、長い

休みの間に集中してとっていただくという

形をとっておりますので、それほど負担に

はなっていないかと思います。 

  それ以外の先生方も興味がある内容につ

いては、人事協や大阪府の教育センターが

やっている研修内容をお知らせして、受講

していただいているという状況です。その

先生方も自分たちの日々の生活の中、ある

いは授業を持っている分を調整しながら受

けていただいているので、それほど負担に

はなっていないかとは思っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  もともとやはり子どもたちが好きで教育

に携わろうという、そういう気持ちの持ち

主の方たちが先生になっておられると思う

ので、問題は出てこないかと思いますけれ

ども、忙しくなるときもありますね、先生

が。いろんな行事があって。そういうとき

には、今おっしゃったように、助け合いな

がら、ぜひ先生方のメンタル面という面で

はそれは大事なことだと思いますので、先

生が。休むことがないように、やはり配慮

してやっていっていただきたい、これは要

望ですけども、今はそのようなことが起こ

り得るというふうに危機感がよく伝えられ

ておりますので、その点配慮をよろしくお

願いいたします。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 

  では、説明資料の１８６ページで質問を

させていただきます。 

  まず、この１８６ページの小事業名で７

番ですか、スクールサポートスタッフ配置

事業ということで、先ほど説明のときにも

おっしゃっていただいて、シルバー人材セ

ンターにお願いするとおっしゃっていたん

ですかね、その場合、何人ぐらいこのシル

バーの方がこの作業に携わるのか、そのあ

たりもし数とか分かるようであればお願い

いたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 
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  義務教育課、吉澤です。 

  今年度の関わっていただいている状況を

報告させていただきます。 

  １校当たり、放課後２時間から３時間程

度、３名の方を派遣していただいています。

ただし、光風台小学校と吉川中学校につい

ては教室数が多いので、そこは４名入ると

きもあります。 

  ローテーションを組んでいただいて、行

ける日とか、学校に近い地域に住んでいる

方に行っていただいているというふうに聞

いております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ということは、シルバー人材センターの

登録されている方もこんな形でお仕事、簡

単なお仕事かもわからないけども、してい

ただくことができているということなんで

すね、そうしたら。 

○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課、吉澤です。 

  最初は短時間なので、受けていただける

かどうか不安だったんですが、いいですよ

というふうに、事務局のほうで言っていた

だけましたので、募っていただいたらそこ

そこ人数がいらっしゃって、ローテーショ

ンで回していただくことができました。 

  来年度以降もそういう形でちょっと関わ

っていただけたらなと思っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  じゃあ、同じく同じページの次は小事業

８番目ですかね、ＧＩＧＡスクールサポー

ター配置促進事業ということで、金額があ

がってございますが、このスクールサポー

ターの配置人員といいますか、人数といい

ますか、そういったものがあるんですか、

何人とか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課、吉澤です。 

  現在はお二人の方で６小中学校を回って

いただいております。大体週に１回程度と

いう割合で行っていただいています。朝９

時から夕方４時、５時ぐらいまで現場に行

っていただいて、ＩＣＴ機器、それから、

タブレット、そういったものの通信環境か

ら操作方法、それから、授業の取組方の相

談とかにも乗っていただいております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  関連ですか。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ということは、引き続きそのお二人やっ

たっけ、でこの令和４年もやっていくとい

う、そういうふうなことですか、そうした

ら。 

○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課、吉澤です。 

  すみません、ちょっと予算の関係で１人

になるか、２人になるかというのは相手さ

んとの相談次第になるかと思いますが、で

きるだけ学校に来られないという日数を減

らすように、ちゃんと入っていただいて、

タブレット等活用をしやすい環境はつくり

たいなとは思っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 
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  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  秋元です。 

  ２０４ページのユーベルホールの改修工

事のほうをお尋ねします。 

  これは説明があったときに、確か議長の

ほうから、ユーベルの稼働率を出してほし

いという要望があったと思うんですが、実

際私が知っている限り、ユーベルの自主事

業は少ないですわね、貸館は多いと思いま

す、ロビーコンサートもありますけれども。

ちょっとその稼働率をまず教えてください。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  ユーベルホールの稼働率でございますけ

ども、令和２年度、３年度はコロナ禍があ

りましたので、ちょっと令和元年度の実績

のほうを御報告のほうをさせていただきた

いと思います。 

  ユーベルホールの稼働率ですけども、ホ

ールが、令和元年度は稼働率は３５％にな

っております。リハーサル室は７８％とい

うところになっております。稼働率として

はそういうところでございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  リハーサル室の七十何％というのは西公

民館の代わりで使うような位置づけでその

稼働率ですね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  リハーサル室は約１３０平米あります、

西公民館側にあるユーベルの部屋ですので、

そういった公民館の代替えと同じような扱

いになっております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ということは、楽屋１と３、今回の空調

整備なんですけども、ここの稼働率を知り

たいけど。 

  それと、ほかの楽屋２、それから、リハ

ーサル室は過去直したことがあったのかな、

ちょっと全く記憶にないのでお願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  まず、楽屋１の稼働率、令和元年度でご

ざいますけども３７％、楽屋３の稼働率で

ございますけど、令和元年度で２３％にな

っております。 

  楽屋、あるいはリハーサル室の空調です

けども、リハーサル室の空調はちょっと年

数ははっきりしないですが、数年前に直し

ておりますので新しいものとなっておりま

す。楽屋１、２、３については平成５年開

館以来、特に大きな更新をせずに使ってお

ります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  リハーサル室は数年前にやったと。です

よね。楽屋の２というのはまだやっていな

いということやね。このおっしゃっている

楽屋１と３の３７％か、２２％というのは

どう理解したらいいんですか。年間何回と

いうならちょっとぴんとくるんだけど、年

間何時間とか、お願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉でございます。 
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  先ほどホールの稼働率が３５％と申し上

げたのは、ホールは大体使われるときとい

うのは一日通しで使われる、発表会とかが

ありますので、午前だけとかいうのではな

く、全体を通して使われることが多いとい

うところで、利用可能日数に対する利用さ

れた日ということで３５％の稼働率と申し

上げさせていただいたんですけれども、楽

屋１が３７％、楽屋３というのが２３％ぐ

らいの稼働率、これも利用可能日数に対す

る利用日というところになっております。

時間というよりは日数、使われた日で稼働

率を算出しております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  いずれにしてもそれは令和元年ですわね。

そして、去年、一昨年、今年、コロナで使

っていないと。使っていない中でなぜこれ

が、空調の話が出てくるのか、ちょっとこ

の理解ができないですね、お願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  使っていないといいますか、当然コロナ

で利用日数というのは令和元年と比べて減

っております。ただ、今後、コロナが収束

に向かうかどうか、いつから向かうか分か

りませんけれども、実際今の状態でもホー

ルの予約というのは令和４年度で７０件ほ

ど入っております。プラス自主事業も行う

予定なんですけれども、そういったところ

で、楽屋２の空調はまだ稼働しております。

ただ、同じ時期、平成５年度に入れており

ますので、いつ潰れてもおかしくない状態

であるんですけれども、稼働はしておりま

す。楽屋１と３が壊れてるというところで、

ユーベルホールというのは当然コンサート

をやる施設ですので、遮音性、防音性が非

常に高いというところがあります。それを

裏返せば換気機能というのが施設の種類と

してはさほど高くないというところで、換

気機能が、特に楽屋１なんかは換気機能が、

窓がありませんので空調を更新することに

よって換気機能も保てるというところで予

算を計上させていただきました。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  コンサートって舞台のコンサートをおっ

しゃっていますか、今、７０件、ロビーコ

ンサートじゃなくて。舞台を使っているの

は余り見ないけど、ロビーは確かにいろい

ろ入ってきますよね、年間７０件あるなと

思うけど、今は大舞台の話をしていたのか

な、７０件は、ちょっとお尋ねします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  先ほど７０件と申しましたのは、ホール、

舞台の予約が７０件になります。ロビーと

いうのはロビーコンサートが主ですけども、

ロビーコンサートを含めたもので２０件の

予約といいますか、使う予定があるという

ことになっております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ユーベル、じゃあ、月５回、あの舞台を

使った何かしらのイベントはやっているん

ですね。年間７０は間違いないですよね。

やっているのかな。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 
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  正確には７１件なんですけど、ホールの

予約というのが、令和４年度、一般の方の、

内訳をいいますと、一般の方の貸館の予約

が３１件、オオサカン、これはオオサカン

のレコーディングとか、コンサートも含め

てですけども１５件、それで、自主事業で

２１件、その他町関係で使われることが４

件ということで計７１件ということで予約

はいただいております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ユーベルは前から閉鎖するかどうか、閉

鎖しても大きな問題ですけども、ずっとそ

ういうことが課題になっていますね、今、

今回だって3,８５１万円、大きなお金を使

って、昔に比べたら随分本当に町の中の努

力はすごいと思います。でも、やっぱり3,

８００万円かかるわけですよね。ここで、

またこの投資をして、この先どうするかま

だ分かっていない。そういった中でこの金

額をかけるのは果たしてどうかなと正直思

うんですよね。今、コロナでここ２年使わ

れなくなってもここでやるということは、

夏場に利用する人がやっぱり多いんだろう

か。できるなら、もう本当に利用する人た

ちにそういった住民努力もしてもらうべき

じゃないかなと。こういうふうに夏に使う

のは非常に空調が厳しいと、それを十分承

知でしていただけるならどうぞと。新たに

ここにまた投資をかけていくというのはど

うも腑に落ちない。町ではっきり方針が分

かっているならいいですよ、これ。このあ

たりお答え願いますか、もう１年、２年待

つことができるんじゃないかなということ

も含めてお願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  確かにユーベルホールが今後いつまで続

くのかというところも公共施設再編では議

論されております。５００万円超える金額、

高い金額でございますので、ではあるんで

すけども、私ども、令和４年度、ユーベル

ホール開館し、維持、運営するということ

で経常の予算のほうもあげさせていただい

ています。そういったところでユーベルホ

ールの予約も入って、貸館も御利用いただ

く予定となっておりまして、やはり夏場、

秋元委員おっしゃるように夏場、利用者の

方、体調を壊される、それがないように御

利用いただくということをまず第一の目的

と考えております。たとえ利用者の方に楽

屋の空調が利かない、それでもお使いにな

りますかと、お使いいただくこともできる

のはできると思うんだけど、それで万が一

のことがありましたら、それはもう利用者

の自己責任と言ってしまえるのかどうかと

いうところもあります。そういったところ

で空調改修のほうをあげさせていただきま

した。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  冷風機、扇風機かな、冷風機かな、ああ

いったことでもまだ対応できることだし、

やっぱりそういうことも含めて、ユーベル

がどういう状況か、やっぱり利用する人に

分かってもらわなくちゃいけない。いつま

でたっても未来永劫あるかと思っている住

民もいるかもしれないし、閉鎖するとなっ

たら、やれ反対だとやってくる。そういう

以前、やっぱりもう本当に超厳しいんだと

いうことは、その姿勢として、苦しいけど

も、扇風機なり、冷風機を使って、ここま

で住民の方には何とかお願いをしています

というふうな、そういうふうな取組が必要
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じゃないかなと、意見ですけど、思ってい

ます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  答弁はよろしいでしょうか、意見で。 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  夏場の暑い時期、冷風機、扇風機という

ところで、実は一昨年に西公民館の大会議

室が真夏に壊れてしまいまして、その際、

予算計上、補正させていただいて、工事、

入札を行ったんですけど、その間、スポッ

トクーラーを２台ほど大きなやつを入れた

んですけど、それが町の備品としてあった

ものを入れたんですけども、スポットクー

ラーというのは空気を冷やすだけではなく、

単に風を送るだけ、ほとんど扇風機と一緒

なんですけれども、風が当たっているとこ

ろは風を感じるというのは変な言い方です

けど、あれなんですけども、それ以外の広

い空間ですと、風がこないと何も空気が、

温度が下がるわけでもありませんので、や

はりちょっと使いづらかったというところ

で、西公の大会議室の場合は窓がたくさん

ありますので、そこを全開にして御利用い

ただいていたということがあるんですけれ

ども、ユーベルのほうは楽屋、窓がない部

屋もあります。あっても窓の面積が狭かっ

たりということで、こういった予算をあげ

させていただいております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  楽屋１は、多分窓はなかったですね、密

室、密室と言ってはいけないかもしれない。

だけど、それだったら夏場はこういう状況

だから閉館するとか、そのぐらい厳しい措

置を取らないと私はやっていけないと思っ

ています。それは大変だと。それはそうで

すよ、西公民館だってそうだったから。だ

けども、使いたいという人が来ていたわけ

ですから。そういった意味でやっぱり予算

をあげるのも、だって、今回すごい皆さん

苦労したわけでしょう、１０％カットかな、

５％カットかな、そういうことも含めて、

私はちょっとぜひぜひ考えていただきたい

と思っていますので。答弁はいいです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑はございますか。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  関連の質問になりますが、令和４年度で

舞台を使われる方、７０件、７１件かな、

そのような先ほど説明がございましたけど

も、まず、エアコン、夏は暑いからエアコ

ンをつけるという、あのエアコンを稼働さ

せる時期というのは何月から何月みたいな、

何かそういう規定があるのかな、あったよ

うな、なかったような、ちょっと気がしま

すが、あれはありましたかね、何月から何

月までみたいなのは。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  何月から何月つけるというよりも、冷暖

房の切替え、これが５月と１１月、５月に

切り替えて冷房を入れる、１１月に切り替

えて暖房を入れると、年２回、そういった

空調の切替えをしております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ということは、冷房という意味合いでは

６か月かな。何か月ですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 
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○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  半年、半年になりますので、実質冷房と

して使うのは６か月ということになろうか

と思います。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  その時期で本当に冷房を入れなくてはな

らないというふうになってくると、もう少

し限られてくるのかなと思うんですけども、

そういうふうな時期的なものを考えてくる

と、この７１件、令和４年度に使われる予

定の方がいらっしゃいますけども、その冷

房を絶対入れなあかんような時期にかかっ

てくる件数というのは分かるんですか、あ

る程度。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  例えば７１件と、年間７１件の予約、現

時点ですのでこれからまた入ってくる可能

性はあるんですけれども、現時点で、例え

ば６月から９月ごろ、暑い時期ですね、そ

この件数でいいますと約２８件ぐらいが６

月から９月の間に予約が入っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  その６から９月のエアコンは必ず必要で

あろうというそういう時期が２８件、お客

さんが予約が入っているということですけ

ども、その方たちがこのホールは使う、舞

台を使うということは当然楽屋も使うんだ

ろうけども、当然その楽屋、全て使われる

というふうなことになるんですかね、予定

では。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  楽屋の、例えば３つありますので、１室

利用か、２室利用か、全室利用かというと

ころなんですけれども、パーセンテージで

いいますと、令和元年度で、全て楽屋を使

われたうち、約３３％が１室のみの利用、

これは多いのは１室のみの利用。これは主

には楽屋１は１階にありますので、楽屋１

が多かったということで３３％が１室利用、

２室利用が全体の１４％ぐらいになってお

ります。全室利用というのが約５２％とい

うことで、楽屋利用の半分強は３室とも御

利用ということになっております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  これはいつ壊れたんですか。それと、リ

ハーサル室ありますよね、楽屋の代わりに

リハーサル室の代用はできないのでしょう

か。楽屋というのは着替えたり、休憩した

りする場所ですよね。私も日本舞踊、あそ

こで何遍も利用させてもらっていますが、

人数が多かったらリハーサル室に机とか、

鏡とか置いてしているんですけど、そうい

うい対応、代替えということでしばらくで

きないんでしょうか。 

  それと、初めにいつからこの故障が分か

っていたのか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉でございます。 

  故障が判明したのは昨年暮れ、１２月頃

になってでございます。当然故障したので

補正という考え方もあったのか、なかった
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のかですけど、冬場ストーブである程度は

対応していただいていたので、当初予算で

あげさせていただきました。 

  もう一つ、才脇委員御質問のリハーサル

室を楽屋として使えないかというところで、

私もリハーサル室は広いですので、空調も

最近のものです。ただ、一番最初申し上げ

ました、リハーサル室の稼働率も８割近く

ある、７８％あるというところがあります。

既に優先予約なんかも入っておるというと

ころで、今回ちょっと空調の改修工事とい

うことであげさせていただきました。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  稼働率って、同時に入るということです

か。リハーサル室とホールを同時に入るこ

とがあるんですか、そういう意味ですよね、

今。いますか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  ホールの御利用とは別に、リハーサル室

のみを使われる方といいますか、リハーサ

ル室が、令和元年度でいいますと、利用可

能日数が２９０日あったうち８割近くはも

う御利用が入っておられるということで、

比較的施設としての利用が高いと、部屋と

しての利用が高いということでございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  それをそのときにはちょっと予約をとら

ないようにすることはできるんじゃないで

しょうか。リハーサル室、例えばどういう

こと、太鼓とかですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  リハーサル室で防音の部屋になっていま

すので、代替え設備というか、例えば公民

館で代替えとかでできない活動もされてお

られます。おっしゃるとおり、太鼓とか、

あるいは吹奏楽の練習であったりとかとい

うところで、そういった使われ方、ほかの

施設で西公民館の代替えしてくださいとい

うのがなかなか言えない活動をされておら

れます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  大体ホールを使うのは日曜日、祝日だと

思うんですね。それの７０日、７１日。何

ぼでも代替えで使えると思うんですけど、

努力すれば。太鼓の教室とか吹奏楽は日曜

日にしはるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  太鼓の練習が何曜日やっているかという

ところは細かい資料は持ってはおらないん

ですけれども、なかなか既に優先予約が入

っているところで、リハーサル室を代替え

設備として使わずに、改修予算としてあげ

させていただいておるというところでござ

います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  要するにこういうことが分かればいいん

かなと私は思うんやけども、舞台を使われ

るお客さんがいわゆる舞台とか、楽屋とか

を使われるけれども、リハーサル室は空い

ているから、同じ舞台を使われるお客さん

の使用する時間帯にリハーサルを別な団体
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さんが太鼓か何か知らんけど、そんなので

使いはるというふうなことがあるのかどう

なのか、そのあたりはどうでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  ホールのほうを使われるとき、ホールが

１階というかありまして、リハーサル室は

３階とちょっと離れております。防音設備

も、部屋として防音機能は果たしておりま

すので、それぞれで実際使われることが全

くないというわけではありません。がっち

ゃんこするというか、一緒に同じ時期に入

ってしまうことも内容によってはあるかと

は思います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  私も約２０年間ぐらい一般の団体でコー

ラスをやってきたことがございまして、い

ろんなアゼリアホールとか、プリズムホー

ルとか、いろんなところで演奏会をやって

きましたけれども、やはり舞台とは別にリ

ハーサル室というところでも音出し、声出

し、そういったことも当然やってきたとい

うふうに、私はそういうふうな経験上から

のお話になりますが、通常舞台で演奏会な

どをされるようなところは普通リハーサル

室はセットで使われるという、私はそうい

うふうな意識があるので今言わせてもらっ

ているんですけども、そういうふうな使わ

れ方をするのであれば、先ほどの才脇委員

の話じゃないけども、リハーサル室そのも

のは声出しとかに使う場所ではあるけれど

も、そういうところを一部楽屋として荷物

置き場とか、ような形に、要は楽屋の３と

か、１とか使えない分、そういうふうな使

い方もできるのではないかというのを、多

分そういうことを才脇委員は言いたかった

んじゃないかなと私はそういうふうに思っ

たんやけども、どんなものでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  おっしゃるとおり、ホールを使われると

き、当然楽屋も使うけれども、リハーサル

室が空いているのであれば、そちらで代用

ということなんですけれども、今現在、リ

ハーサル室、約３０平米あるんですけれど

も、特段、例えば通常の楽屋１から３に置

いてあるような鏡の設備であったり、着替

えのスペースであったりとかいうのは特段

設けていない、リハーサル室は広場みたい

な感じになっていますので、そういったと

ころで、楽屋機能がある現在の楽屋で御利

用いただけたらということで考えておりま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  確かに鏡があるやないやとかいう、そう

いう部分はあるのかもしれませんけども、

いずれにしましても、こういうリハーサル

室を一部楽屋機能として使用していただく、

そういうふうな方式ももしかしたら考えら

れるかもしれないし、また、もう一つは、

ちょうどこのユーベルホールと隣接して西

公民館も当然ありますので、もしかして、

西公民館のいっぱい部屋がございますけど

も、そのような部屋がもしも空いているよ

うであれば、この楽屋１や楽屋３の代わり

をする部屋として西公民館の空き部屋、そ

ういうところをある意味楽屋、鏡があるか

どうか知りませんけども、そういうふうな

使い方ももしかしたらできて、それやった

ら何とかうまく丸くおさまるのかなみたい
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なことも思うんですけども、いかがでしょ

うか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。 

  中川委員おっしゃるとおり、部屋の調整

がつけばと、西公民館の空き部屋等がつけ

ばということではあります。実際ホールを

使われるときに西公民館の会議室が全部埋

まっているかといわれると、必ずしもそう

はないと思います。ただ、どの時間帯で使

われるかというのもありますし、先ほど言

いました、西公民館は普通の会議室が多ご

ざいますので、単に机、椅子があるだけと、

待機していただく部屋になっちゃう可能性

があるんですけども、そういったところで、

すみません、エアコンのほうは改修費用を

あげさせていただいた次第なんですけども、

そういったところ、西公民館との部屋との

調整がスムーズにいくかというところが問

題かと思っております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  管野議長。 

○議長（管野英美子君） 

  管野です。 

  この議論は公共施設再編の結論が出てい

ないからこういうことになっていると思う

し、今寺倉課長が精いっぱいやってくれは

ったと思うんです。図面も見せてもらった

し、約束の稼働率もちゃんと教えてもらっ

て、現状も全部答えはったんで、もうこれ

以上、寺倉課長に言うのはちょっと気の毒

かなと思うんですが、全く空調をやらない

というわけじゃなくて、１２月に結論が出

そうだということで、１年、２年待っても

らったらどうかということだと思うんです

が、町長、いかがですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  おっしゃるとおり、公共施設再編計画と

いうところをスタートさせながら、この議

論をさせていただいています。併せて同時

にユーベルホールの活性化というところも

含めて検討もしていただいているというと

ころで、今回予算をあげさせていただいた。

今回の議長のほうのおっしゃる内容からす

ると、いわゆる１年、２年延ばしたらどう

かという御提案があったというところです

けれども、我々として利用者の利便性とい

うところで今回予算をあげさせていただい

たというところでございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  管野議長、よろしいですか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  ユーベルホールからちょっと離れます。 

  １９４ページ、説明資料のところです、

予算書は１３０ページです。 

  小事業名の４番、児童虐待防止の対策録

音機等の機器購入事業ですね。この虐待と

いうのはすごく危機感を感じますので、そ

ういう意味でこの録音機というんですか、

これを購入ということになったと思うんで

すが、実際こういう事例がこれまでにどの

程度発生していたのか、お聞きしたいと思

います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  現在、私どもが所管しております要保護

児童対策協議会で記録といいますか、台帳

で管理させていただいている子どもさんは

３６名いらっしゃいます。その方に対して

いろいろ対応させていただいております。 

  以上です。 
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○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  なかなか大変だなと思いますけれども、

この点はこの機器購入で乗り越えられると

いうことであればぜひとも頑張っていただ

きたいと思います。 

  これに対応するというのはどなたがされ

るんですか。こういう受付ではなく、ただ、

機器で聞くんですか、これは、どういう格

好になるんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  現在はこども育成課に１名、主に主担と

いうことでおります。その相談等がありま

したら、その者がおれば対応させていただ

きますが、今回録音できる機械といいます

のは、必要に応じて記録を残すことがあり

ます。今までは申出等があったのを後メモ

で控えながら、それをワード等のソフトを

使って文章化をして残しておりました。こ

の機械を導入すれば録音もできますし、そ

こからパソコン等の処理を経て文章化でき

るというふうになっておりますので、その

ような対応をさせていただきたいと思って

おります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  ありがとうございます。文章化してそれ

をどのように活かすかというところですけ

れども、どう活かされるということになり

ますか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  竹内こども育成課長。 

○こども育成課長（竹内弘明君） 

  こども育成課の竹内です。 

  まずは記録を残すことになります。それ

で、児童虐待というふうになっていきまし

て、あと今後、それをその子どもさんなり、

対象になる方の見守り、いろいろ支援等を

していきます。その過程も全て記録に残し

ます。それで、支援が終了するようないい

状況になればそこで一旦終わるんですけれ

ども、あと町外に転出される場合等もあり

ます。逆に来られる場合もあります。そう

いう際は今までそこの役所なりで対応した

記録というのをつぎのところへお渡しした

り、または転入される場合はいただいたり

します。そういうときに正しく記録として

残しておく必要がありますので、このよう

な機械の購入を考えさせていただきました。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  分かりました、ありがとうございます。

ぜひこれが活かせて、虐待のことが撲滅と

いうか、なくなるようにできたらいいと思

います。 

  次にいきますけれども、１７４ページで

す、説明資料の１７４ページ、東能勢違う

わ、光風台小学校の給食室のこと。 

○委員長（寺脇直子君） 

  光風台小学校は１７６ページに書いてい

ますけど。 

○委員（高尾靖子君） 

  そうですね、光風台小学校のことなんで

すけど、ここが。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員、説明資料の１７６ページの光

風台小学校の運営事業のことでよろしいで

しょうか、１７６ページ、そこのことをお

っしゃっているのか。 

  ここで暫時休憩をとります。再開は３時
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とします。 

（午後 ２時４２分 休憩） 

（午後 ３時００分 再開） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

  先ほど中断の高尾委員の説明資料の１７

４ページのところの質疑から始めます。 

○委員（高尾靖子君） 

  すみません、今委員長がおっしゃった１

７４ページ、説明資料、予算書は１３２ペ

ージです。ごめんなさい、違うんです、東

能勢のほうの給食室。よろしいでしょうか。 

  東能勢小学校の運営事業ということでお

聞きするんですが、給食室は現在使われて

いるということをまず確認したいと思いま

す、安全に使われているということかどう

か。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江です。 

  現在も東能勢小学校、給食室は稼働して

おりますので、点検もやっておりますので、

安全に使用しているという認識でおります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  以前、これからまだ小中一貫教育で私ち

ょっと質問してきたんですけど、給食調理

室を小中一貫教育になっても東のほうでは

使えるんじゃないかということを聞いてき

たんですけど、老朽化しているというよう

なちらっと聞いたかと思うんですが、その

点はいかがですか、まだまだ何年かもつと

いうような確証がありますか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江です。 

  東能勢小学校の給食室はもう建てて大分

年数がたっております。なので設備もそう

ですけど、もう古い設備が多いです。すみ

ません、給食棟は平成４年に建築しており

ますので、もう約３０年ほど経過する施設

でございます。なので、改修とかが本来で

あれば必要な時期に来ているという状況で

ございます。ですが、学校再編が令和８年

４月までには終わる予定をしておりますの

で、そこまでは何とか使用できるようには

使っていきたいという思いでございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  令和８年度まで安全にもたすという方向

なんですね。何か不良なことが起きました

ら、改修はやっぱりしなければならないと

いうほうにも考えておられるかどうか、お

聞きしたい。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江です。 

  令和７年度までは給食棟は使用して給食

調理をしていきますので、その維持ができ

るのに必要な修繕とか、あるいはちょっと

した工事とかがありましたらそれはやって

いかないといけないと思っております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 
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  要望でしかないですけど、小中一貫教育

では自校方式の給食室をぜひ設置していた

だきたいというのは、これは念願でござい

ますが、国からやはり予算を取るぐらいの

ことで頑張ってほしいと思います。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  要望ですね。 

  次、質疑はございますか。 

  もうなければもう終結して。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  すみません。中川です。 

  説明資料１７９ページをお願いいたしま

す。 

  小事業名、ナンバー２の小学校施設整備

事業ということで、東能勢中学校のエレベ

ーターの修繕工事ということで１８５万6,

０００円を計上していただいていますけれ

ども、これは部品交換とか言ってはったの

かな、もう少しエレベーターの何がどない

悪いから何を交換せなあかんみたいな、そ

んなような説明をしていただけますか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  このエレベーターは施設、南館が設置さ

れた、整備した平成１８年建築でございま

すので、約１５年ほどもう経過している施

設でございます。毎年点検はしておるんで

すが、特に、ロープ、エレベーターですか

らかごを動かすワイヤーロープというんで

すか、ローブが摩耗している、あるいは速

度を調整する機器ですね、も経年劣化で交

換する時期でございます。あとエレベータ

ーの開閉装置ベルト、エレベーターの多分

出入口を動かす、稼働させるベルトだと思

うんですけど、それの交換、あるいはイン

ターホンバッテリーの交換、あるいは主要

回路のコンデンサーの交換とか、あとはロ

ープと滑車というんですか、プーリーとい

うんですけど、それの摩滅を経年劣化でし

ておりますのでその交換などなど指摘され

ておりますので、その辺の交換をしていき

たいということを予定しております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ということはかなりもう傷んでるみたい

なちょっと認識を持ったんです。ちょうど

同じようにエレベーターの修繕ということ

で、保健センターも昨日そんな話があって

聞かせてもらったんやけど、向こうもいい

っぱいいっぱいやらなあかんことがあるけ

ど、最小限これにしますみたいな費用をあ

げておられましたけども、東能勢中学校の

場合は実際このエレベーターというのは修

繕しても次また令和８年以降でも当然使っ

て行かれる設備なのかなと思うので必要な

ことはやらなあかんのかなと思いますが、

そういった意味で、今回このワイヤーの摩

耗とか、そういったものを一切合財１８５

万6,０００円をかけてやっておけば、今後、

令和８年以降もそんなに大きな修繕をする

必要はないだろうみたいな、そんなふうな

感覚でよろしいんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江です。 

  今回、稼働する部分の主な設備の修繕と

いうか、取替えをしております。当然令和

８年度以降も大きな、今のところは改修工

事はせずにそのまま使用していけるという
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形で考えております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

  すみません、まず、説明資料１６９ペー

ジなんですけども、３番のコロナウイルス

感染症対策備品の購入ということなんです

が、細かいところまで要らない、ざっくり

でいいんですけど、何を購入する予定にな

っているのか、お願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江でございます。 

  まず、この事業ですが、目的の一つは感

染症の防止対策、例えば空気清浄機であり

ますとか、あるいは温度計ですね、検温す

る機械など、そういう感染防止に係る備品

の購入が一つ、もう一つは、学習保障とい

いまして、これは例えばコロナ対策で教材

のソフトの例えば購入でありますとか、遠

隔学習する上での必要な備品であります。

そのようなものを想定しておるんですが、

ここは各学校の実情に合わせて校長の要望

も踏まえて購入していくというような規定

がございますので、もし予算を認めていた

だきましたら、各学校にこの２つの目的に

合う備品等の要求をしていただくというこ

とで、あと補助の目的にそれが合うかどう

かはこちらが府と協議しながら判断をして、

それで買っていきたいと思っております。

今言いましたのは一例でございまして、学

校が今何が必要だというのはちょっと来年

度の校長さんと協議をしながらという形で

予定をしております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

  ありがとうございます。 

  続きまして、１７２ページ、奨学金の貸

与についてですけれども、これは町独自の

事業なのか、それとも府の分なのか、その

点をお願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江です。 

  これは町独自の施策です。貸付金は、高

校生でしたら月額１万2,０００円、大学生

でしたら月額２万5,０００円の貸付けを就

学中に貸し付けるということでございます

ので、これは国の補助とかは受けない、町

単独の施策、事業でございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

  ということは、去年にも予算が一応つい

ているわけですよね。それで、今年予算が

１３０万円ほど減っているんですけど、こ

れは借りる方がいない、いないというか、

少ないから減らしているのか、それとも一

体どういう理由で減っているのでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江です。 

  これは、池田委員がおっしゃったように、

貸付け実績を踏まえて、新規の貸付けの方

もちょっと今は減っています。ですが、そ

の内容を見ながら、予算の編成も厳しいと

いうことで、それに合わせて若干貸付けの
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予定人数を予算上は減らしております。人

数にしましたら、継続の貸付けも中にはあ

るんですけど、全部で新規も含めて１４名

程度で今見積もっています、大学生、高校

生等を含めまして。去年は２０人程度で見

積もっておりました。当然貸付けが終わる

方もいらっしゃいます。そういう面も含め

て減が出ているという状況でございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

  これは、町としては借りてもらいたいの

か、それとも別にどっちでもいいのかとい

ったら変ですけど、借りてもらわないほう

がいいのか、この予算案が出てからちょっ

と調べさせてもらったんですけど、豊能町

のホームページはどこでもこの件について

載っていないような気がするんですけど、

一体どういうふうに周知しているのかとい

うところも含めて回答をお願いします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  入江こども未来部理事。 

○こども未来部理事兼教育総務課長（入江太

志君） 

  こども未来部、入江です。 

  これにつきましては、ホームページは載

せていないんですが、町報で必ず毎年掲載

させていただいております。今後またホー

ムページでも掲載は予定しております。ま

た、学校にもその辺の周知はしている状況

でございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

  すみません、もう一つ最後なんですけれ

ども、１８６ページの学力調査事業につい

てなんですけど、対象人数が増えたので予

算が上がっているということなんですけど、

この内容を読ませてもらうと、調査を実施

した上で、学力並びに体力もなのか分から

ないですけど、向上を図るためにというこ

となんですけど、これは実際実施されて、

その結果を基に何かしたというのが見えな

いんですが、この辺はどういうふうになっ

ているのか、お答え願えますでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  吉澤義務教育課長。 

○義務教育課長（吉澤 亘君） 

  義務教育課、吉澤です。 

  今年度に関しましては、各学校のほうで

その結果を基に補習的な課題を与えていた

だくように指導はしております。このテス

トの結果によって、一人一人の子どもさん

の弱点といいますか、弱いところの課題を

出せるような仕組みになった今回のこの調

査になっておりまして、それぞれの学校の

ほうの各クラスで一人一人に合わせてそう

いう課題を出してもらうように指示してお

ります。それを夏休みとか、長期休暇のと

きにしていただくように今年度については

お願いをしました。来年度以降は経年でそ

の子どもさんの成績のほうを見ていきまし

て、一人一人がどういうところが弱くて、

どういうところが補強が必要なのかという

のは学習面でできますし、体力テストも行

っていきますので、そこで子どもさん、あ

るいは学年で見て、どういうところの部分

が弱いか、例えば走ることが弱いのか、投

げることなのか、それとも、全身を使うよ

うな運動に対してなのか、そういったとこ

ろを分析してもらいます。 

  令和４年度、増額している分は、先ほど

も人数の関係も言いましたが、その分析内

容がもうちょっと詳しく出るようなものは

ないのかなというふうに現場の先生からも



 

64 

言われましたので、その辺もう少し詳しく

分析できるような仕組みを入れようと考え

ておりまして、その分の費用が若干増えて

おります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  ほかに質疑はございませんか。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  説明資料の２０３ページをお願いいたし

ます。 

  図書館関連の事業ですが、その中の小事

業のナンバー２、図書館施設維持修繕事業

ということで、もともと説明のときには事

業概要の中からつり天井の改修はありませ

んということで説明がございました。結局

何をやるんやといったら敷地内の高木の管

理と、あと敷地内の通路の修繕とございま

すが、この高木はどんな状況で何本ぐらい

管理をやらなあかんのか。 

  あと、通路の修繕とありますが、場所的

異なものと、あとその通路の距離といいま

すか、そういったものも何か分かる範囲で

答えていただきたく思います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉でございます。 

  まず、敷地内の支障木の管理ということ

で、支障木の伐採なんですけれども、図書

館とユーベルの間、図書館の敷地内ののり

面といいますか、あります。そこに大体六、

七メートルぐらいの高木がございます。そ

のうち１２本を伐採する予定でございます。 

  それで、もう一つの敷地内の通路の修繕、

これも図書館とユーベルの間に階段、細い

通路といいますか、あります。それがかつ

ての地震の影響だと思うんですけれども、

一番階段の上のところ、下がもう土が盛り

上がってしまって、れんががかなり崩れて

いると。その階段のサイドの壁にもひびが

入っていて、ちょっと危険な状態ですので、

そこの土台基礎をやり直して、れんがを敷

設して利用者の方がつまずいたり、そうい

ったことがないようにさせていただくもの

でございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  そうしましたら、高木管理ということで、

高木１２本を伐採しますということと、あ

と階段の修繕をしますということで、それ

ぞれ金額的にはどれくらいを考えておられ

るのでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉でございます。 

  高木の支障木の伐採で７３万7,０００円、

通路土間の修繕で２３万1,０００円を計上

しております。 

  以上でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいでしょうか。 

  ほかに質疑はございませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  ないようですので、ここで暫時休憩をと

ります。 

  寺倉生涯学習課長。 

○生涯学習課長（寺倉義浩君） 

  生涯学習課、寺倉です。申し訳ございま

せん。 

  冒頭で中川委員から御質問のあった、中

央公民館のタイル、２９６万円の内訳、御

回答が遅くなり、申し訳ございません。 
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  ２９６万円の内訳としまして、ネットと

か、あるいはアンカーボルトなんかの資材

費が約７５万円、工事の施工費が１１１万

円、工事ですので共通経費、現場管理費と

か、共通一般管理が８２万円、残り消費税

が２７万円ということで合計２９６万円で

計上させていただいております。 

  以上でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、ここで暫時休憩をとります。

再開は放送をもってお知らせをします。 

（午後 ３時１９分 休憩） 

（午後 ４時００分 再開） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  秋元です。 

  第１７号議案につきまして、私と中川委

員、池田委員の３人で修正動議を提出いた

します。 

  よろしくお願いいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ただいま秋元委員より、第１７号議案の

修正案を提出したい旨の動議がございまし

た。修正案を配付するため、ここで暫時休

憩いたします。 

（午後 ４時００分 休憩） 

（午後 ４時０１分 再開） 

○委員長（寺脇直子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  秋元委員ほか２名より、第１７号議案に

対する修正案が提出されました。 

  本修正案について、提出者からの説明を

求めます。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  修正案につきましては、ユーベルホール

の空調の工事でございます。 

  １４５ページの中ほどに書いています５

２６万7,０００円について削除したいと思

います。 

  よりまして、この結果、ユーベルホール

の管理事業が3,８５１万円、上の調整基金

が出ていますので、これに関しましても６

億９０２万8,０００円、また、その先にい

きまして、２４ページに飛んで申し訳ござ

いませんけども、繰入金、それから、その

下の繰入れの合計、こういった金額が変わ

ってまいります。 

  歳入歳出合計、６９億2,６７３万3,００

０円となります。よろしくお願いいたしま

す。 

  理由ですけれども、この予算の中には、

公共施設再編計画の対象になっているユー

ベルホールとか、シートス、中央公民館が

入っています。ユーベルホールに関しまし

ては、現在の利用率、そういったことから

町のほうの努力、住民に対していろいろな

意味で協力をお願いしたいという形で、扇

風機ですとか、それから、冷風機、あるい

はリハーサルの利用を考えていただくなど、

何らかの対策をした上で、やはりもう一遍

考えていただきたいということです。 

  そして、シートスも同じような再編計画

の対象になっているんですが、こちらに関

しましては、コロナ対策ということで行政

の努力が感じられましたので、あえて反対

はいたしません。 

  それから、また中央公民館につきまして

は、それを全面的に負うかどうかは私自身

ちょっと納得しかねるものがありますけれ

ども、これらにつきましても再度、見直し

ていただきたいと要望だけに終わらせてい

ただきまして、ユーベルに関しましては今

回のように５２７万円かな、につきまして

は削除とさせていただきます。 
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  以上、よろしくお願いいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ただいま説明のありました、第１７号議

案に対する修正案について質疑はございま

すか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  ないようですので、質疑を終結します。 

  それでは、第１７号議案の修正案の討論

と原案の討論を一括で行います。 

  反対の方の討論から行います。よろしい

ですか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  討論がないようですので、討論を終結し

ます。 

  これより、第１７号議案に対する修正案

について採決いたします。 

  第１７号議案に対する修正案に賛成の方

は挙手を願います。 

（多数挙手３：２） 

○委員長（寺脇直子君） 

  挙手多数であります。 

  よって、第１７号議案に対する修正案は

可決されました。 

  それでは、修正可決した部分を除く原案

について採決いたします。 

  第１７号議案、令和４年度豊能町一般会

計予算の修正可決した部分を除く部分を原

案のとおり決することに賛成の方は挙手を

願います。 

（多数挙手４：１） 

○委員長（寺脇直子君） 

  挙手多数であります。 

  よって、修正可決した部分を除く部分は

原案のとおり可決されました。 

  それでは、暫時休憩します。担当部長の

入替えのため、暫時休憩します。 

（午後 ４時０７分 休憩） 

（午後 ４時０８分 再開） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

  次に、第１８号議案、令和４年度豊能町

国民健康保険特別会計事業勘定予算の件を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  それでは、第１８号議案、令和４年度豊

能町国民健康保険特別会計事業勘定予算の

件につきまして、提案理由の説明を申し上

げます。 

  予算書の１６９ページを御覧ください。

予算説明資料は２１５ページから２１６ペ

ージになります。 

  予算書の１６９ページ、第１条としまし

て、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞ

れ２８億2,８８２万7,０００円と定めるも

のでございます。 

  第２条は、地方自治法第２３５条の３第

２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は２億円と定めるものでございます。 

  第３条につきましては、地方自治法第２

２０条第２項ただし書の規定により、歳出

予算の各項の経費の金額を流用することが

できるものにつきまして定めたものでござ

います。 

  それでは、内容につきまして、歳出から

主なものにつきまして説明いたします。 

  予算書の１８７ページをお開きください。 

  予算説明資料が２１５ページから２１６

ページが該当部分でございます。 

  予算書の１８７ページから１８８ページ

にかけまして、款１・総務費、項１・総務

管理費の2,６２４万8,０００円は、職員人

件費と事業運営にかかる事業費、大阪府国
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保連合会との電算処理に要する経費、及び

同連合会への負担金でございます。 

  次の項２・徴収費１６８万円ですが、保

険料の賦課徴収事務にかかる経費でござい

ます。 

  １９０ページを御覧ください。 

  款２・保険給付費、項１・療養諸費の１

７億６３万円は、令和３年度の医療費の状

況などを勘案し、対前年度比4.２％増の予

算を計上しております。 

  １９１ページの項２・高額療養費２億2,

５２９万5,０００円は、前年度比１1.４％

の増となり、令和３年度の医療費の状況を

勘案し、予算計上しております。 

  １９５ページをお開きください。 

  １９５ページから１９７ページまでの款

３・国民健康保険事業費納付金は、大阪府

が決定した標準保険料率により、本町に割

り当てられた納付金で、大阪府に納めるた

めのものでございます。金額が７億4,７０

３万5,０００円となり、昨年より５２７万8,

０００円の増額としております。 

  １９８ページの款５・保険事業費、項

１・特定健康診査等事業費でございますが、

これは、医療保険者に義務づけられており

ます、生活習慣病予防に対する特定健診と

保健指導にかかる費用でございます。令和

３年度は補正予算により実施しました重症

化予防や未受診者対策などの事業を含め3,

５３７万1,０００円を計上しております。 

  ２０２ページを御覧ください。 

  款８・諸支出金、項２・繰出金の1,５０

６万円でございますが、国保診療所施設勘

定特別会計への繰出金で、特別調整交付金

として国より交付される額を繰り出しする

ものでございます。 

  歳出は以上でございます。 

  続きまして、歳入の主なものについて説

明させていただきます。 

  予算書のほうで１７９ページをお開きく

ださい。 

  款１・国民健康保険料ですが、５億7,８

９１万5,０００円を計上しております。 

  現在、本町独自の激変緩和措置を行って

おり、令和６年度の保険料統一に向けて段

階的に標準保険料率に近づけていくよう、

改定いたします。 

  １８２ページの款５・府支出金、項１・

府補助金の１９億9,５２３万7,０００円で

ございますが、保険給付費等に対しての交

付金でございます。 

  １８３ページの款６・繰入金、項１・他

会計繰入金、目１・一般会計繰入金１億7,

０７５万6,０００円でございますが、保険

基盤安定繰入金や地方交付税に算入される

分等を一般会計から繰り入れするものでご

ざいます。 

  １８４ページの項２・基金繰入金、目

１・国民健康保険事業財政調整基金繰入金1,

０００万円につきましては、先ほど申し上

げました本町独自の保険料激変緩和に用い

るものでございます。 

  説明は以上でございます。御審査いただ

き、御決定賜りますよう、よろしくお願い

いたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  これより、本件に対する質疑を行います。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 

  予算説明資料２１６ページをお願いいた

します。 

  この２１６ページ、小事業の番号でいき

ますと１８番ですね、国民健康保険特定健

康診査等事業、先ほど課長さんのほうから

説明もございましたけれども、令和３年と

比較して、結構額がアップしているんです

けども、これはどういった要因というふう
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に考えておいたらよろしいんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  先ほどの御質問の国民健康保険特定健康

診査等事業の費用につきましては、令和３

年度につきましては９月補正で金額を増額

しまして取り組んだ事業でございます。 

  内容としましては、国保ヘルスアップ事

業としまして、特定健診の未受診者対策で

ありますとか、あと生活習慣病の重症化予

防対策としまして、糖尿病性腎症の重症化

予防、これは令和２年度から事業としては

開始していたんですけれども、こちらのフ

ォローアップをするような講義形式、及び

対面で保健指導に当たるという、そういっ

た事業など、そういったものを実施した事

業でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  結局、すみません、令和３年と令和４年

の違いというのは、令和３年は９月の補正

でやったから、半年分の計上やけども、今

回令和４年については１年間通しての計上

だから結局額が大きいんですと、そんなふ

うな意味合いなのですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  今回、この費目につきましては、もとも

とこのヘルスアップ事業以外の特定健診そ

のものの費用なども含まれておりまして、

このヘルスアップ事業にかかる費用としま

しては約８００万円を予定しておりまして、

これは令和３年度の補正予算と近い金額で

実施する予定でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ということは、結局ヘルスアップ事業そ

のものは令和３年も、令和４年も同じ額が

必要ですよというふうなことで今、認識で

きたので、そんなら結局そのアップしてい

る要因というのはヘルスアップ事業ではな

いということですね、それ以外の部分で増

えているんですよというふうな部分のこと

をお伺いしたいなと思うんですけども、そ

ういった意味で先ほど私、申し上げました、

半年間だから令和３年はこれだけやけども、

令和４年は年間を通じてだからちょっと額

が大きいんですよと、そういう意味ではな

いですかというのがさっきの質問やったん

ですけども、そのあたりはどうなんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  こちらの予算説明資料のほうは、当初予

算同士の比較ですので、この差額がちょう

どそのヘルスアップ事業の増額分いうふう

に見ていただければいいかと思います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  分かりました。結局は令和３年の当初予

算時にはヘルスアップ事業は入っていませ

んでしたと。それが９月補正でこのヘルス

アップの８００万円を追加しましたと、よ

って、トータル的に見ますと、令和３年は3,

５００万円になりますと、そういった意味

で令和４年と全くほとんど同じなんですよ

と、そういうふうな意味ですね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 
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  保険課、岡本です。 

  委員おっしゃるとおりです。ちょっと説

明が十分でなく、申し訳ございません。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  そうしましたら、次に、同じそのページ

の一番上の段、１０番目ですね、小事業の

１０番目の出産育児一時金給付事業、これ

につきましても大幅に一時金の給付をする

ような金額が計上されていますが、これは

それなりに子どもさんがたくさん生まれる

ようなことになりそうだということでこう

いうふうにちょっと準備されているという

ことでよろしいんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  委員おっしゃるとおりの内容です。例年、

これは１人当たり大体４０万円程度かかる

事業でございますので、通常ここ数年が対

象になる方のお子さんの数が少なかったの

で、２名分ということで令和３年度の当初

は組んでおりました。それで、こちらが令

和３年度中に生まれたお子さんが数人いら

っしゃいまして、これも補正予算を組ませ

ていただいたんですけれども、今年度８名

分ということで最終的には決算となりそう

な見込みでございます。こういう状況も踏

まえまして、もう少し人数を増やして、今

回計上させていただいたという経緯でござ

います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  ということは、予定よりも生まれる子ど

もさんの数が、いい意味で増えているとい

うふうなことなのかなと思っていまして、

それは非常にありがたいことやなと思って

おりますが、それは今後も続くのかな、そ

れはちょっと分かりませんけども、そうあ

ってもらいたいなと思うんですけれども、

そのあたりはどうなのでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  こちらとしてもお子さんがたくさん生ま

れるというのは喜ばしいことだなと思って

おります。この事業は国民健康保険の加入

者が対象となっておりますので、そこにち

ょっと限定された費用とはなっております

けれども、町全体でお子さんが生まれるよ

うなことを願ってはおります。この事業に

もしっかり取り組んでいきたいと思ってお

ります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  新しく生命が誕生すれば、逆に生命が亡

くなっていくいうふうなことも当然ござい

ますが、その下の１１番がまさにあれです

よね、お亡くなりになった方の給付ですか

ね、葬祭費の給付ということで、これにつ

きましては、令和３年と比べたら減ってい

ますけども、そういった意味ではお亡くな

りになる方の数が今回は少なくなるかなみ

たいなことで計上されているのでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  こちらのほうも実績を見ながら毎年、毎

年様子を見ながら計上しているというのが

現状でございます。 

  昨年度より減ったといいますよりは、令

和２年度の実績を参考にさせていただいて
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おります。令和２年度がちょうど１５０万

円の決算額になっておりまして、そこにち

ょっと合わせて予算計上しているというこ

とでございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  ほかに質疑はございますでしょうか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  高尾です。 

  説明資料の２１５ページの小事業の７番

なんですが、高額医療給付事業が大分増え

ているんですが、この要因は、要因という

ことは高額の費用の医療費なんだと思うん

ですけど、現在原因と、何人ぐらいがいら

っしゃるのか、分かりましたらお願いいた

します。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  高額介護サービス費につきましては、や

はり増加の傾向にあるというふうに考えて

おります。令和３年度の当初予算と比較し

まして大分増額しておりますが、令和３年

度につきましてはやはりこの当初予算の額

では不足しておりましたので、補正予算を

必要とする結果となりました。 

  令和２年度の決算額も２億2,９００万円

という結果になっておりますので、そのぐ

らいに見合う額を計上しております。 

  対象者数なんですけれども、ちょっと正

確な数字を持ち合わせていないんですが、

ちょっとおおよそになりますけれども、ひ

と月３００件程度ではないかというふうに

考えております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  ひと月３００件ということはどういうふ

うな計算になる。３００人、件数でいうん

ですか、それは、ちょっとその辺が私、分

からないんですが。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  申し訳ありません、ちょっと正確な数字

がありませんので、ざっと３００件という

感覚なんですけれども、国民健康保険の高

額療養費は世帯ごとに算定されまして、件

数というふうに申し上げましたが、大体同

じ月に受領委任払いといいまして、最初か

ら上限額まで払って終わりという場合はそ

れで大体毎月同じペースであがってくるん

ですけれども、現金で一旦自己負担されて、

後から請求をして高額療養費を給付すると

いうような仕組みもありまして、その場合

はお一人の方がまとめて何か月分という形

で請求されてきたりもしますので、その意

味でいうと、一つの世帯でも複数の件数ひ

と月にあがってくるとか、そういった現状

はございます。そういったことも全部含め

ましてざっと３００件程度かなというふう

に考えております。 

  ただ、ちょっとすみません、正確な数字

ではありませんので、よろしくお願いいた

します。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  ありがとうございます、急な質問ですの

で大変ですけれども、ひと月が約３００件

ぐらいということで、この高額医療という

のは上限が７万円ぐらいでしたか、７万5,

０００円でしたか、もっと上がっているの

かなと、ちょっとお聞きいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 
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  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  こちらのほう、高額療養費といいますの

は世帯の所得に応じて上限が異なっており

ます。ちょっと年齢層によっても違う部分

があるんですけれども、ちょっと年齢層関

係なく、一番低い上限額でいいますと8,０

００円、外来のみの方で8,０００円という

のが一番低い上限額となっております。あ

とはそれが年齢層とか、所得なども含めて

一番費用が高くなりますと、入院とかにな

ると上限も高くなるんですけれども、これ

はちょっとその利用状況で計算によって上

限も決まってくるんですけれども、大体二

十五、六万円ぐらいが上限となっているも

のが一番高い層になるかと思います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  すごい額になってくるんですね。所得に

よって違うということは存じておりました

けれども、これからますます高齢化の中で、

この医療費はどんどん増えていくというこ

とになって、豊能町の保険、これはすごく

しんどくなるということになるんだと思う

んですけれども、この点で国の問題になる

んですけれども、国が補助率をすごくずっ

と下げて全然上げない、そういうような状

況が続いているので、その都度要求はして

きているんですけれども、なかなか上がら

ないもとで保険料は上げられていく、そう

いうところでの負担率が増えていくという

ことで、これは苦しい現象になっていくか

ら大変なんですけれども、私どもはもっと

国のほうの国保なので、それで国の補助を

もっと、補助率を上げていくということを

言うていかなあかんの違うかなと思うんで

すけど、その点は毎年度要求はされている

んですか、保険とか、補助率を上げるよう

にとか、それはいかがですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  要望としましては毎年そういう機会をい

ただいておりますので、そういったところ

で国や府を通じた要望というのはしており

ます。 

  実際なんですけれども、国民健康保険に

つきましては、もともと市町村単位で運営

していたところが大阪府を単位とする広域

的な取組というふうになっております。豊

能町の場合は、国民健康保険全体としては

被保険者というのはもう既に減少の方向に

なっておりまして、療養費そのものという

のは今後減っていくということにはなると

思うんですけれども、むしろ問題となるの

は、若年層が少ないということで、それを

カバーする保険料の負担とか、そういった

ところをその負担をする人数が減っている

ということが今後問題になっていくのであ

ろうというふうに思っております。広域化

の取組で、特に豊能町は高齢者の多い町で

もございますので、大阪府全体の取組の中

に入れていただいて、今後少し費用面では

助かる部分もあるのかなというふうに考え

ております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  なかなか苦しい状況があるということも

聞きましたけれども、滞納者をやはり以前

ほど、1,０００万円近いとか、そういうこ

とはないんですけれども、しかし、滞納も

ありますよね。その点で、資格証、短期証

の発行というのは今何件あるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 
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  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  短期証の交付件数と資格証の交付件数な

んですけれども、短期証につきましては、

令和３年度においては４８人、資格証につ

きましては該当者はなしということになっ

ております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  これはいろいろと事情を聞かれて、資格

証は発行しないようにされている努力があ

るのかなと思うんですけれども、そういう

ことであるのかな、なしというのはどうい

うことでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  被保険者証とか、こういう資格証、短期

証の交付については、滞納者への分納への

納付相談とか、そういったところで対応を

させていただいております。 

  おっしゃるとおり、なるべく短期証であ

っても交付できるようにとは考えておりま

して、納付相談のほうで何とか少しずつで

も納めてくださいというような取組をして

おります。その結果、ほぼ、ほとんどの方

については短期証の交付で何とかやってい

ただいていると。 

  あと、資格証につきましては、なかなか

そういう納付相談とか、そういったところ

にも全く応じていただけない方というのが

中にはいらっしゃいまして、お話しする機

会もちょっとなかなか持てないという状況

もございます。その方々につきましては、

数名の方がいらっしゃるんですけれども、

資格者証なり、短期証なりを交付する機会

がちょっと得られず、交付されていない状

況ということではそういう状況がございま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  ほかに質疑はございますでしょうか。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  説明資料２１６ページで、小事業の２２

番ですか、国民健康保険運営事業として、

令和３年度比べて５０万円程度今回は低い

金額設定になっていますが、そのあたりは

どういった理由でしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  こちらの内容は、保険料を、当年度では

ない、過年度分の保険料で還付が発生した

ときにお返しするための費用を予算計上し

ているところなんですけれども、令和３年

度につきましては、ちょうどコロナが流行

し始めのとき、コロナ減免などが始まった

年度でもあるんですけれども、過年度分、

さかのぼって保険料を減免してもよいとい

うような仕組みができましたので、コロナ

に限ってなんですけれども、それに対応す

るために過年度の保険料の還付が必要であ

ろうということで、令和３年度は少し多め

に予算計上しておったんですけれども、も

う既に減免の申請なども大分進んでおりま

して、今からなかなか過年度の分までさか

のぼって申請しないといけない方というの

が余りもう多くはないであろうということ

もありまして金額を抑えているという状況

でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 
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  その額が少なくなった理由は分かったん

ですけど、これは結局この内容的には国民

健康保険の資格喪失等による前年度の保険

料の還付を行うというような、そういう表

現になっていますので、今までは国民健康

保険やった人が国民健康保険以外に変更に

なることによって生じる保険料の還付とい

う、そういうふうな位置づけだったんです

か、これ。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  ほとんどの額、ほとんどというか、この

趣旨としましては、資格喪失された方につ

いての保険料をお返しするときに、それが

過年度の場合はこの費用から出すというこ

とになります。 

  なので、資格喪失による還付というのは

常にございますので、一定額は予算計上し

ているんですけれども、令和３年度につき

ましてはコロナの減免でさかのぼって還付

というのが少し発生しましたので、少し多

めに組んでいたという状況でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいでしょうか。 

  ほかに質疑はございますでしょうか。ご

ざいませんか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、質疑を終結いたします。 

  これより、討論を行います。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  コロナ禍なので大変な課題が直面してい

る状況ですが、国は自治体の国保財政に関

する法定外繰入れ削減や保険料の徴収能率、

給付適正化の努力に対して、交付金を増減

額する、保険者努力支援制度へ国費を計上

して、自治体の財政に対する締めつけをし

ているということでございます。町の新年

度は激変緩和の繰入れということで、前年

度より約９００万円減額しているのがあり

ます。資格証は発行はされていないけれど

も、いろいろ努力はしておられるけれども、

短期証の発行はしないように求めて、この

制度に対しては反対の討論といたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  ないようですので、討論を終結いたしま

す。 

  これより、採決を行います。 

  本件は原案のとおり、可決と認めること

に賛成の方は挙手を願います。 

（多数挙手４：１） 

○委員長（寺脇直子君） 

  挙手多数であります。 

  よって、第１８号議案は原案のとおり可

決されました。 

  それでは、次に第１９号議案、令和４年

度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設

勘定予算の件を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  第１９号議案、令和４年度豊能町国民健

康保険特別会計診療所施設勘定予算の件に

つきまして、提案理由の説明を申し上げま

す。 

  予算書の２１３ページをお開きください。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額は、歳入歳出それぞれ8,９２６万円と

定めるものでございます。 

  第２条は、地方自治法第２３５条の３第

２項の規定による、一時借入金の借入れの

最高額は5,０００万円と定めるものでござ
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います。 

  それでは、内容につきまして、まず歳出

から主なものにつきまして説明させていた

だきます。 

  予算書の２２５ページを御覧ください。

説明資料は２１７ページになります。 

  予算書の２２５ページから２２６ページ

にかけまして、款１・総務費、項１・総務

管理費、目１・一般管理費の２．診療所管

理運営事業1,０８２万7,０００円につきま

しては、診療所の運営管理に要する費用で

ございます。 

  令和３年度からの増額の主な要因としま

しては、医師１名が市立池田病院の派遣の

形態から町の直接雇用となったことから、

報償費が不要となったことによるものでご

ざいます。 

  次に、２２７ページから２２８ページの

款２・医業費2,０９２万6,０００円は、診

療に要する各種検査や歯科技工等の委託料

及び医薬品、また、内科歯科電子カルテ用

コンピューターのシステム保守等の経費で

ございます。 

  令和３年度からの減額の主な要因としま

しては、令和３年度は電子カルテシステム

更新の費用を計上しておりましたが、更新

作業を終え、令和４年度は保守等の経費の

みとなったことでございます。 

  歳出は以上でございます。 

  次に、歳入について説明いたします。 

  お戻りいただき、２２１ページをお開き

ください。 

  款１・診療収入、項１・外来収入の予算

でございますが、3,３５７万9,０００円で、

令和３年度より約１１％の減額としており

ます。これは令和３年度においては、診療

日の増や診療の充実により、診療収入を前

年度の１０％増とする見込みを立てており

ましたが、コロナ禍による受診控えと相殺

される状況にあるため、令和４年度予算に

おいては例年並みに戻す予算としたもので

す。 

  次に、２２３ページの款４・繰入金、項

１・繰入金は一般会計から3,４０６万3,０

００円、国民健康保険特別会計からは1,５

０６万円をそれぞれ繰入れするものでござ

います。 

  国民健康保険特別会計からの繰入金につ

きましては、僻地診療所施設の運営補助及

び令和３年度に実施しました電子カルテ更

新費用に係る補助等として繰り入れるもの

でございます。 

  説明は以上です。御審査いただき、御決

定賜りますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、これより質疑を行います。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  秋元です。人件費が約９００万円あった

わけですね。この内訳と、それとこちらを

見ると、一般職の方が２人、それから、非

常勤の方が８人となっていますけども、そ

の内訳というのは失礼な言い方ですけど、

お医者さん、看護師さん、医療事務の方、

薬剤師の方、いろいろいらっしゃると思い

ますので、その配置を教えてください。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  今回、申し訳ございません、予算説明資

料のほうは本来ちょっと人件費は載せない

ということになっていたようで、申し訳ご

ざいません、診療所だけちょっと人件費を

併せて載せてしまっておりまして申し訳ご

ざいません。 

  こちらのほうは、額が増額になっている
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内容なんですけれども、診療所の正職員で

再任用の職員がおりまして、その職員が今

までは一般会計のほうで予算計上されてい

たところを、令和４年度から当初予算で診

療所のほうに計上したということで増額と

なっております。 

  また、コロナワクチンの実施をしており

まして、その分に従事する看護スタッフ等

の出勤の増に合わせた予算も計上しており

まして、こういったものがこの人件費の増

にはつながっております。 

  診療所の人員配置なんですけれども、今

現在の配置としましては、スタッフの配置

について申し上げますと、看護師が３名で、

歯科衛生士が３名、事務職員が３名、会計

年度任用職員で配置をしております。 

  医師につきましては、出勤日がちょっと

違いますけれども３名と、歯科医師が１名、

あと正職員の再任用職員が１名おります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  総務部、仙波です。 

  ちょっと人件費の内訳については今資料

を持っておりませんので、ちょっと調べさ

せていただきます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、後ほど答弁をお願いしてよろ

しいでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  この２２５ページに一般職員が２人と書

いてあるんですね、一般職が。だから、そ

の方はその方だけど、非常勤の８人という

のは８人分ということですね。だから、人

数的に１０人いたり、１１人いたりという

ことかしら、そういうふうに理解したらい

いですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  総務部、仙波です。 

  ここにあります８人というのは何人いら

っしゃるかということではなくて、いわゆ

る予算枠として何人をとっているかという

人数を書いております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  では、すみませんが、その資料をお願い

いたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、後ほど答弁をお願いします。 

  ほかに質疑はございますでしょうか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  今の医師、看護師さん、それと歯科衛生

士で、医療事務と、それから、薬剤師が入

るかなと思ったけど、この２人に関しては

いらっしゃらない。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  すみません、事務職員についてちょっと

分けて申し上げて、説明が十分でなかった

んですが、先ほど事務職員３名と申し上げ

ましたのが、医療事務の３名です。薬剤師

については現在配置はございません。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  これは、ごめん、人件費だから質問にな

らないかもしれないけど、参考のために教

えてください。 

  普通いろいろ簡単に言って非常勤って今

言ってしまいますけど、こういった専門職
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の方の非常勤というのは何かしらのプラス

があるんですか。例えば専門職だから時間

当たり2,５００円とか、じゃなくて、この

町は一律非常勤は同じ金額なのかどうか、

それだけ確認させてもらいます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田です。 

  非常勤の時間の単価の件でございますが、

それぞれの職種によって単価を設けており

ますので、例えば看護師であるとか、あと

は医療事務補助とか、それぞれによって単

価は異なっております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田です。 

  すみません、先ほど秋元委員のほうから

お尋ねのありました、令和４年度の診療所

会計の職員数の職種の内訳でございますが、

先ほど保険課の課長のほうから看護師が何

人、何人というお話がありましたが、こち

らのほうで把握しておるといいますか、あ

くまでも週５日来ているわけではない職員

も当然いておりますので、週５換算で申し

上げますと、看護師が２名、医療の事務補

助が１名、受付の事務補助が２名、歯科衛

生士が２名、内科医師が１名の合計８名と

なっております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  池田秘書人事課長。 

○秘書人事課長（池田拓也君） 

  秘書人事課、池田です。 

  申し訳ございません、正職が２名、１名

は歯科医師、もう１名が１２月補正のとき

に再任用職員を一般会計の一般管理費から

診療所会計のほうに配置替えをしたという

ので増額をさせていただいたと思いますが、

正職については２名ということで合計１０

名ということになっております。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

  ほかに質疑はございますでしょうか。あ

りませんか、よろしいですか。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  すみません、同じこの２１６ページかな、

２１７ページですね、説明資料２１７ペー

ジの中で、先ほどもしかして説明があった

のかもしれませんが、大事業の２番目、診

療所管理運営事業ですね、ここの令和３年

と比較しての減額ですか、約４００万円ぐ

らいの減額になっている、そのあたりの要

因とか、説明をいただけますでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  こちらにつきましては、医師１名、すみ

ません、先ほどの人の数の３人おられるう

ちの１人なんですけども、１名が市立池田

病院の派遣という形態から町の直接雇用と

いう形になりましたので、それによって、

派遣の場合は報償費で費用負担していたん

ですけれども、その分が不用となったこと

により減額と、この費目については減額と

いうふうになっております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  結局はそのお医者さんの派遣という立場

から、直接雇用というふうな、変わりまし

たということで、要は１番と２番、両方絡

んでくるということなんですね。要は２番
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に本来は入っていた費用が実はこの上の人

件費用のほうにそういう雇用形態が変わっ

ていることによって費用がそっちのほうに

回っていますよみたいな、そんなふうな意

味合いなんですね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  委員おっしゃるとおりでございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  私はすごい正職が少ないということに対

して非常に危機感を持っています。看護婦

さんとか、それから、特にこの医療現場で

正職がいないということは、いつ何時辞め

られて、さあ、すぐ新しい人材が見つかる

かといったらちょっと難しいと思うんです。

特に今コロナだから、そういった意味でお

一人休んだだけでも影響は大きいと思うん

ですが、それはそれで今後、考えていただ

くにしても、薬剤師はさっきいらっしゃら

ないと言っていましたね。これというのは

別にどなたが、私も薬をもらうんだけども、

いいんですかね、このあたりのところがち

ょっと気になるので、これはオーケーなん

ですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  医師の処方のもとに看護師が薬剤を扱う

ということが可能となります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいでしょうか。 

  ほかに質疑はございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、ないようですので、質疑を終

結いたします。 

  これより、討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  討論を終結いたします。 

  これより、採決を行います。 

  本件は原案のとおり可決と認めることに

賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

○委員長（寺脇直子君） 

  挙手全員であります。 

  よって、第１９号議案は原案のとおり可

決されました。 

  １時間ほど経過しているんですけども、

休憩はどうされますか。このまま進めても

よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  異議なしということですので、次の第２

０号議案、令和４年度豊能町後期高齢者医

療特別会計予算の件を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  第２０号議案、令和４年度豊能町後期高

齢者医療特別会計予算の件につきまして、

提案理由の御説明を申し上げます。 

  予算書の２３９ページをお開きください。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額は歳入歳出それぞれ６億8,８１２万6,

０００円と定めるものでございます。 

  それでは、内容の主なものにつきまして、

歳出から説明させていただきます。 

  予算書の２５１ページをお開きください。

予算説明資料は２１８ページになります。 

  予算書の２５１ページから２５２ページ

にかけまして、款１・総務費は、医療にか



 

78 

かる事務と保険料徴収事務にかかる事務経

費でございます。 

  次に、２５２ページの款２・後期高齢者

医療広域連合納付金６億6,９７２万6,００

０円は、保険料徴収分等を広域連合に納付

する負担金でございます。 

  続きまして、歳入の主なものについて説

明させていただきます。 

  お戻りいただきまして、予算書の２４７

ページをお開きください。 

  款１・後期高齢者医療保険料は、特別徴

収、普通徴収を合わせまして５億9,７４０

万6,０００円の収入を見込んでおります。 

  ２４８ページを御覧ください。 

  款３・繰入金、項１・一般会計繰入金、

目２・保険基盤安定繰入金は、政令軽減分

である保険基盤安定繰入金として7,２３２

万円を計上しております。 

  説明は以上でございます。御審査いただ

き、御決定賜りますよう、よろしくお願い

いたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、これより本件に対する質疑を

行います。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  高尾です。 

  説明資料の２１８ページをお願いします。

予算書の２５１ページです。 

  ここで３番目の大事業名と書いてありま

すね、ここの後期高齢者医療広域の連合納

付金事業ですが、今年度、令和４年度は増

額が大きく、令和３年度と比較してですね、

それで増えていますので、その要因をお聞

きします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  こちらの広域連合納付金といいますのは、

保険料徴収額をほぼそのまま後期広域連合

に納付するものでございます。保険料収入

のほうも増額になる見込みでございまして、

これは被保険者数の増によるものでござい

ます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  医療費の窓口負担が２％アップされると

いう方向が打ち出されているんですが、こ

のことについてはここには反映、反映とい

ったらおかしいですね、出ていないという

ことになるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  委員おっしゃっているのは窓口負担の負

担割合が２割になるということかと思いま

す。おっしゃるとおり、令和４年の１０月

１日から窓口負担が、一部の方については

２割となるということになります。こちら

のほうは所得、一定以上の所得のある方と

いうことで、そのような予定がされており

ます。豊能町としましてはしっかりと説明

をさせていただいて、円滑に進めていけた

らというふうに思っております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  所得が高い方についてはそれも負担割合

としてはいいといえるのかもしれませんけ

れども、後期高齢者は働いていませんし、

収入がないという、そういうことで、これ

は一番後にできた後期高齢者医療制度なん

ですけど、私どもはもうこれは老人医療に

戻せというて言うてきているんです。そう
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いうことでの窓口負担というのは受診抑制

につながっていくという大きな問題が生じ

るということ、いろいろな影響が出るとい

うことを聞いておりますが、そういうこと

はここでは考えられませんか、そういうこ

とが出てくるんじゃないかと思うんですけ

れども。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  医療費にかかる費用が増えるということ

が高齢者の限られた収入の中からの出費に

なりますので、それが大きな負担となって

いることは重々承知しております。 

  ただ、今の高齢者がもう人口の多くを占

めるような状況にありまして、医療費をた

くさん使う方が高齢者の方には多いですの

で、その負担を今、これまでの仕組みでい

くと、若い人がかなり負担をしていると、

少ない人数の若い人からの負担が結構後期

高齢者医療のほうには回っております。そ

ういったことも含めて考えますと、やはり

高齢者の方も一定の御負担をいただいて、

若い方の負担を少しずつ減らしていくとい

うことは必要なことかなというふうに思っ

ております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  国の制度といえども、やはりこれは厳し

い問題ですよね。年金は減らされていく。

こういう現象がもうずっとあります、消費

税もまだ上がる可能性もあるかもしれない。

コロナ禍で大変な状況なので、窓口負担は

これは、やはり国のことで私は言うている

んですよ、やるべきじゃないということを

言いたいんです。それで聞きました。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑はございますでしょうか。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  その同じ内容になりますけど、後期高齢

者医療広域連合納付金事業、結局はかなり

増額になっています、１億円の金額が令和

３年度に比べて増えています。それは被保

険者が増加しますから増やします、増えま

すというふうなことでしたけど、結局は約

十何％ぐらいこのいわゆる後期高齢者に該

当する方が増えるという、今の現状の人数

よりも１割から２割程度増えるという、そ

ういうふうなことが理由ということでござ

いますね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  現在、後期高齢者医療の人口なんですけ

れども、毎年３００人ぐらい増えるような

状況がここ数年なります。３００人といい

ますと、今の被保険者数が4,０００人ぐら

いですので、１割とはいかないですけれど

も、かなりの数の方が増えるということに

なります。 

  また、この納付金につきましては、保険

料で徴収した額に加えて、保険料に軽減を

した市町村とか、大阪府の負担分も合わせ

て納付するというものが含まれております。

こちらのほうも、これは大阪府の広域連合

のほうでいろいろ算出をして、どのくらい

の額になるという見込みは出しているんで

すけれども、その見込みを出す中で、やは

り先ほど高尾委員がおっしゃった、年金の

額も減らされているというようなことも反

映しまして、やはり後期高齢者の中でも若

い人は少し年金額がもっと年上の人より減

少する傾向にありますので、保険料の軽減
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の対象になりやすいということも勘案して、

その軽減に関する費用については見込んで

いるということですので、そういったいろ

んな複雑な事情がちょっと絡んでこの額の

決定となっているんですけれども、今の保

険料のこの納付金の増額分、ほぼ同じペー

スで保険料の収入のほうも計上しておりま

すので、増えるような形で計上しておりま

すので、そういうところでちょっとバラン

スをとって、納付金の費用をそこから出す

というようなことになります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいでしょうか。 

  ほかに質疑はございますでしょうか。 

  池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

  すみません、同じところですけれども、

先日確か補正が出ていて、６億円ぐらいに

なっていたと思うんですけど、さらにこれ

は１割ほど増えるという見込みでこの金額

を設定したというところもあるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  この納付金の額は年度ごとに大阪府広域

連合のほうで算定された結果を豊能町のほ

うで用意するというような形にはなるんで

すけれども、令和３年度よりさらに増える

というのは、被保険者の増によるものです

ので、それは委員おっしゃるとおり、令和

３年度より増えるということで考えており

ます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいでしょうか。 

  ほかに質疑はございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  ないようですので、質疑を終結いたしま

す。 

  これより、討論を行います。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  ７５歳以上の医療費窓口負担２割は自助

政策の強硬です。加入者約２０％が受診抑

制を招くものになっております。全国では

３７０万人に影響する事態になっておりま

す。また、豊能町では滞納額が１８９万9,

０００円、これはそんなに大きな額ではあ

りませんけれども、令和４年度からはどう

いうふうな膨れる可能性もあります。そう

いうもとで反対討論といたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに討論はございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  ないようですので、討論を終結いたしま

す。 

  これより、採決を行います。 

  本件は原案のとおり可決と認めることに

賛成の方は挙手を願います。 

（多数挙手４：１） 

○委員長（寺脇直子君） 

  挙手多数であります。 

  よって、第２０号議案は原案のとおり可

決されました。 

  次に、第２１号議案、令和４年度豊能町

介護保険特別会計事業勘定予算の件を議題

といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  第２１号議案、令和４年度豊能町介護保

険特別会計事業勘定予算の件につきまして、

提案理由の説明を申し上げます。 

  予算書の２５７ページをお開きください。 

  第１条としまして、歳入歳出予算の総額



 

81 

は歳入歳出それぞれ２４億5,６６３万9,０

００円と定めるものでございます。 

  第２条といたしまして、地方自治法第２

１４条の規定により、債務を負担する行為

をすることができる事項、期間、及び限度

額を第２表、債務負担行為とおり定めるも

のでございます。 

  予算書の２６２ページを御覧ください。 

  第９期介護保険事業計画等策定事業とい

たしまして、令和４年度から５年度の限度

額を２４５万5,０００円と定めるものでご

ざいます。 

  ２５７ページにお戻りください。 

  第３条といたしまして、地方自治法第２

３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借入れの最高額は１億円と定めるもので

ございます。 

  また、第４条につきましては、地方自治

法第２２０条第２項ただし書の規定により、

歳出予算の各項の経費の金額を流用するこ

とができるものにつきまして定めるもので

ございます。 

  それでは、予算の内容につきまして、歳

出から主なものについて御説明させていた

だきます。 

  ２７５ページを御覧ください。予算説明

資料は２１９ページからとなります。 

  予算書の２７５ページから２７６ページ

にかけまして、款１・総務費、項１・総務

管理費、目１・一般管理費の3,２９２万1,

０００円は、主に職員人件費と事業運営に

かかる事務経費でございます。 

  ２７７ページを御覧ください。 

  項３・介護認定審査会費、目１・認定調

査等費1,１７１万3,０００円は、主治医意

見書作成の手数料や業務委託料の要介護認

定調査委託料等の経費でございます。 

  また、目２・介護認定審査会共同設置負

担金1,４６０万円でございますが、これに

つきましては池田市、能勢町、豊能町の１

市２町によります認定審査会の負担金でご

ざいます。 

  ２７８ページを御覧ください。 

  項５・計画作成等委員会費、目１・計画

作成等委員会費１７５万2,０００円は、第

９期高齢者福祉計画及び介護保険事業計画

の策定に関して実施するアンケート調査等

にかかる費用でございます。 

  ２７９ページから２８５ページにかけま

して、款２・保険給付費でございますが、

令和３年度から令和５年度までの第８期介

護保険事業計画における推計値に基づきま

して、前年度比7.０５％増の２２億3,２７

５万2,０００円を計上しております。 

  次に、２８６ページの款４・地域支援事

業費、項１・介護予防生活支援サービス事

業費の8,２２３万6,０００円は、介護予防

日常生活支援総合事業にかかる経費で、前

年度並みの費用を計上しております。 

  続きまして、項２・一般介護予防事業費

の８５９万6,０００円、また、２８７ペー

ジから２９１ページにかけて記載しており

ます、項３・包括的支援事業費・任意事業

費の5,９９３万3,０００円につきましては、

高齢者の暮らしを地域で支えるための各種

事業を行うための包括的支援事業及び包括

支援センターの運営にかかる経費などでご

ざいます。 

  次に、歳入につきまして説明させていた

だきます。 

  ２６７ページをお開きください。 

  款１・保険料の第１号被保険者保険料で

ございますが、歳出の保険給付費及び地域

支援事業費に対する第１号被保険者負担金

に滞納分を含めまして６億1,０８３万9,０

００円を計上しております。 

  次に、２６８ページを御覧ください。 

  款３・国庫支出金、目１・介護給付費国
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庫負担金の現年度分につきまして、国の介

護給付費負担分としまして４億4,６５５万

円を計上しております。 

  項２・国庫補助金は市町村ごとの介護保

険財政の調整を行うための調整交付金や指

標に沿った評価に基づき交付を受けるもの

で5,９７７万2,０００円を見込んでおりま

す。 

  ２６９ページの款４・支払い基金交付金、

目１・介護給付費交付金の現年度分６億２

８４万3,０００円は、第２号被保険者の負

担分として介護給付費の２７％に相当する

額を計上しております。 

  また、２７０ページの目２・地域支援事

業支援交付金の現年度分2,４５４万7,００

０円につきましては、地域支援事業費の介

護予防事業に対する第２号被保険者の負担

分２７％に相当する額を計上しております。 

  次の款５・府支出金の目１・介護給付費

府負担金の現年度分につきましては、大阪

府の負担分であります介護給付費の１2.

５％に相当する額２億7,９０９万4,０００

円を計上しております。 

  ２７１ページの款６・繰入金、項１・一

般会計繰入金の目１・介護給付費繰入金現

年度分でございますが、町の負担分といた

しまして、介護給付費の１2.５％、２億7,

９０９万4,０００円を計上しております。 

  ２７２ページの目４・その他一般会計繰

入金は、人件費や事務費分として6,１９９

万5,０００円を計上しております。 

  目５・低所得者保険料軽減繰入金は、低

所得者への保険料軽減措置にかかる2,１９

２万7,０００円を計上しております。 

  説明は以上でございます。御審査いただ

き、御決定賜りますよう、よろしくお願い

いたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、本件に対する質疑を行います。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 

  説明資料２２０ページをお願いいたしま

す。 

  どれも増加ぎみに金額がなっているんで

すが、その中で一つ、小事業の７番目です

か、居宅介護サービス費給付事業というこ

とで、これが約１割程度金額的にアップし

ておりますが、これはやはりそれなりに認

定を受けた方の介護サービスの給付がこれ

だけ必要になるだろう、伸びるだろうとい

う想定のもとでこの金額が示されていると

いうふうに解釈してよろしいんでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  この介護保険の給付費、この６番の項目

も含めて全ての項目なんですけれども、介

護保険の事業計画で見込み額、保険料を決

定するための見込み額というのがありまし

て、その額に、総額がそこに合うように計

上しております。介護保険の給付費が７％

増の計画となっておりまして、全体として

７％増という給付費の増額の費用としてお

ります。その中で実際の実績などを見まし

て、より多く充てたいところには厚めに費

用を充てていると、そういった状況でござ

います。実際、今、介護保険のサービスに

つきましてはコロナの影響もありまして、

急に増えたり、急に減ったりというちょっ

と増減が少し目立つような状況にありまし

て、なかなかちょっと先が読みにくい状況

にはなっております。 

  その中なんですけれども、居宅サービス

につきましては、一番利用の頻度の高いと

ころでもございますので、少し厚めにちょ

っと予算計上はしております。 



 

83 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  徐々に上がっていく、多分計画どおりや

っぱり増加しているんだろうなと思うんで

すけども、給付、それから、保険税はとも

あれ、サービスをする側ですよね、今度。

例えば１０増えるとなったら当然１０％の

サービスの増が必要になってくるんですが、

そのあたりは豊能町、大丈夫ですか。大丈

夫ですかと変な言い方なんですけど、うま

くバランスとれているのかしら。前ちょっ

と説明会みたいなのをされていたけども、

ちょっとあのとき聞いて心配になったもの

ですからお尋ねします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  介護保険のサービスに関する人材確保と

いうのは、全国的にも大きな問題になって

おりまして、豊能町におきましても、事業

所の人手が足りないという声も聞きますし、

事業所が実際閉鎖されてしまったりとかす

ることもございます。その中でも、大阪府

の取組で、人材確保の取組とかもあるんで

すけれども、そういったところも連携を図

りながら、また地域の事業所の方の御意見

もいろいろ参考にしながらそういった人材

確保には取り組んでいきたいと思っており

ます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいでしょうか。 

  ほかに質疑はございますでしょうか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  このコロナ禍で居宅のほうで頑張ってお

られる方が大勢いらっしゃると思うんです

けども、そういうことでの把握というのは

されているのでしょうか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  小森健康増進課長。 

○健康増進課長（小森 進君） 

  健康増進課、小森でございます。 

  一般介護的な相談につきましては、私ど

もの包括支援センターが承ることになって

ございます。 

  私もここに戻ってきまして、数年空いて

また戻ってきているんですけれども、最近

大きく特に印象的な相談事例といいますの

は、従前５年ぐらい前と比べますとかなり

認知症の御相談が多いなということもあり

ます。ある方はもうほぼほぼ毎日徘回をさ

れて、警察に確保されている方とか、家庭

内でどういうふうにしたらいいかとか、そ

ういう問題も聞いております。やはり相談

に係る電話の入りについてもかなり５年前

と比べれば頻回にかかっているのかなとい

うこと、それと、最近これも顕著に現れて

いるのが、高齢者の方が介護保険の利用が

きっかけで、私どもが相談に各家のほうに

訪問させていただくと、恐らくお子さんで

あろう５０歳代ぐらいの方が、男性なり、

女性の方が家にいらっしゃるというケース、

８０６０とか、８０５０とかいわれる部分

ですが、そこで新たに課題が見えてきて、

我々介護部分ではなくて、福祉との連携に

よって家庭を支えていくようなケース、こ

ういうのも頻回に見られています。なかな

か今は一例をお話ししさせていただいてい

るんですが、まだまだいろんな相談、いろ

んな複雑な家庭環境のもとで、介護保険の

ほうに相談事例としてあがってきておりま

す。 

  以上でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 
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  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  ありがとうございます。まだまだあると

いうことだと思うんですけれども、豊能町

は高齢化が本当に大阪府下でも一番といわ

れるような状況であります。その中で介護

保険にかかっておられなくて、元気な方も

大勢いらっしゃる。これはすごいことだと

思うんですね。それはもう誇りに思えるこ

とだと思うんですが、介護保険の給付準備

基金はたまるだけたまっているということ

で、前回は1,２００万円だけが取り崩され

て、１期当たり何ぼと言いはったかな、3,

０００万円当たり引き下げるような格好に

なったというふうに聞いていましたけれど

も、それでも引き下げられたというだけで

も何かほっとするような気がするんですけ

ど、だけどもっと引き下げられるんじゃな

いか、それとも値上げの抑制にもなったん

じゃないかというようなことを考えるわけ

なんですけど、これからそうは言うてられ

ないのかもしれませんけれども、豊能町の

こういう介護保険の維持というのは団塊の

世代の方があと何年になったら急激に増え

るいうことになるのか、その点はどのよう

になっておりますか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  今後サービスの増大に関わる年齢構成の

変化なんですけれども、まず、後期高齢者

の方、介護保険の第１号被保険者というの

は６５歳以上なんですけれども、やはりサ

ービスの利用が増えてくるというのは７５

歳以上、もしくは８０歳、８５歳以上とい

うことになってまいります。後期高齢者が

いつの時点が一番多くなるのかという人口

推計の資料があるんですけれども、こちら

で２０３０年に７５歳以上の人口が最も多

くなるという見込みになっております。ま

た、そのときには、後期高齢者の人口が増

えるだけではなく、前期高齢者といわれる

６５歳以上７４歳の方の人口も大幅に、も

う急激に減っていくという極端な形になり

ますので、高齢者の中でも後期高齢者が占

める割合というのがとても大きくなってま

いります。２０３０年で高齢者のうちの７

０％が後期高齢者だというような、そうい

う推計になっております。なのでその後は

サービスが増える見込みで、なおかつそれ

を一緒に保険料を払って負担していくとい

う人口としては減っていくという状況があ

りますので、そのときにもう集めた保険料

だけで何とかやっていくというのは非常に

難しいことが予想されますので、今基金が

一定額ありますので、これを計画的に使っ

て急激な保険料の上昇につながらないよう

にやっていきたいというふうに考えており

ます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  何回もしつこいんですけれども、しかし、

他の自治体では据置き、値上げの据置き、

そういうふうなことが結構ありました。そ

ういうようなことも考えていかなければな

らないこともあるんじゃないかと思うので、

その辺は３年ごとの見直しで保険料が上が

っていっているのはもう確実なんですよね、

このところ。それと、使い勝手の悪い介護

保険ということで、抑制されるという方も

大勢いらっしゃって、足が痛い、自動車で、

タクシーで行かなあかんとか、そういうよ

うな方をよく聞くようになりました。そう

いうのでやはり介護保険はできるだけ抑制、

そういう立場でやってもらいたいなと思う

んですけど、私はこれはちょっと賛成でき
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ないですけど、そういう３年ごとの見直し

で改悪がされるというこの国の制度の悪い

ところを私は言いたいわけです。 

  以上です。頑張っていただきたいと思い

ます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  秋元です。 

  いろいろ予算があがっていますけども、

過度に利用されている、必要以上に、そう

いうふうなこととか、そういったチェック

というのは町がされているんですか、こう

見て、あの方はこの状況にしては使い過ぎ

ているとか、そのチェックというのは町が

しているのかどうかをお尋ねします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  介護保険の取組の中で、適正化事業とい

うのがございます。この中で一定の給付の

状況を確認したりということは町のほうで

実施しているものがございます。また、そ

の適正化という意味では、給付を抑制とい

う直結とも言いがたいんですけれども、よ

りよいケアプランをつくっていただくため

のケアプランチェックですとか、そういっ

た面でケアマネジャーさんのサポートもし

ながら、過度にならないようなサービスの

利用の計画をどのように立てていくかとい

うようなことを一緒に考えていくような、

そういう取組をしております。 

  あとそういった事業とはまた別に、ちょ

っとこれは国の取組も関係あるんですけれ

ども、例えば訪問介護を一定回数以上使っ

ておられる方につきましては、そのケアプ

ラン、その理由を確認したりですとか、そ

れが本当に必要なサービスなのかというの

をちょっとケアプランなども見ながら考え

ていくという、そういった取組もあります

が、これに関してはほぼ該当、今ございま

せんので、実施はほぼないんですけれども、

そういったケースがあがってきたときには

内容も確認しながら、必要なものは使って

いただく。もし必要でないということにな

れば、別の改善策を一緒に考えていくとい

うような、そういう取組でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  介護保険は適正に使われているかどうか、

適正化事業がありますと。それが適正に行

われているかどうかをお尋ねしたいんです、

町の体制として。私、いつも気になるんで

すね、今回もそうですね、一般職４人です

よね、長い間４人のままのような気がする

んです。事業なり、サービスなり、対象人

数がどんどんどんどん増えていって、でも

ここの一般職は４人のまま、大分前にも議

会で言ったと思うんだけども、そういった

意味から考えて、適正に使われているかど

うか、この豊能町、きちっと仕事をしてい

ないという意味じゃなくて、そこまで手が

回っているのかなという心配からお尋ねし

ていますが、実際大丈夫ですか、まだ、余

裕は、厳しいんじゃないですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  実際業務は手いっぱいなところもありま

すので、難しい面というのはございます。

ただ、この適正化事業に関しましては、正

職員とは別にケアマネジャーの資格のある

職員を雇用するという形で、その専門的な

目でケアプランを見ていくというような体

制で取り組んでおりますので、一定の効果
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はあるものだというふうに考えております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいでしょうか。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  中川です。 

  説明資料２２０ページのこの表の中で、

一番上の６番目ですか、小事業の６番目の

介護保険計画運営事業という、その中で質

問させていただきます。 

  説明の中でもアンケート調査みたいな話

はされていましたけども、このアンケート

調査、次期計画策定のためのアンケート調

査を２件というふうに書かれておりますけ

ども、これはどのようなアンケート調査を

２種類されることになるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  大きく２つの調査を行います。 

  １つは、介護予防生活圏域ニーズ調査と

いう、よく私たちはニーズ調査というふう

に言っているんですけれども、このニーズ

調査は要介護認定１から５以外の方、なの

で認定を受けていない方と要支援１、２の

方を対象とした、これはアンケート形式の

郵送でアンケートを行うという形で実施す

る予定でございます。 

  もう一つの調査は、在宅介護実態調査と

いいまして、こちらは要介護１から５の方

と要支援１、２の方を対象として、サービ

スの利用状況ですとか、あとはその対象の

方を介護する家族の方に関することを調査

する予定で、こちらは訪問調査という形で

実施する予定をしております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  今、説明いただいた２種類のこのアンケ

ートですけども、いつ頃実施されるような

ことを考えておられるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  岡本保険課長。 

○保険課長（岡本めぐみ君） 

  保険課、岡本です。 

  先ほど後から説明しました、在宅介護実

態調査、こちらのほうは訪問形式でやる予

定ですので、若干、若干というか、かなり

期間を要しますので、令和４年のできるだ

け早いうちに始めたいと。７月頃に開始を

したいなというふうには思っております。

１年ほどかけての実施となる見込みです。 

  もう一つのニーズ調査のほうなんですけ

れども、こちらはこの計画策定ごとに実施

しているアンケート調査なんですけれども、

毎回国が一定の参考資料のようなものを配

布しておりまして、それが出されるのが計

画策定をする前年の秋頃になりますので、

それがちょうど令和４年の秋頃になるんで

すけれども、その資料が出て、内容を精査

した後、できるだけ速やかに始めたいとい

うようなことを考えております。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいでしょうか。 

  ほかに質疑はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  ないようですので、質疑を終結いたしま

す。 

  これより、討論を行います。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  介護保険で反対討論をいたします。 

  ３年ごとの見直しで保険が改悪されてい

る状況です。国は消費税１０％を財源とし

て低所得者の保険料の負担軽減を措置して

いるものの、協会けんぽ、健康保険、共済
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組合の被用者保険で報酬ですね、総報酬の

割を重くする措置を導入して、国庫負担を

大幅に軽くしてきた。また、要支援者向け

の訪問介護と通所介護は、保険サービスか

ら外され、市町村が行う総合事業に移行し

てきました。診療報酬解約と併せて高額高

度急性期の病床の削減をして患者を在宅医

療や介護へ誘導する地域包括ケアシステム

の仕組みが問題となっております。介護保

険給付準備基金は保険料引上げではなく、

抑制にもっと使うべきです。 

  以上で、反対討論といたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに討論はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  ないようですので、討論を終結いたしま

す。 

  これより、採決を行います。 

  本件は原案のとおり可決と認めることに

賛成の方は挙手を願います。 

（多数挙手４：１） 

○委員長（寺脇直子君） 

  挙手多数であります。 

  よって、第２１号議案は原案のとおり可

決されました。 

  担当課の入替えを行いますので、暫時休

憩します。 

（午後 ５時４８分 休憩） 

（午後 ５時５０分 再開） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

  第２２号議案、令和４年度豊能町下水道

事業特別会計予算の件を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課の田中です。 

  それでは、第２２号議案、令和４年度豊

能町下水道事業特別会計予算の件につきま

して御説明させていただきます。 

  お手元の予算書３０５ページをお開きく

ださい。 

  併せて当初予算説明資料の２２４ページ

を御覧ください。 

  第１条としまして、歳入歳出予算の総額

は歳入歳出それぞれ４億5,５８７万1,００

０円と定めるとしており、前年度に比べ1,

７７２万4,０００円の減となっております。 

  第２条、債務負担行為でございますが、

３０９ページの第２表、債務負担行為を御

覧ください。 

  下水道施設管理事業として、令和４年度

から令和８年度までの５年間で限度額5,５

５５万円とするものでございます。 

  第３条、地方債でございますが、３１０

ページの第３表、地方債を御覧ください。 

  起債の目的は下水道債で、限度額は2,８

００万円としております。 

  第４条、一時借入金でございますが、一

時借入金の借入れ最高額を１億円と定める

ものでございます。 

  それでは、歳入歳出予算事項別明細書に

ついて、前年度と比較して特に変更となっ

た箇所を歳出から御説明させていただきま

す。 

  予算書３２１ページ、予算説明資料２２

４ページでございます。 

  款１・下水道費、項１・下水道管理費、

目１・下水道総務費になります。 

  予算説明資料の２．構成事務事業、大事

業名のところですが、１．下水道運営事業

につきましては5,６７７万3,０００円を計

上しており、前年度と比較しまして2,２３

７万4,０００円の減となっております。 

  この主な要因は、地方公営企業法適用準

備事業にかかる委託業務料の減と収支見込
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みから後年度の整備事業に備えるため、下

水道建設基金への積立金を減額するもので

ございます。 

  次に、２．下水道施設管理事業につきま

しては、前年度と比較しまして1,４６１万7,

０００円の増となっております。 

  この主な要因としましては、流域下水道

維持管理負担金が増となったことによるも

のでございます。 

  次に、３．公共下水道建設事業につきま

しては、前年度と比較しまして1,３５７万5,

０００円の減となっております。 

  この主な要因は人件費が増となる一方で、

流域下水道事業の負担金が減となったこと

によるものです。 

  ４の浄化槽処理施設管理事業につきまし

ては、内容等に変更はございません。 

  次に、５．公債費償還事業につきまして

は、元金と利子合わせまして前年度と比較

して３２１万2,０００円の減となっており

ます。 

  これは過去に下水道を整備した際に、借

り入れた起債の償還が順次終了しているた

めであります。 

  次に、歳入の御説明をいたします。 

  予算書３１５ページにお戻りください。 

  款２・使用料及び手数料、項１・使用料、

目１・下水道使用料は、前年度と比較して1,

１８７万1,０００円の減となっております。 

  これは、人口減少による減を見込んだも

のでございます。 

  次に、３１７ぺージを御覧ください。 

  款４・府支出金、項１・府負担金は、牧

地区のほ場整備事業の施工に伴い、下水道

施設であるマンホールポンプの操作盤の移

設が必要となりますので、その移設費用の

一部を施主である大阪府が負担するもので

す。 

  次に、３１８ページを御覧ください。 

  款６・繰入金、項１・一般会計繰入金、

目１・一般会計繰入金は1,６５４万2,００

０円の増となっております。 

  主な要因は、使用料徴収の減による分流

式下水道等に要する経費の増と工事検査員

などとの兼務職員の人件費の増によるもの

でございます。 

  同じく項２・基金繰入金、目１・下水道

建設基金繰入金は５８９万8,０００円の増

となっております。 

  主な要因は、投資事業が増となったこと

によるものでございます。 

  次に、３２０ページをお開きください。 

  款９・町債、項１・町債、目１・下水道

債でございますが、前年度と比較して2,８

６０万円の減となっておりますが、これは

流域下水道事業建設負担金の減と、公営企

業会計適用債の減によるものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き、御決定を賜りますよう、よろしくお願

いいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、これより本件に対する質疑を

行います。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  今日の説明の中にもございましたけども、

この下水道の使用料そのものは減るだろう

という、そのようなお話であったのかなと

思いますが、それは下水の使用の量は減る

けれども、しかしながら、維持していくと

いうそのものはこれからもずっとやってい

かなあかんから減るものではない。だから、

そういった意味で、使用料の収入は減るけ

ども、いわゆる維持していくお金はこれか

らもやはり多くかかるだろうと、そういう

ふうな状況はこれからも続いていくという

ことで考えておかなあかんということです

か。 
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○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課の田中です。 

  委員おっしゃるとおりです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑はございませんか。 

  秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

  ２２４ページの３のところに公共下水建

設事業とありますね。老朽化施設の調査・

補修と書いてあって、前年よりはちょっと

少なくなっているんですけれども、これと

いうのは町全体の何％まで調査が進んだと

かいうふうなことが分かるのか、何か計画

に基づいてされているのかどうか、お尋ね

します。もしそうだとしたら、何％ぐらい

もう調査が終わって、補修に入っているの

か、お願いいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課の田中です。 

  数についてはちょっと今お答えできない

んですけども、西地区の幹線管渠の調査に

ついては全て終わっておりまして、来年度

につきましては、下水のストックマネジメ

ント計画に基づきまして、ときわ台地区の

ほうの調査をする予定でございます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑はございますでしょうか。 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  説明資料の２２４ページ、大事業名のと

ころで、下水道施設の管理事業のところな

んですが、下水道施設の適切な維持管理、

これはどのような調査をされるのでしょう

か。ヒューム管なんかの暗渠というんです

か、そういうところの調査をされるのか、

その点お聞きいたします。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課の田中です。 

  内容につきましては、維持管理のほうに

なりますので、その維持管理に要する、例

えばポンプの電気代とか、それとか、あと

維持管理の負担金とかが含まれているもの

でございます。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  大変な作業だと思うんですが、この下水

道課のほうで調査されるのもあったり、業

者の方にお願いしたりというような、そう

いうことがあるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課の田中です。 

  下水のストックマネジメント計画に基づ

きましては業者のほうに委託して、下水の

不具合箇所の調査をしているところですけ

ども、日々住民の方たちが生活している住

宅の中での下水の詰まりという問合せがあ

った場合には、ここ都市計画課が管理して

おりますのは、宅内の中で最終枡、最終的

に道路の本管に接続する一番手前、ほとん

どの方が自動車の駐車スペースとかに豊能

町のマークが入った下水の枡があるんです

けど、そこが詰まった場合には緊急を要し

ますので、土日に関わらず連絡があった際

には一応一通り都市計画課のほうで詰まり

を解消する道具を一通りありますので、何

とか直営でしているようなところで対応し

ております。 

  以上です。 
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○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  私の近所の今駐輪場がある、もう老朽化

している駐輪場ね、そこの湧水受けにとて

も悪臭が流れてくるというのが、前から言

うていたと思うんですけど、本当にこれか

ら暖かくなったらより臭いが増してくると

いうことで、泡が、白い泡がわっと立って

いるような状況がありますので、そういう

調査というのはどちらでされるのか分かり

ませんが、なかなかつかみにくいところで

はあると思うんですね、土管から流れてく

るので。やっぱりその点は消臭剤みたいな

ものを撒く、前は撒いたともおっしゃって

いたこともありますね、臭いをなくすよう

な薬剤だったかしら、そういうので処置し

たようなことも言われていたんじゃないか

と思うんですけど、そういうのはどのよう

な対策が考えられるのか。ずっとさかのぼ

って土管の中を探しまくって、どこからで

漏れているとか、いうことなのか、その辺

が分かればいいんですけどそこまで調査は

できるんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課の田中です。 

  委員の御質問なんですけど、１０年ほど

前からそういった御指摘、それから、最近

では永谷議員のほうからも同じようなお話

がありまして、結果なんですけれども、光

風台第１駐輪場の下にあります調整池につ

きましては、デイリーカナートがあって、

光風台の大きな公園があって、そこからと

きわ台寄りの一部のところがエリアとして

はあそこに雨水が流れております。通報等

があったときには職員のところで原因を追

及すべく、要所、要所のマンホールを、雨

水が流れているマンホールのほうを開けて

いきました。そのときにやっぱり晴れてお

るとか、晴れておりますので、白い泡立っ

ている水が流れてきたとしても、どこから

流れているんだということで、マンホール

を開けていきますけども、水量が少な過ぎ

て、途中で水がなくなってしまいますので、

どこから流れているかという特定がちょっ

とできないのが正直なところです。 

  考えられるのは、誤接というところで、

例えばお庭に散水栓、皆さんつけておられ

ると思うんですけれども、本来であれば、

そのお庭についているような散水栓、雨水

ではありませんので、本来であれば下水に

つなぐのが正しいんですけれども、多くの

御家庭が雨水管のほうに接続されておりま

す。ですので、例えば御主人が御器用でＤ

ＩＹをやって塗装をしたと。塗装のはけを

お庭の散水栓で洗って流してしまうんです

よね。そうすると、調整池のほうに、本来

雨水しか流れちゃ駄目なところに流れてい

ったりとか、あと道路で自分の車を洗いま

す。泡だらけの水が道路側溝に入って、そ

の泡だらけの水が、本来雨水しか入っちゃ

いけないんですけど、調整池に流れていき

ます。なので、そういった、本来流したら

駄目な水がいろんな諸条件であの調整池の

ほうに流れておりますので、ただ、臭いと

いうのが、私たち職員が行くときにはさほ

ど感じられなかったりとか、確かにちょっ

と雨水ではない水が流れているなというの

はあるんですけれども、なかなか原因追及

には至らないというのが現状なところです。 

○委員長（寺脇直子君） 

  高尾委員。 

○委員（高尾靖子君） 

  また臭いがしたときには一度お電話して

来ていただくようにします。ありがとうご

ざいます。 
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○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいでしょうか。 

  中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

  今、車の洗車の水も雨水に流れるという

ことで、そういった意味ではちょっと家で

余り洗車はしづらいなというふうに思った

んですけども、カーシャンプーというんで

すか、そんなのを使うとやっぱり雨水に石

っけん水が混じってしまうということにな

るから、極力ならやらんほうがいいんかな

と私そう思ったんですけど、そういった意

味では、通常の水道水で汚れを流す程度や

ったら許してもらえるのかどうなのか、ち

ょっと洗車したらあかんと言われたらもう

車どろどろのままちょっと置いておかなあ

かんからちょっと厄介やなと今一瞬思った

んですけど、そのあたりはどうなんですか。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課の田中です。 

  基本的は、雨水が側溝に流れるんですけ

れども、通常の皆さん生活されている中で

の、例えばカーシャンプーで洗ったとして

も、最終的には雨水ですので、近くの川と

か、一庫のほうに流れるわけなんですけど

も、水量が多いので希釈されますので、臭

いが発生するとか、そういったことはない

というふうに考えておりますので、その当

たりは自己判断で、申し訳ございません。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいでしょうか。 

  ほかに質疑。 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  維持管理というところは、うちの畑にも

あるんですけど、黄色いぴりぴりぴりとす

るような、あれのおかげなんですね。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課の田中です。 

  才脇委員がおっしゃっているのはマンホ

ールポンプの電気の盤だと思います。どう

しても下水の本管のほうが道路の高い位置

にあって、住宅がその本管よりも下のほう

にありますと、そこから出る下水を高いと

ころまでポンプアップして下水を運んでい

かないといけませんので、そのときのパト

ランプが回っていたりとかいうのが、マン

ホールポンプの盤になりまして、そこの電

気代とかということになります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

  じゃあ、旧村が全戸にそんなのをしてい

るわけじゃないんですね。ありがとうござ

います。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいでしょうか。 

  ほかに質疑はございますか。 

  池田副委員長。 

○副委員長（池田忠史君） 

  すみません、ちょっと聞き間違えていた

らすみません。先ほどお話のあった維持管

理費の中で、流域の負担金8,７００万円で

すかね、というのが増えたようなお話を聞

いたんですけど、この増えたり減ったりす

るような根拠というか、というのがあれば

教えていただきたいんですけど。 

○委員長（寺脇直子君） 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課の田中です。 

  流域下水道の維持管理負担金につきまし

ては、前年比で1,２６６万円の増となって

おりますけども、これの主な要因としまし
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ては、昨今の電気料金や燃料費の値上げに

伴います終末処理場の動力費や燃料費の増

額、さらには機器の更新等によります委託

料及び薬品費の増が主なものです。ですの

で、一方の流域下水道の、そういったこと

で電気代とか、燃料費の値上げに伴いまし

て多少の増減はあるというふうに考えてお

ります。 

○委員長（寺脇直子君） 

  よろしいでしょうか。 

  そうしたら、私からちょっと１点質問し

ます。 

  ２２４ページの、説明資料の２２４ペー

ジの２番目のこの下水道施設管理事業、こ

れは結構毎年、令和３年と令和４年も１億

円ほどかかっているんですけれども、先ほ

ど中川委員の質問で、使用料が減って維持

管理費が増えるということなんですけども、

こういうのは特定財源とかはつかないんで

すか、全部町が持ち出さないといけないの

か。 

  田中都市計画課長。 

○都市計画課長（田中克生君） 

  都市計画課の田中です。 

  全てが一般財源となりまして、使用料が

対象となります。 

  以上です。 

○委員長（寺脇直子君） 

  ほかに質疑はございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、質疑を終結いたします。 

  これより、討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  討論を終結いたします。 

  これより、採決を行います。 

  本件は原案のとおり可決と認めることに

賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

○委員長（寺脇直子君） 

  挙手全員であります。 

  よって、第２２号議案は原案のとおり可

決されました。 

  以上で、予算特別委員会に付された案件

は全て終了いたしました。 

  よって、閉会したいと思います。これに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○委員長（寺脇直子君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、本委員会は閉会することに決定

いたしました。 

  本委員会の閉会に当たり、塩川町長から

挨拶があります。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  特別委員会の皆さん、本当に長時間にわ

たりまして御審査いただきましてありがと

うございました。 

  令和４年の当初予算でございますけれど

も、町の財政は非常に厳しいという中で、

何とか財政再生計画を入れまして、重点配

分をさせていただきました。今回お認めを

いただきました。１点だけが修正動議が出

ましたけれども、本当にゼロベースで見直

し、それから、経常経費におきましても、

もう義務的経費を除いたものは１０％カッ

トというようなところまで踏み込みながら

やりましたけれども、結果的には財政調整

基金を取り崩すということになりました。 

  今回、御審査の際にお言葉をいただきま

した内容につきましては、執行の際に十分

留意をしながら進めてまいりたいと思いま

す。 

  これからも財政に関してみんなでそれぞ

れの内容を詰めていかなければならないと

いうことでございます。見積りの精査、そ
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れから、入札差金をとってくる、そういう

ような減額も図ってまいりたいと思います。 

  今回、長時間にわたりまして本当にあり

がとうございました。御礼の言葉とさせて

いただきます。 

○委員長（寺脇直子君） 

  それでは、これをもちまして、令和４年

豊能町議会３月定例会議予算特別委員会を

閉会いたします。どうもお疲れさまでした。 

 

閉会 午後６時１６分 
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